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「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
史
料
の
一
斑

堀

口

　

修

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
宮
内
省
臨
時
帝
室
編
修
局
が
編
修
し
た
「
明
治
天
皇

紀
」
で
は
ど
の
よ
う
な
史
料
が
用
い
ら
れ
て
編
修
さ
れ
た
の
か
と
い

う
研
究
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
明
治
天
皇
紀
」
は
、
大
正
三（
一
九
一
四
）年
、
宮
内
省
内
に
設
け

ら
れ
た
臨
時
編
修
局（
の
ち
、
臨
時
帝
室
編
修
局
）が
編
修
を
開
始
し
た
。

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
九
月
、
完
成
し
た
「
明
治
天
皇
紀
」
が
昭
和

天
皇
に
捧
呈
さ
れ
、
臨
時
帝
室
編
修
局
は
そ
の
任
務
を
終
え
て
廃
局

と
な
る
。
そ
の
後
、
一
年
間
に
わ
た
り
残
務
整
理
が
行
わ
れ
た
後
、

同
九
年
六
月
、「
明
治
天
皇
紀
」
の
内
容
を
縮
約
し
て
公
刊
す
る
こ

と
を
目
的
に
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
編
修
委
員
会
が
設
け
ら
れ
編
修
作

業
が
進
め
ら
れ
た（

（
（

。
し
か
し
戦
争
の
激
化
、
敗
戦
と
い
う
時
代
状
況

の
中
、
宮
内
省
の
規
模
も
縮
小
さ
れ
、
そ
の
編
修
も
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

　

さ
て
、「
明
治
天
皇
紀
」
及
び
「
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
」
の
編
修

期
間
は
長
い
こ
と
も
あ
り
、
用
い
ら
れ
た
史
料（

（
（

は
ま
さ
に
厖
大
、
且

つ
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
そ
の
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
そ
れ
ら
の
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
研
究
に
取
り
組
み
、
ま
ず
『「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の
基
礎

的
研
究
』（
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
二
一
年
刊
行
予
定
）を
纏
め
た（

（
（

。

　

そ
し
て
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
の
が
本
稿
末
の【
史
料
編
】に
掲
示
し
た

史
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
臨
時
編
修
局
・
臨
時
帝
室
編
修
局
が

「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
の
た
め
皇
族
、
元
老
、
侍
従
長
な
ど
の
側
近

者
、
政
治
家
、
関
係
各
機
関
な
ど
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
を
幅
広
く

調
査
・
採
録
し
た
も
の
を
中
心
と
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
臨

時
編
修
局
・
臨
時
帝
室
編
修
局
に
よ
る
採
録
の
経
緯
や
実
態
を
確
認

し
、
史
料
群
を
理
解
す
る
一
助
と
し
た
い（

（
（

。
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一
　
編
修
体
制
と
方
針

　

臨
時
編
修
局
は
、
大
正
三
年
一
一
月
三
〇
日
付（

5
（

で
公
布
・
施
行
さ

れ
た
皇
室
令
第
二
二
号
（
全
一
〇
条
）
に
よ
り
そ
の
官
制
が
定
め
ら
れ

た（
（
（

。
臨
時
編
修
局
は
、
宮
内
省
内
に
設
け
ら
れ（

7
（

（
第
一
条
）、
職
員
と

し
て
総
裁
・
副
総
裁
・
幹
事
・
編
修
長
・
編
修
・
書
記
等
を
置
き

（
第
二
条
）、「
明
治
天
皇
紀
」（
以
下
、
御
紀
と
も
記
す
）
を
編
修
す
る
こ

と
を
業
務
と
し
た（

（
（

。
な
お
臨
時
編
修
局
は
、
大
正
五
年
一
一
月
四
日

付
皇
室
令
第
七
号
に
よ
り
臨
時
帝
室
編
修
局
と
改
称
さ
れ
た（

（
（

。

　

臨
時
編
修
局
及
び
臨
時
帝
室
編
修
局
の
総
裁
以
下
、
主
な
ス
タ
ッ

フ
と
就
任
期
間
は
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

総
裁
／�

土
方
久
元
（
大
正
三
年
一
二
月
～
同
七
年
一
一
月
〈
薨
去
〉）、

田
中
光
顕（
大
正
七
年
一
一
月
～
同
八
年
五
月〈
依
願
免
職
〉）、

金
子
堅
太
郎（

（（
（

（
大
正
一
一
年
四
月
～
昭
和
八
年
九
月
。
金
子

は
田
中
総
裁
免
職
後
か
ら
総
裁
就
任
ま
で
の
間
、
特
命
に
よ

り
総
裁
職
務
を
摂
行
）

副
総
裁�

／
金
子
堅
太
郎
（
大
正
四
年
七
月
～
同
一
一
年
四
月
）、
藤

波
言
忠（

（（
（

（
大
正
一
一
年
四
月
～
同
一
五
年
五
月（
薨
去
）

顧
問
／�

香
川
敬
三
・
井
上
馨
・
大
山
巌
・
徳
大
寺
実
則
・
杉
孫

七
郎
・
山
県
有
朋
・
松
方
正
義
・
西
園
寺
公
望

編
修
長�

・
編
修
官
長
／
股
野
琢（
大
正
三
年
一
二
月
～
同
一
〇
年
一

月
）、
竹
越
與
三
郎（
（（
（

（
大
正
一
〇
年
一
月
～
同
一
五
年
五
月
）、

三
上
参
次（
（（
（

（
大
正
一
五
年
五
月
～
昭
和
八
年
九
月
）

編
修
・�

編
修
官
／
重
田
定
一
・
池
辺
義
象
・
幸
田
成
友
・
木
寺

柳
次
郎
・
渡
辺
幾
治
郎
・
本
居
清
造
・
上
野
竹
次
郎

　

さ
て
臨
時
編
修
局
は
、
翌
大
正
四
年
一
月
三
〇
日
付
で
「
編
纂
要

綱
」（
全
五
項
目
）を
制
定
し
極
く
基
本
的
な
編
修
体
制
と
編
修
方
針
を

定
め
た
。
そ
の
要
点
は
、
左
の
如
し
。

　

①
編
修
分
担
＝
四
部
制
／
第
一
部
＝
池
辺
編
修
担
当（
嘉
永
五
年
降

誕
～
儲
位
時
代
）、
第
二
部
＝
重
田
編
修
担
当（
即
位
～
廃
藩
置
県
）、
第

三
部
＝
三
宅
編
修
担
当
（
明
治
五
年
～
明
治
一
八
年
）、
第
四
部
＝
股
野

編
修
長
担
当
（
明
治
一
九
年
～
明
治
四
五
年
）、
②
編
修
功
程
＝
「
大
約

五
年
」、
③
年
表
の
調
製
、
④
明
治
四
年
以
前
の
材
料
＝
維
新
史
料

編
纂
会
蒐
集
の
も
の
を
借
覧
・
抜
萃
、
⑤
「
明
治
天
皇
実
録（

（（
（

ハ
専
ラ

御
盛
徳
御
聖
蹟
ヲ
主
ト
シ
テ
編
纂
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
国
史
ノ
編
纂
ト

ハ
自
ラ
其
主
旨
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」。

　

こ
れ
ら
の
中
、
①
②
は
何
度
か
変
更
さ
れ
、
②
は
結
果
的
に
約
一

八
年
一
〇
ヶ
月
と
な
り
、
当
初
計
画
の
三
倍
以
上
の
期
間
と
な
っ
た
。

④
は
後
述
の
「
協
定
」
や
「
覚
」
を
取
り
交
わ
し
て
協
力
関
係
を
明

確
に
す
る
。
⑤
は
そ
の
後
大
き
く
変
更
さ
れ
、
や
が
て
天
皇
の
伝
記

と
い
う
面
と
治
世
中
の
国
勢
の
隆
替
を
録
す
る
国
史
の
面
と
の
融
合

が
目
指
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
編
修
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
型
化
す
る
。

　

大
正
四
年
五
月
一
四
日
付
で
「
編
纂
要
綱
」
中
の
編
修
分
担
が
六

部
制
に
改
定
さ
れ
、
且
つ
各
部
に
書
記
及
び
嘱
託
数
名
が
配
置
さ
れ
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る
。
編
修
担
当
は
、
重
田
編
修
、
池
辺
編
修
、
三
宅
編
修
が
第
四
部

か
ら
第
六
部
を
兼
担
し
、
股
野
編
修
長
は
編
修
分
担
か
ら
外
れ
た
の

で
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
部
＝
池
辺
編
修
担
当（
嘉
永
五
年
降

誕
～
儲
位
時
代
）、
第
二
部
＝
重
田
編
修
担
当（
即
位
～
廃
藩
置
県
）、
第

三
部
＝
三
宅
編
修
担
当
（
明
治
五
年
～
明
治
一
八
年
）、
第
四
部
＝
重
田

編
修
兼
担
（
明
治
一
九
年
～
同
二
七
・
八
年
戦
役
）、
第
五
部
＝
池
辺
編

修
兼
担（
明
治
二
七
・
八
年
戦
役
～
同
三
七
・
八
年
戦
役
）、
第
六
部
＝
三

宅
編
修
兼
担（
明
治
三
七
・
八
年
戦
役
～
同
四
五
年
崩
御
）。

　

と
こ
ろ
で
臨
時
編
修
局
は
、
大
正
四
年
七
月
一
日
付
で
幕
末
・
維

新
史
を
編
纂
す
る
維
新
史
料
編
纂
会
と
の
間
で
「
協
定
」（
全
六
項
目
）

を
、ま
た
大
正
六
年
一
〇
月
二
三
日
付
で
協
力
関
係
に
関
す
る
「
覚
」

を
結
ぶ（

（（
（

。
前
者
は
、
資
料
蒐
集
・
調
査
に
関
す
る
相
互
協
力
を
は
じ

め
、「
連
絡
ヲ
密
接
ニ
シ
事
業
ノ
進
歩
ヲ
謀
」
た
め
の
人
事
交
流
、

叙
述
調
整
等
を
定
め
、
後
者
は
資
料
蒐
集
上
の
便
宜
・
意
見
交
換
の

た
め
の
会
合
開
催
、
両
局
の
材
料
の
相
互
融
通
、
新
採
集
・
新
発
見

の
材
料
の
情
報
交
換
、
資
料
稿
本
の
相
互
閲
覧
等
を
確
認
し
、
よ
り

一
層
踏
み
込
ん
で
そ
の
協
力
関
係
の
確
立
を
追
求
し
た
。

　

こ
の
「
協
定
」
と
「
覚
」
は
、
両
者
の
編
修（
纂
）事
業
が
密
接
な

関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度

実
効
性
を
有
し
て
い
た
の
か
は
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
両
者

の
編
修（
纂
）内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
密
接
な
関
係
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
、
編
修（
纂
）材
料
を
巡
る
問
題
の
み
な
ら
ず
、
両

組
織
の
歴
史
観
の
共
有
の
有
無
如
何
、
と
い
う
点
に
も
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

二
　
編
修
体
制
の
再
構
築

　

編
修
官
渡
辺
幾
治
郎
は
、
後
年
「
明
治
天
皇
紀
は
明
治
天
皇
の
御

事
蹟
を
記
述
し
た
御
伝
記
」
で
資
料
集
で
な
い
こ
と
は
、
最
初
か
ら

の
方
針
で
、
そ
れ
は
「
金
子
総
裁
の
変
ら
ざ
る
主
張
」
で
あ
っ
た
と

書
き
残
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
編
修
の
細
部
に
つ
い
て
は
別
に
模
範
と

な
る
も
の
が
な
く
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
総
裁
や
編
修
官
長
が
そ
の

体
裁
・
編
修
方
針
の
あ
り
方
に
悩
ん
で
い
た
こ
と
、
金
子
副
総
裁
が

米
国
前
大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
編
修
方
針
を
質
問
し
た
り（

（（
（

、
藤
波

御
用
掛
が
後
藤
新
平
に
質
問
し
て
い
た
こ
と
等
、
編
修
が
一
筋
縄
で

い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
う
し
た
話
か
ら
編
修
当
初
の
実
態
は
、
伝
統
的
な
価
値
観
と
欧

米
か
ら
導
入
さ
れ
た
全
く
新
し
い
価
値
観
と
の
融
合
の
下
に
展
開
し

た
明
治
と
い
う
時
代
を
背
景
と
す
る
天
皇
紀
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

明
確
な
方
針
と
見
通
し
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。

　

右
の
実
態
も
影
響
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
以
後
、
何
度
か
編
修

体
制
や
編
修
綱
領
が
見
直
さ
れ
た
。
ま
ず
、
大
正
七
年
四
月
八
日
付

皇
室
令
第
三
号
に
よ
り
官
制
改
正
が
あ
り
、
幹
事
を
主
事
、
編
修
長

を
編
修
官
長
、
編
修
を
編
修
官
と
改
め
、
且
つ
新
た
に
編
修
官
補
を
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体
裁
、
資
料
採
録
の
範
囲
等
を
詳
細
に
定
め
た
「
御
紀
編
修
ニ
関
ス

ル
綱
領
」（
以
下
「
御
紀
編
修
綱
領
」）、「
資
料
採
録
範
囲
」、「
編
纂
規

定
」「
御
紀
資
料
採
集
規
程
」
等
を
策
定
し
、
こ
れ
を
同
年
一
〇
月
、

宮
内
大
臣
波
多
野
敬
直
に
内
申
し
て
承
認
を
得
た
。
こ
こ
に
本
格
的

な
編
修
方
針
が
定
め
ら
れ
、
且
つ
そ
の
技
術
的
な
面
で
の
ル
ー
ル
が

確
立
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
「
御
紀

編
修
綱
領
」
の
内
容
は
、
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

①
御
紀
編
修
は
編
年
体
を
主
と
し
、
重
要
事
件
は
紀
事
本
末
体
を

併
用
す
る
。
②
資
料
採
録
仮
稿
本
の
作
製
及
び
御
紀
の
編
修
年
限
は
、

向
こ
う
約
一
〇
ヶ
年
と
す
る
。
但
し
今
後
少
な
く
と
も
二
ヶ
年
以
内

に
御
紀
の
編
修
に
着
手
す
る
。
編
修
の
方
法
は
追
っ
て
定
め
る
。
③

資
料
採
録
の
範
囲
は
「
御
行
実
竝
御
聖
徳
御
偉
業
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ヲ

主
」
と
し
、「
政
治
上
社
会
上
百
般
ノ
事
件
」
で
「
御
聖
徳
御
偉
業

ヲ
記
述
ス
ル
ニ
必
要
」
な
も
の
は
採
録
し
、
そ
の
細
目
は
甲
第
一
号

に
よ
り
定
め
る
。

　

④
採
録
資
料
は
一
応
仮
稿
本
に
編
纂
し
、
編
纂
の
体
裁
は
後
述
の

「
編
纂
規
定
」
に
よ
る
。
⑤
編
修
体
制
は
三
部
制
と
す
る
。
⑥
仮
稿

本
作
製
の
年
限
割
を
定
め
、
各
部
と
も
大
正
一
五
年
中
に
完
了
す
る
。

⑦
仮
稿
本
提
出
の
時
期
は
、
毎
年
六
月
と
一
二
月
の
二
回
と
す
る
。

毎
回
各
部
で
は
⑥
で
規
定
さ
れ
た
年
度
割
の
期
間
内
で
仮
稿
本
編
纂

を
了
し
、
編
修
官
長
は
そ
れ
を
総
裁
に
提
出
す
る
。
⑧
参
考
用
年
表

は
、
既
に
明
治
八
年
ま
で
を
調
製
し
て
い
る
の
で
、
漸
次
明
治
九
年

置
き
、
こ
こ
に
以
後
の
編
修
体
制
の
基
本
形
が
定
ま
っ
た
。
即
日
、

股
野
琢
が
編
修
官
長
、
池
辺
義
象
・
幸
田
成
友
・
木
寺
柳
次
郎
が
編

修
官
に
任
じ
ら
れ
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
文
学
博
士
三
宅
米

吉
・
維
新
史
料
編
纂
会
事
務
局
長
黒
沢
次
久
が
御
用
掛（
黒
沢
は
同
時

に
主
事
事
務
取
扱
を
命
じ
ら
れ
る
）を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
た
同
時
に

編
修
官
補
達
も
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
編
修
体
制
は
、
第
一
部
主
任
＝

池
辺
編
修
官
（
嘉
永
五
年
九
月
二
二
日
～
明
治
一
四
年
）、
第
二
部
主
任

＝
幸
田
編
修
官
（
明
治
一
五
年
～
明
治
三
一
年
）、
第
三
部
主
任
＝
木
寺

編
修
官（
明
治
三
二
年
～
大
喪
）の
三
部
制
と
な
り
、
編
修
官
補
は
編
修

官
長
及
び
各
部
に
分
属
し
た
。

　

さ
ら
に
編
修
綱
領
の
問
題
を
認
識
し
て
い
た
金
子
や
藤
波
は
、
土

方
総
裁
に
そ
の
解
決
の
た
め
の
建
議
を
行
う
。
金
子
の
意
見
は
、
天

皇
は
国
を
以
っ
て
家
と
な
す
の
で
、「
明
治
天
皇
紀
」
は
天
皇
の
御

言
行
を
記
述
す
る
伝
記
で
あ
る
と
共
に
、
天
皇
の
治
世
中
に
起
き
た

重
要
事
件
及
び
国
勢
の
隆
替
を
録
す
る
国
史
で
あ
る
べ
し
と
し
た
。

ま
た
藤
波
御
用
掛
は
、「
明
治
天
皇
紀
」
は
天
皇
の
盛
徳
を
経
、
偉

業
を
緯
と
し
て
編
修
す
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
即
ち
天
皇
の
祖
宗

を
崇
い
臣
民
を
憐
れ
み
忠
孝
の
教
え
を
垂
れ
、
立
憲
の
政
を
創
め
た

こ
と
は
盛
徳
中
の
盛
徳
と
奉
り
、
ま
た
維
新
の
大
業
は
百
揆
の
基
と

な
り
、
教
育
の
普
及
、
実
業
の
振
興
、
国
防
の
充
実
、
版
図
の
拡
大
、

経
済
の
発
展
等
は
偉
業
中
の
偉
業
で
あ
る
と
し
た（

（（
（

。

　

そ
し
て
臨
時
帝
室
編
修
局
は
、
大
正
七
年
八
月
、
新
た
に
御
紀
の
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以
後
の
年
表
を
完
成
さ
せ
る
。
⑨
最
後
に
綱
領
第
一
に
基
づ
く
本
文

叙
述
の
基
本
例
と
し
て
「
明
治
元
年
八
月
廿
七
日　

○
即
位
ノ
大
礼

ヲ
行
フ　

即
位
礼
ノ
沿
革
ヲ
記
ス
（
記
事
本
末
）　

○
英
国
公
使
従
者

ノ
負
傷
セ
シ
者
ニ
金
ヲ
賜
フ
公
使
従
者
負
傷
ノ
顚
末
ヲ
記
ス
（
記
事

本
末
）　

○
背
景
ト
シ
テ
当
時
ノ
大
勢
ヲ
記
ス
」
等
の
例
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
御
紀
編
修
綱
領
」
等
に
よ
り
以
後
の
編
修
は
、
①
各
編
修

官
は
部
を
分
担
し
編
修
官
補
を
督
し
て
、
資
料
に
基
づ
い
て
年
月
日

順
に
各
事
項
の
要
領
を
提
げ
て
綱
と
し
、
資
料
を
そ
の
下
に
排
列
し

て
目
と
す
る
編
年
綱
目
体
の
資
料
採
録
仮
稿
本
を
作
製
す
る
、
②
編

修
官
長
は
そ
の
仮
稿
本
に
よ
り
御
紀
を
編
修
す
る
。
③
仮
稿
本
の
作

製
及
び
御
紀
の
編
修
年
限
を
向
こ
う
一
〇
年
と
す
る
、
④
資
料
採
集

規
程
及
び
編
纂
規
程
を
定
め
、
且
つ
資
料
採
集
主
任
を
置
き
藤
波
御

用
掛
が
担
当
す
る
、
等
と
し
た
。

　
「
資
料
採
録
範
囲
」（
甲
第
一
号
）
で
は
実
に
多
岐
に
渉
る
事
項
が
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。
各
事
項
の
内
容
を
踏
ま
え
て
敢
え
て
整
理
・
分
類

す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

（
法
令
・
条
約
）詔
書
・
勅
令
・
法
律
等
の
法
令
、
条
約

（
儀
礼
）�践
祚
式
・
即
位
礼
・
大
嘗
祭
等
の
宮
中
儀
礼
、
三
大
節

等
の
儀
式
、
そ
の
他
政
治
始

（
冠
婚
葬
祭
）降
誕
・
婚
嫁
、
崩
御
・
大
喪
、
皇
族
の
薨
去

（
行
事
）�行
幸
・
臨
御
、
勅
使
、
拝
謁
・
謁
見
、
講
書
始
・
歌
御

会
、
観
桜
会
・
観
菊
会
、
御
陪
食
・
御
会
食

（
皇
室
経
済
）皇
室
費

（
外
国
交
際
）御
親
電

（
人
事
）親
任
官
等
の
進
退
、
叙
位
・
授
爵
、
重
臣
の
薨
去

（
宮
内
省
官
制
）宮
内
省
の
組
織

（
施
設
）御
料
地
、
宮
城
・
御
用
邸
、
正
倉
院
・
博
物
館

（
陸
海
軍
儀
礼
）陸
海
軍
始
・
陸
海
軍
大
演
習

（
政
治
・
外
交
）�大
政
奉
還
・
廃
藩
置
県
、
憲
法
制
定
・
皇
室
典

範
・
法
典
編
纂
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
、
日

韓
併
合

（
司
法
）重
大
な
裁
判
・
大
赦
特
赦

（
官
制
・
財
政
）官
制
沿
革
、
財
政
沿
革

（
神
社
）官
国
幣
社
の
社
格
授
与
・
昇
進

　
「
編
纂
規
定
」
は
「
假
稿
本
編
纂
ノ
順
序
」、「
採
録
様
式
」、「
校

合
校
正
手
續
」、「
編
纂
様
式
」、「
稱
呼
」
の
全
五
章
か
ら
な
り
、
主

に
仮
稿
本（
採
録
資
料
を
綴
っ
た
も
の
）の
編
纂
方
法
、
資
料
採
録
の
方

法
等
を
き
め
細
か
く
規
定
し
た
。「
御
紀
資
料
採
集
規
程
」
は
、
全

八
条
か
ら
な
り
資
料
採
集
の
対
象
機
関
、
資
料
蒐
集
の
手
続
き
、
資

料
採
集
主
任
の
役
割
、
談
話
聴
取
と
そ
の
記
録
の
作
成
、
蒐
集
資
料

の
目
録
作
製
と
そ
の
保
管
、
借
用
資
料
の
採
録
等
に
つ
い
て
規
定
し

た
。
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三
　�

新
た
な
編
修
方
針
の
確
定
と
編
修
官
長
竹
越
與
三

郎
の
就
任

　

と
こ
ろ
で
田
中
総
裁
免
職
後
、
総
裁
は
闕
員
の
ま
ま
補
任
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
総
裁
が
い
な
い
期
間
、
金
子
副
総
裁
が
特
命
に
よ

り
総
裁
の
職
務
を
摂
行
し
た
。
こ
の
時
彼
は
、
本
文
執
筆
の
時
期
を

迎
え
て
、
広
く
内
外
の
政
治
家
、
学
者
の
意
見
を
徴
し
、
ま
た
山
県
、

松
方（

（（
（

、
西
園
寺
の
三
顧
問
と
は
か
っ
て
、
御
紀
編
修
の
基
礎
を
よ
り

一
層
固
め
る
作
業
に
入
る
。

　

金
子
は
、
大
正
九
年
五
月
一
五
日
、
天
皇
に
上
奏
し
て
「
先
帝
ノ

御
紀
ヲ
修
メ
ン
ト
セ
ハ
、
宜
シ
ク
之
ヲ
以
テ
皇
室
ノ
尊
厳
ヲ
発
揮
シ
、

国
体
ノ
真
髄
ヲ
闡
明
シ
、
忠
君
ノ
精
神
ヲ
涵
養
シ
、
愛
国
ノ
気
節
ヲ

奮
起
セ
シ
メ
驕
惰
軽
佻
ノ
俗
之
ニ
ヨ
リ
テ
革
正
セ
ラ
レ
、
勤
倹
質
素

ノ
風
之
ニ
ヨ
リ
テ
奨
励
セ
ラ
レ
、
国
民
ヲ
シ
テ
感
憤
興
起
シ
テ
各
々

其
ノ
本
分
ヲ
尽
ク
サ
シ
ム
ル
ヲ
期
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス（

（（
（

」
と
御
紀
編
修

の
大
眼
目
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
新
た
に

左
の
如
き
「
明
治
天
皇
紀
編
修
綱
領（

（（
（

」
を
定
め
、
そ
の
方
針
に
よ
り

編
修
を
進
め
る
こ
と
を
願
い
出
た
。

　
　
　

明
治
天
皇
紀
編
修
綱
領

一　

�

天
皇
ハ
国
ヲ
以
テ
家
ト
シ
給
フ
カ
故
ニ
、
天
皇
紀
ハ
天
皇

ノ
言
行
ヲ
記
ス
ル
伝
記
タ
ル
ト
共
ニ
、
天
皇
ノ
治
世
中
ニ

起
リ
タ
ル
大
小
ノ
事
変
国
勢
ノ
隆
替
ヲ
録
ス
ル
国
史
タ
ラ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事

二　

�

明
治
天
皇
英
邁
ノ
資
ハ
天
授
ニ
シ
テ
、
史
臣
等
ノ
妄
リ
ニ

論
議
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
故
ニ
明
治
天
皇
紀
ハ
天
皇
ノ
言

行
ヲ
事
実
ノ
マ
ヽ
ニ
記
述
シ
、
敢
ヘ
テ
粉
飾
ス
ル
所
ア
ル

ヘ
カ
ラ
ス
。
若
シ
夫
レ
明
治
天
皇
紀
成
ル
ノ
後
、
直
チ
ニ

之
ヲ
公
刊
ス
ヘ
キ
ヤ
、
或
ハ
其
ノ
幾
分
ヲ
削
リ
テ
公
刊
ス

ヘ
キ
ヤ
一
ニ
之
ヲ
聖
断
ニ
待
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
事

三　

�

明
治
天
皇
ニ
奉
侍
シ
テ
内
外
ノ
枢
機
ニ
参
画
シ
タ
ル
輔
弼

ノ
老
臣
勲
旧
ノ
百
僚
ハ
、
皆
明
治
時
代
ヲ
築
ク
ニ
与
リ
テ

力
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
功
績
ヲ
記
ス
ヘ
シ
。
又
民

間
ニ
ア
リ
テ
文
明
ノ
進
歩
ニ
寄
与
シ
タ
ル
者
ノ
事
蹟
ヲ
記

録
ス
ヘ
キ
事

四　

�

明
治
天
皇
紀
ハ
主
ト
シ
テ
編
年
体
ニ
拠
リ
、
必
要
ニ
応
シ

テ
ハ
記
事
本
末
ノ
体
ヲ
参
ヘ
用
ヰ
ル
事

五　

�

明
治
天
皇
紀
ハ
明
治
天
皇
御
降
誕
以
後
ノ
事
ヲ
記
録
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
。
嘉
永
前
後
ノ
形
勢
ヲ
記
述
ス
ル
モ
、
之
ニ
因

リ
テ
時
勢
ノ
由
ツ
テ
来
ル
所
以
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

其
ノ
大
略
ヲ
述
フ
ル
ニ
止
ム
ル
事

六　
�

明
治
時
代
国
内
形
勢
ノ
推
移
ハ
外
勢
ノ
刺
激
ニ
因
ル
コ
ト

多
キ
ヲ
以
テ
、
明
治
天
皇
紀
ハ
内
政
ニ
関
聯
シ
テ
外
勢
ヲ

叙
録
シ
、
以
テ
其
ノ
内
外
相
交
渉
ス
ル
所
以
ヲ
明
ラ
カ
ニ

ス
ル
事
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七　
�

明
治
天
皇
紀
ハ
勅
旨
ヲ
奉
シ
テ
撰
修
ス
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

其
ノ
文
字
ノ
排
列
ニ
ハ
擡
頭
闕
字
ノ
例
ヲ
踏
マ
サ
ル
事

八　

�
箇
人
ノ
著
述
ニ
係
ル
歴
史
、
又
ハ
伝
記
ハ
事
実
ノ
出
所
ヲ

証
明
ス
ル
例
ア
リ
ト
雖
ト
モ
、
明
治
天
皇
紀
ハ
史
臣
課
分

チ
証
ヲ
挙
ケ
検
討
ヲ
尽
ク
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
別

ニ
出
所
ヲ
挙
ク
ル
ヲ
要
セ
ス
。
但
シ
資
料
ハ
長
ク
宮
中
ノ

一
局
ニ
保
存
ス
ル
事

九　

�

明
治
天
皇
紀
ノ
文
章
ハ
時
文
ヲ
用
ヰ
、
仮
字（
名
）用
法
ハ

文
部
省
ノ
定
メ
タ
ル
仮
字
用
字
格
（
仮
名
用
格
）
ニ
拠
ル
ヘ

シ
。
但
シ
熟
語
又
ハ
名
称
等
ハ
当
時
慣
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ

従
フ
事

十　

�

明
治
天
皇
紀
ハ
之
ヲ
欧
文
ニ
翻
訳
ス
ル
コ
ト
。
但
シ
翻
訳

開
始
ノ
時
期
ハ
史
局
事
業
ノ
繁
閑
ニ
従
ヒ
テ
別
ニ
之
ヲ
定

ム
ル
事

十
一　

�

明
治
天
皇
御
一
代
中
ノ
重
ナ
ル
事
蹟
ヲ
図
画
ニ
表
シ
、

之
ヲ
明
治
天
皇
紀
附
録
ト
ス
ル
事

　

こ
の
「
明
治
天
皇
紀
編
修
綱
領
」
に
よ
り
完
成
へ
向
け
て
の
編
修

上
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
確
立
し
た
と
言
え
る
。「
一
」
で
天
皇
は
国

を
し
て
家
と
す
る
故
に
、
天
皇
紀
は
天
皇
の
言
行
を
記
す
「
伝
記
」

で
あ
る
と
共
に
、
治
世
中
に
起
き
た
大
小
の
事
変
、
国
勢
の
隆
替
を

録
す
「
国
史
」
で
も
あ
る
と
規
定
し
、
そ
の
性
格
を
明
確
に
し
た
こ

と
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「
二
」
の
天
皇
の
英
邁
の
資
は
天
授
で
あ
る
の
で
史
臣
等
が

妄
り
に
論
議
し
な
い
、
天
皇
紀
は
天
皇
の
言
行
を
事
実
の
ま
ま
に
記

述
し
て
粉
飾
し
な
い
と
の
直
書
主
義
も
重
要
で
あ
る
。

　
「
三
」
の
輔
弼
の
百
僚
や
民
間
に
お
い
て
文
明
の
進
歩
に
貢
献
し

た
者
の
事
蹟
を
記
録
す
る
、「
六
」
の
明
治
時
代
の
国
内
形
勢
の
推

移
は
外
勢
の
刺
激
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
天
皇
紀
は
内
政
に
関

連
し
て
外
勢
を
叙
録
し
て
そ
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
し
た

こ
と
は
、「
一
」
の
方
針
と
相
俟
っ
て
天
皇
紀
の
厚
み
を
増
す
こ
と

に
な
る
。

　

な
お
、
は
じ
め
て
明
示
さ
れ
た
天
皇
紀
の
公
刊
、
欧
文
翻
訳
、
附

図
の
制
作
の
う
ち
、
公
刊
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
よ
う
に
天
皇
紀
完

成
後
、
そ
の
た
め
の
委
員
会
が
新
た
に
組
織
さ
れ
て
取
り
組
み
、
翻

訳
（
英
仏
文
）
も
後
述
す
る
よ
う
に
あ
る
時
期
ま
で
試
み
ら
れ
、
附
図

は
二
世
五
姓
田
芳
柳
に
委
嘱
さ
れ
「
明
治
天
皇
紀
」
の
奉
呈
時
、
そ

れ
に
添
え
ら
れ
た（

（（
（

。
そ
う
し
た
点
も
含
め
て
「
明
治
天
皇
紀
編
修
綱

領
」
は
、
天
皇
紀
編
修
の
完
成
へ
向
け
て
よ
り
一
層
力
強
い
舵
取
り

役
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
編
修
上
の
変
化
を
み
せ
た
時
期
に
、
文
明
史

家
と
し
て
夙
に
有
名
で
あ
っ
た
竹
越
與
三
郎
が
臨
時
帝
室
編
修
局
に

入
っ
て
き
た
。
彼
は
、
大
正
九
年
一
月
に
御
用
掛
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、

そ
の
約
一
年
後
の
同
一
〇
年
一
月
、
股
野
琢
に
代
わ
っ
て
第
二
代
編

修
官
長
に
就
任
す
る
。
竹
越
を
伯
父
と
す
る
中
村
哲
氏
は
、
彼
の
入
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局
は
西
園
寺
公
望
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
「
自
由
主
義
的
な
西
園
寺

と
し
て
は
、
三
叉
の
よ
う
な
在
野
の
史
家
に
、
近
代
日
本
の
創
業
期

の
歴
史
を
自
由
な
筆
で
ま
か
せ
よ
う
と
い
う
気
持
ち（

（（
（

」
が
そ
の
意
図

で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
竹
越
は
、
天
皇
紀
の
あ
り
方
に
つ
い
て
股
野
編
修
官
長
と
は

異
な
る
ス
タ
イ
ル
を
追
求
し
た（

（（
（

。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
渡
辺
は
、
以

下
の
よ
う
に
語
る
。
曰
く
、
竹
越
は
「
天
皇
紀
即
国
史
」
で
、「
天

皇
は
国
を
以
て
家
」
と
す
る
が
故
に
、「
天
皇
紀
は
天
皇
の
御
言
行
」

を
伝
え
る
伝
記
で
あ
る
と
共
に
、「
天
皇
の
治
世
中
の
「
大
小
の
事

変
、
国
勢
の
隆
替
を
録
す
る
国
史
」
だ
と
す
る
「
天
皇
紀
観
」
で

あ
っ
た
。
ま
た
「
我
々
は
明
治
史
と
い
ふ
壁
を
塗
」
れ
ば
よ
い
、

「
偉
大
な
明
治
天
皇
は
そ
の
壁
中
に
金
砂
の
ご
と
く
輝
き
、
閃
て
く

る
。
そ
れ
が
即
ち
明
治
天
皇
紀
だ
、
国
史
を
離
れ
た
天
皇
紀
は
考
え

ら
れ
ぬ
」、「
日
本
は
世
界
の
日
本
」
で
あ
る
と
の
「
先
生
一
流
の
文

明
観
」
で
あ
っ
た
。
故
に
竹
越
の
「
天
皇
紀
は
極
め
て
大
規
模
」
で

あ
り
、「
且
世
界
史
的
」
の
た
め
部
下
に
は
翻
訳
助
手
三
名
も
置
い

た
。「
明
治
天
皇
御
降
誕
前
の
国
勢
を
叙
せ
ん
と
し
て
、
仏
国
革
命

か
ら
西
力
東
漸
の
世
界
近
代
史
が
、
概
述
さ
れ
る
と
い
う
風
で
あ
つ

た（
（（
（

」、
と
。

　

そ
し
て
、
竹
越
の
登
場
と
そ
の
明
確
な
編
修
方
針
は
、
編
修
官
達

に
自
信
を
植
え
付
け
た
よ
う
で
、
渡
辺
に
「
先
生
に
よ
つ
て
、
天
皇

紀
は
ど
う
い
ふ
風
に
記
述
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
の
見
通
し
は
つ
い
た
。

ま
あ
編
修
の
基
礎
が
定
ま
つ
た
と
い
は
れ
や
う（

（（
（

」
と
ま
で
言
わ
し
め

て
い
る
。

　

さ
て
、
竹
越
編
修
官
長
を
迎
え
て
一
段
と
編
修
作
業
が
進
展
し
た

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
如
何
。
大
正
七
年
の
「
御
紀
編

修
綱
領
」
に
よ
り
資
料
採
録
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

以
後
、
局
員
の
全
国
で
の
採
集
、
実
歴
者
か
ら
の
聴
取
、
欧
米
人
の

著
書
等
の
渉
猟
等
、「
旁
捜
博
採
」
の
資
料
採
集
が
行
わ
れ
て
い
く
。

こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
採
録
資
料
が
膨
大
と
な
っ
て
い
っ

た
。

　

ま
た
年
表
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
が
作
製
を
完
了
し
た
が
、
第
二

部
と
第
三
部
が
完
了
し
な
い
の
で
、
両
部
は
大
正
九
年
七
月
か
ら
同

一
〇
年
六
月
の
間
、
仮
稿
本
の
作
製
が
中
止
さ
れ
年
表
の
完
成
が
目

指
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
両
部
は
仮
稿
本
の
完
了
は
大
正
一
六
年
と
さ

れ
た
。
ま
た
既
成
の
年
表
一
七
冊
は
、
明
治
天
皇
の
事
蹟
の
概
要
を

通
覧
し
、
資
料
を
採
集
す
る
た
め
に
作
製
し
た
の
で
、
単
に
事
実
の

概
目
を
揚
げ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
事
項
中
、
御
紀

に
掲
記
す
る
重
要
事
項
に
国
政
上
の
重
要
事
項
を
加
え
た
要
目
（
六

冊
）を
作
製
し
て
編
修
の
便
に
供
し
た
。

　

こ
の
年
表
と
要
目
に
よ
り
資
料
蒐
集
の
範
囲
、
採
録
事
項
が
明
確

と
な
り
、
御
紀
に
掲
記
す
る
事
項
は
そ
の
中
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
と

し
、
以
後
要
目
に
掲
げ
た
事
項
を
中
心
と
し
て
必
要
な
資
料
を
蒐
集

し
仮
稿
本
を
作
製
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
年
表
と
要
目
は
、
各
一
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部
が
宮
内
大
臣
へ
提
出
さ
れ
、
ま
た
要
目
は
特
に
金
子
総
裁
よ
り
一

部
を
摂
政
宮
の
台
覧
に
供
さ
れ
、
同
時
に
大
正
九
年
五
月
一
五
日
の

上
奏
の
謄
写
を
併
せ
て
上
ら
せ
た
と
い
う
。

四
　
編
修
の
進
捗
と
編
修
官
長
三
上
参
次
の
就
任

　

そ
し
て
大
正
一
三
年
に
な
る
と
、
御
紀
編
修
の
上
で
大
き
な
変
化

が
生
じ
た
。
従
来
編
修
官
は
編
修
官
補
と
共
に
専
ら
仮
稿
本
の
作
製

に
従
事
し
、
編
修
官
長
は
そ
の
仮
稿
本
に
よ
り
御
紀
を
編
修
し
て
い

た
が
、
こ
れ
で
は
完
成
を
期
し
難
い
の
で
、
大
正
一
三
年
四
月
以
降

は
、
ま
ず
編
修
官
に
重
要
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
資
料
を
蒐
集
さ
せ
、

そ
の
事
実
を
編
年
体
に
記
述
さ
せ
て
編
修
官
長
に
提
出
さ
せ
、
編
修

官
長
は
そ
れ
を
基
に
御
紀
を
編
修
す
る
こ
と
に
改
め
た
。
そ
の
結
果
、

編
修
官
は
編
修
官
補
を
督
し
て
資
料
の
蒐
集
と
前
記
の
記
述
に
従
事

し
、
他
方
蒐
集
資
料
は
仮
綴
し
、
他
日
、
記
述
以
外
の
事
項
に
関
す

る
資
料
を
蒐
集
し
、
同
時
に
こ
れ
を
整
理
し
編
纂
し
て
仮
稿
本
を
作

製
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。
こ
こ
に
編
修
官
が
本
文
執
筆
に
関
わ
る
こ

と
に
な
り
、
以
後
そ
の
役
割
は
一
層
重
み
を
増
し
て
い
く
。
ま
た
御

紀
編
修
も
そ
れ
に
即
応
し
て
本
文
執
筆
を
中
心
に
据
え
て
進
め
ら
れ

て
い
く
。

　

こ
れ
を
受
け
て
竹
越
編
修
官
長
は
、
こ
の
時
安
政
年
間
の
記
述
を

終
え
万
延
か
ら
文
久
年
間
の
記
述
に
着
手
し
て
い
た
。
そ
こ
で
明
治

四
年
ま
で
は
編
修
官
長
が
担
任
し
、
第
一
部
主
任
本
居
編
修
官
は
明

治
五
年
よ
り
、
第
二
部
主
任
渡
辺
編
修
官
は
明
治
一
五
年
よ
り
、
第

三
部
主
任
上
野
編
修
官
は
明
治
三
二
年
よ
り
記
述
を
開
始
す
る
こ
と

に
し
た
。
し
か
し
そ
の
二
年
後
の
大
正
一
五
年
四
月
段
階
の
編
修
の

進
捗
状
況
か
ら
大
正
七
年
に
定
め
ら
れ
た
年
限（
向
こ
う
約
一
〇
ヶ
年
）

ま
で
に
は
到
底
編
修
を
終
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
こ
で
金
子
総
裁
は
、
記
述
の
範
囲
と
編
修
の
方
法
に
多
少

の
変
更
を
加
え
、
な
る
べ
く
速
成
の
方
法
を
追
求
し
て
今
後
五
ヶ
年

（
最
終
年
月
＝
昭
和
六
年
六
月
）
を
期
し
て
編
修
を
終
え
る
こ
と
を
考
慮

し
は
じ
め
た
。

　

丁
度
そ
の
頃
、
大
正
一
五
年
五
月
一
七
日
付
で
竹
越
編
修
官
長
が

更
迭
さ
れ
、
新
た
な
編
修
官
長
と
し
て
三
上
参
次
が
就
任
し
た
。
竹

越
更
迭
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
渡
辺
は
竹
越
の
「
規
模
で
、
書

き
出
し
て
は
、
如
何
に
厖
大
な
天
皇
紀
が
出
来
る
か
、
そ
れ
が
ま
た

何
年
に
な
つ
た
ら
完
成
す
る
か
、
殆
ど
見
通
し
」
が
つ
か
な
い
、

「
こ
れ
は
一
種
の
偉
観
」
で
、
天
皇
の
伝
記
と
し
て
相
応
し
い
が
、

「
実
は
竹
越
先
生
に
し
て
始
め
て
能
く
す
る
こ
と
で
、
我
々
ご
と
き

凡
庸
な
助
手
を
使
役
し
、
定
め
ら
れ
た
年
限
で
は
、
到
底
出
来
」
な

い
、「
故
あ
つ
て
先
生
は
業
半
ば
に
し
て
辞
任
さ
れ
た（

（（
（

」
と
、
彼
の

編
修
方
針
の
あ
り
方
に
関
連
さ
せ
て
原
因
を
に
お
わ
せ
て
い
る
。
渡

辺
は
更
迭
の
理
由
を
明
言
し
な
い
が
、
編
修
を
巡
る
問
題
と
関
連
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
中
村
哲
氏
は
、
竹
越
の
「
明
治
天
皇
紀
稿

本
」
の
内
容
か
ら
し
て
「
政
府
の
好
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
思
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う
」
と
、
彼
の
叙
述
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
の
編
修
官
長
の
交
代
を
う
け
、
金
子
は
さ
き
の
速
成
の
方
法
に

よ
り
編
修
を
進
捗
さ
せ
る
た
め
宮
内
大
臣
一
木
喜
徳
郎
に
稟
議
し
て

承
認
を
得
た
。
新
編
修
官
長
三
上
参
次
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）

年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
と
な
り
、
ま
た
明
治
三
八
年
に

は
史
料
編
纂
掛
事
務
主
任
と
な
り
同
編
纂
掛
の
充
実
・
発
展
に
尽
力

し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
就
任
以
前
に
皇
太
子
に
明
治
天

皇
に
関
す
る
進
講
を
行
っ
て
い
た
人
物
で
も
あ
る（

（（
（

。

　

そ
の
三
上
の
編
修
方
針
に
つ
い
て
渡
辺
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

曰
く
、
三
上
も
股
野
の
よ
う
に
「
天
皇
紀
と
国
史
と
の
区
別
」
を
認

め
る
が
、「
天
皇
の
天
職
は
こ
の
土
地
人
民
を
統
治
」
す
る
と
の
立

前
か
ら
、「
統
治
の
歴
史
」
を
記
す
る
を
主
眼
と
し
、
そ
の
点
か
ら

「
国
史
に
亙
る
こ
と
は
当
然
」
で
あ
る
。
竹
越
の
「
世
界
の
日
本
と

い
ふ
文
明
観
」
も
拒
ま
な
い
が
「
世
界
近
代
史
を
必
要
と
す
る
は
、

た
ゞ
我
が
時
勢
を
説
明
す
る
背
景
」
で
あ
り
な
る
べ
く
簡
明
で
あ
る

こ
と
を
要
す
る
と
の
主
張
で
あ
っ
た
。
ま
た
実
際
の
編
修
は
常
に

「
天
皇
の
伝
記
」
を
記
す
こ
と
を
忘
れ
ず
、「
天
皇
の
言
行
」
や
直
接

関
係
す
る
こ
と
を
可
能
な
限
り
詳
述
す
る
。
そ
の
記
述
の
「
清
廉
の

程
度
は
、
そ
の
事
の
天
皇
へ
の
距
離
に
比
例
す
る
、
天
皇
を
離
れ
、

遠
ざ
か
つ
た
国
史
は
天
皇
紀
」
で
な
い
と
注
意
さ
れ
た
。
三
上
の
方

針
は
「
現
代
史
学
か
ら
見
れ
ば
当
然
」
で
あ
る
が
、
そ
の
就
任
の
頃

か
ら
完
成
期
日
が
確
然
と
予
定
さ
れ
た
の
で
当
然
な
結
果
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

三
上
は
、
御
紀
は
「
統
治
の
歴
史
」
を
主
眼
と
し
（
こ
こ
に
国
史
と

の
関
連
が
成
り
立
つ
）、
か
つ
時
勢
の
背
景
も
必
要
に
応
じ
て
簡
明
に

記
述
し
、
天
皇
を
離
れ
遠
ざ
か
っ
た
国
史
は
天
皇
紀
で
は
な
い
と
す

る
編
修
方
針
を
取
っ
た
。
事
実
三
上
は
新
た
な
方
針
を
踏
ま
え
て
、

大
正
一
五
年
六
月
一
四
日
、
①
「
明
治
天
皇
紀
編
修
綱
領
」
の
各
条

は
な
る
べ
く
狭
義
の
解
釈
を
と
り
、
特
に
第
一
条
・
第
三
条
・
第
六

条
は
最
も
注
意
す
る
、
②
記
述
範
囲
を
縮
小
し
背
景
的
叙
述
を
簡
略

に
し
、
天
皇
の
言
動
・
意
志
を
表
明
す
る
記
述
の
充
実
に
努
め
、
で

き
る
だ
け
速
成
の
方
法
を
講
じ
る
、
③
第
二
条
前
段
の
趣
旨
に
よ
り

御
紀
を
編
修
し
、
後
段
に
い
う
公
刊
す
べ
き
も
の
は
第
二
段
の
事
業

に
譲
る
、
④
記
事
本
末
体
に
つ
い
て
は
大
に
注
意
を
要
し
実
際
に
つ

い
て
は
篤
と
考
慮
す
る
、
⑤
資
料
蒐
集
に
尽
力
す
る
た
め
に
各
部
所

属
の
編
修
官
補
一
人
を
選
び
担
任
さ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
三
編
修

官
補
を
統
轄
す
る
者
を
一
人
置
く
、
⑥
英
仏
文
の
翻
訳
は
当
分
中
止

し
、
そ
の
担
任
者（
＝
嘱
託
加
藤
政
司
郎
）を
編
修
に
従
事
さ
せ
る
、
と

の
方
針
で
編
修
を
進
捗
さ
せ
た
い
と
金
子
総
裁
に
申
し
入
れ
そ
の
承

認
を
得
た
。

　

そ
し
て
、
分
担
年
代
が
旧
の
ま
ま
の
本
居
、
渡
辺
、
上
野
の
三
編

修
官
、
嘉
永
五
年
降
誕
か
ら
明
治
四
年
を
担
当
し
た
本
多
御
用
掛

（
加
藤
嘱
託
は
本
多
の
下
に
属
し
た
）、
大
正
一
五
年
九
月
一
日
付
で
嘱

託
に
就
い
て
明
治
二
七
年
か
ら
同
二
八
年
を
担
当
し
た
伯
爵
大
原
重

明
等
は
、
各
担
当
年
代
の
事
実
を
記
述
し
て
編
修
官
長
に
提
出
し
、
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編
修
官
長
は
そ
れ
を
取
捨
刪
定
し
て
御
紀
を
撰
修
し
、
大
正
二
〇
年

ま
で
に
撰
修
を
結
了
す
る
と
し
た
。

五
　
編
修
の
完
了

　

大
正
一
五
年
九
月
二
一
日
付
で
新
た
な
編
修
功
程
が
定
め
ら
れ
、

さ
ら
に
昭
和
二
年
一
二
月
二
〇
日
付
で
編
修
体
制
が
三
部
制
か
ら
四

部
制
と
な
り
最
終
段
階
の
部
体
制
と
ス
タ
ッ
フ
配
置
の
基
本
が
こ
こ

に
固
ま
っ
た
。
第
一
部
主
任
＝
本
多
御
用
掛
（
自
嘉
永
五
年
御
降
誕
至

明
治
四
年
／
明
治
二
七
年
～
同
二
八
年
担
当
）、
第
二
部
主
任
＝
本
居
編

修
官
（
自
明
治
五
年
至
同
一
四
年
担
当
）、
第
三
部
主
任
＝
渡
辺
編
修
官

（
自
明
治
一
五
年
至
同
三
一
年
担
当
）、
第
四
部
主
任
＝
上
野
編
修
官
（
自

明
治
三
二
年
至
大
正
元
年
御
大
喪
担
当
）。

　

そ
し
て
各
部
が
記
述
し
た
草
案
は
、
ま
ず
本
多
御
用
掛
が
検
閲
し

た
上
で
編
修
官
長
に
提
出
し
、
こ
れ
を
編
修
官
長
が
総
閲
し
取
捨
刪

定
を
加
え
て
仮
に
第
一
稿
本
と
称
し
て
総
裁
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
な
お
昭
和
二
年
六
月
以
降
、
各
部
か
ら
一
名
、
計
四
名
の

編
修
官
補
に
執
務
時
間
外
、
私
宅
で
資
料
を
渉
猟
検
討
さ
せ
予
定
の

進
行
を
図
ら
せ
た
。

　

し
か
し
第
一
稿
本
編
成
の
成
績（

（（
（

は
、
同
四
年
末
現
在
に
お
い
て
当

初
の
予
定
よ
り
遅
れ
気
味
で
、
そ
れ
は
西
南
戦
争
・
宮
城
移
御
・
憲

法
制
定
発
布
・
日
露
戦
争
等
の
関
係
資
料
の
採
取
、「
明
治
天
皇
御

手
許
書
類
」
の
調
査
等
が
影
響
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
金
子
総

裁
は
、
昭
和
五
年
七
月
四
日
、
三
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
期
限
の
昭
和

六
年
六
月
ま
で
に
完
成
す
る
事
が
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
し
、
同
六

年
七
月
か
ら
向
こ
う
三
年
間
の
延
期
を
請
う
上
申
書
を
宮
内
大
臣
一

木
喜
徳
郎
に
提
出
し
た
。

　

そ
の
三
つ
の
理
由
と
は
、
大
正
一
五
年
五
月
に
御
紀
編
修
を
向
こ

う
五
ヶ
年
を
期
し
て
結
了
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
①
明
治
天
皇
の
御

手
許
書
類
は
勿
論
、
新
し
く
蒐
集
し
た
三
条
家
、
木
戸
家
、
大
隈
家
、

山
田
家
、
黒
田（
清
隆
）
家
、
陸
奥
家
等
の
諸
家
文
書
・
記
録
類
、
ま

た
今
後
蒐
集
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
伊
藤
家
、
松
方
家（

（（
（

、
大
山
家
、

井
上（
馨
）家
等
の
諸
家
文
書
・
記
録
類
は
、
御
紀
編
修
を
補
訂
す
る

の
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
、
②
開
局
以
来
御
紀
編
修
の
方
針
に
変
更

が
あ
っ
た
た
め
、
既
成
稿
本
中
約
六
ヶ
年
分
は
旧
方
針
に
よ
り
編
修

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
現
今
の
方
針
で
改
修
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

③
御
紀
は
毎
冊
約
二
百
頁
の
も
の
が
合
計
二
百
余
冊
に
上
る
見
込
み

な
の
で
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
公
刊
す
る
の
は
浩
瀚
に
過
ぎ
る
、
よ
っ

て
公
刊
す
る
も
の
は
御
紀
を
縮
約
し
て
二
三
千
頁
の
も
の
を
編
纂
し

た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

金
子
の
要
請
は
、
経
費
・
公
刊
問
題
等
に
つ
い
て
種
々
検
討
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
結
局
内
蔵
寮
等
の
関
係
部
局
と
の
間
で
、
今
は

向
こ
う
二
年
間
で
修
正
増
補
を
終
え
る
こ
と
（
公
刊
の
件
は
本
事
業
終

了
を
う
け
て
考
慮
す
る
と
さ
れ
た
）を
確
認
し
た
合
議
書
が
同
年
一
〇
月

一
五
日
付
で
宮
内
大
臣
一
木
喜
徳
郎
の
決
裁
を
う
け
た
。
以
後
編
修
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は
二
年
間
を
か
け
て
最
後
の
追
い
込
み
に
入
る
。

　

そ
し
て
同
六
年
六
月
に
は
御
紀
全
体
の
編
修
を
一
応
終
了
し
、
そ

の
後
は
御
紀
全
体
の
修
正
増
補
に
従
事
し
て
補
正
稿
本（
第
二
次
稿
本

等
）
の
編
修
に
力
を
入
れ
た（
（（
（

。
そ
の
結
果
昭
和
八
年
に
至
る
と
御
紀

編
修
は
①
「
明
治
天
皇
紀
」
二
六
〇
巻
（
タ
イ
プ
版
刷
。
献
上
・
宮
内

大
臣
〈
湯
浅
倉
平
〉・
事
務
用
各
一
部
）、
②
「
明
治
天
皇
紀
副
本
」（
ガ
リ

版
刷
。
四
〇
部
／
一
部
一
二
六
〇
冊
）、
③
「
明
治
天
皇
紀
原
稿
」（
一
部

二
六
〇
冊
）、
④
「
資
料
稿
本
」（
一
三
四
四
冊
）、
⑤
「
年
表
稿
本
」（
小

型
・
一
七
冊
）、
⑥
「
御
紀
要
目
」（
六
冊
）、
附
図
一
帙（
全
八
一
面
）等

を
作
成
し
遂
に
完
了
し
た
。

　

昭
和
八
年
九
月
三
〇
日
、
御
学
問
所
に
お
い
て
「
明
治
天
皇
紀
」

奉
呈
式
が
挙
行
さ
れ
る（

（（
（

。
奉
呈
式
の
式
次
第
は
、
ま
ず
宮
内
大
臣
、

臨
時
帝
室
編
修
局
総
裁
、
臨
時
帝
室
編
修
官
長
、
臨
時
帝
室
編
修
官
、

臨
時
帝
室
編
修
局
事
務
官
等
が
天
皇
に
拝
謁
し
、
つ
い
で
宮
内
大
臣

湯
浅
倉
平
及
び
臨
時
帝
室
編
修
局
総
裁
金
子
堅
太
郎
の
上
奏
文
奉
読
、

臨
時
帝
室
編
修
官
長
三
上
参
次
の
御
紀
奉
読
、
鳳
凰
ノ
間
で
の
御
紀

巡
覧
と
続
き
、
そ
の
後
賜
茶
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

金
子
総
裁
の
「
明
治
天
皇
紀
ヲ
進
ル
ノ
表
」
は
、
編
修
綱
領
の
変

遷
を
辿
り
な
が
ら
御
紀
編
修
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
基
調

と
し
、
編
修
の
目
的
、
叙
述
の
あ
り
方
・
姿
勢
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
る
。「
御
紀
タ
ル
ト
同
時
ニ
日
本
帝
国
ノ
歴
史
タ
ル
明
治

天
皇
紀
ヲ
編
修
」
し
、
徒
に
「
君
徳
ヲ
頌
揚
シ
聖
恩
ヲ
謳
歌
」
す
る

に
止
ま
り
、「
事
実
ノ
真
相
ヲ
闡
明
」
し
な
い
の
は
、「
先
帝
ノ
偉
業

ヲ
万
邦
ニ
掩
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
臣
ノ
罪
実
ニ
大
」
で
あ
る
。
且
つ
維
新

か
ら
時
間
も
経
ち
「
国
民
或
ハ
回
天
君
臣
惨
憺
ノ
苦
心
ヲ
忘
レ
テ
忠

義
ノ
気
魄
」
が
薄
く
な
る
憂
い
が
あ
る
時
に
、
御
紀
編
修
は
「
皇
室

ノ
尊
厳
ヲ
発
揮
シ
国
体
ノ
真
髄
ヲ
闡
明
シ
、
忠
君
ノ
精
神
ヲ
涵
養
シ
、

愛
国
ノ
気
節
ヲ
奮
起
セ
シ
メ
、
驕
惰
軽
佻
ノ
俗
之
ニ
由
リ
テ
革
正
セ

ラ
レ
、
勤
倹
質
素
ノ
風
之
ニ
由
リ
テ
奨
励
セ
ラ
レ
、
国
民
ヲ
シ
テ
感

憤
興
起
シ
テ
各
其
ノ
本
分
ヲ
尽
ク
サ
シ
ム
ル
ヲ
期
」
し
た
。

　
「
先
帝
英
明
沈
毅
ノ
資
ハ
実
ニ
天
授
」
で
「
敢
ヘ
テ
臣
等
ノ
論
議

シ
得
ル
所
」
で
な
い
の
で
、「
唯
当
ニ
事
実
ヲ
記
述
シ
テ
区
々
ノ
粉

飾
ヲ
加
」
な
い
こ
と
が
、「
先
帝
蕩
々
ノ
偉
績
ヲ
無
窮
ニ
伝
ヘ
中
外

臣
民
ヲ
シ
テ
其
ノ
盛
徳
ヲ
仰
慕
セ
シ
ム
ル
所
以
」
と
な
る
。
も
し
先

帝
治
世
の
事
実
を
記
し
た
り
記
さ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
「
先
帝

ノ
盛
徳
偉
業
ヲ
取
捨
」
す
る
こ
と
で
、
臣
等
が
妄
り
に
な
す
こ
と
で

は
な
い
の
で
、「
力
メ
テ
粉
飾
ヲ
避
ケ
専
ラ
事
実
ヲ
記
シ
、
之
ニ
由

リ
テ
四
方
万
世
ヲ
シ
テ
先
帝
ノ
神
采
ヲ
仰
瞻
」
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る

と
し
た
、
と
。

　

こ
こ
で
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
明
治
天
皇
紀
」
は
、

粉
飾
を
排
し
飽
く
ま
で
も
事
実
を
追
求
す
る
編
修
を
貫
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
な
お
臨
時
帝
室
編
修
局
は
、
こ
の
奉
呈
の
日
に
廃

局
さ
れ
た（

（（
（

。
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六
　
採
録
資
料

　

と
こ
ろ
で
「
明
治
天
皇
紀
」
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
史
料
に

よ
り
編
修
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
を
中
心
と

し
て
い
た
。
な
お
、
貴
重
な
原
本
も
あ
る
も
の
の
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

写
で
あ
る
。

　

①�

御
紀
編
修
の
た
め
の
基
軸
史
料
で
、
天
皇
の
日
々
の
動
静
の
基

本
が
ほ
ぼ
全
生
涯
に
渉
っ
て
知
れ
る
侍
従
日
録
で
あ
る
。

　

②�

供
御
日
録
・
儀
式
祭
典
録
・
謁
見
録
・
幸
啓
録
・
恩
賜
録
・
宣

召
録
・
例
規
録
等
、
宮
内
省
の
厖
大
な
量
の
公
文
書
類
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
公
文
書
類
に
よ
り
儀
式
や
祭
典
、
謁
見
、
行
幸
、
任

免
等
の
具
体
的
な
情
報
が
把
握
で
き
る
。

　

③�

太
政
官
・
内
閣
の
太
政
類
典
・
公
文
録
・
公
文
類
聚
等
や
官
報
、

外
務
省
・
大
蔵
省
等
中
央
省
庁
及
び
各
府
県
地
方
政
庁
等
の
公

文
書
等
で
あ
る
。
こ
れ
も
同
じ
く
厖
大
な
量
に
上
る
。

　

④�

「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
大
臣
府
が
所

蔵
し
て
い
た
の
で
内
大
臣
府
文
書
と
も
い
う
。
こ
の
「
明
治
天

皇
御
手
許
書
類
」
の
調
査
は
、
大
正
九
年
～
同
一
〇
年
に
か
け

て
そ
の
一
部
が
調
査
さ
れ
た
が
そ
の
時
の
調
査
は
中
途
半
端
な

も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
調
査
し
た
の
は
、
臨
時
明
治
天
皇
御

手
許
書
類
取
調
掛
で
あ
る
。
同
取
調
掛
は
、
昭
和
四
年
六
月
一

七
日
、
内
大
臣
府
の
中
に
設
置
さ
れ（

（（
（

、
宮
内
大
臣
口
達
を
以
っ

て
三
上
編
修
官
長
＝
取
調
顧
問
、
本
多
御
用
掛
、
渡
辺
、
上
野
、

本
居
の
三
編
修
官
＝
取
調
員
、
沢
辺
、
布
施
、
松
本
、
深
谷
の

四
編
修
官
補
＝
同
補
助
が
調
査
に
従
事
し
た
。
調
査
は
、
翌
昭

和
五
年
二
月
末
日
に
至
り
漸
く
完
了
。
そ
し
て
同
年
五
月
一
六

日
に
は
天
覧
及
び
台
覧
に
供
さ
れ
た
。
深
谷
博
治
は
、「
明
治

天
皇
紀
」
の
本
格
的
な
執
筆
は
「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の

調
査
と
平
行
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
発
言
の
意
味
が

那
辺
に
あ
る
か
は
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、「
明
治
天
皇

御
手
許
書
類
」
が
持
つ
重
要
な
意
味
は
充
分
伝
え
て
い
る
。

　

⑤�

各
皇
族
を
は
じ
め
、
岩
倉
家
・
三
条
家
・
大
久
保
家
・
木
戸

家
・
伊
藤
家
・
井
上
家
・
山
県
家
等
の
諸
家
所
蔵
に
な
る
文

書
・
記
録
類
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
史
料
蒐

集
で
、
御
紀
の
内
容
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
た
。

　

⑥�

侍
従
等
の
側
近
奉
仕
者
の
談
話
記
録
で
あ
る
。
こ
の
談
話
か
ら

は
文
書
か
ら
は
中
々
伝
わ
り
難
い
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
主
な

人
名
を
上
げ
る
。

子
爵
栗
野
慎
一
郎�

御
歌
所

寄
人

千
葉
胤
明�

子
爵
石
黒
忠
悳

陸
軍

中
将
大
島
健
一�

男
爵
西
五
辻
文
仲�

陸
軍

中
将
長
岡
外
史

元
宮
内

書
記
官
栗
原
広
太�

元
侍
医
鈴
木
愛
之�

元
侍
従

職
勤
務
石
山
基
陽

宮

中

顧
問
官
長
崎
省
吾�

明
治
天
皇
側

近
奉
仕
者
慈
光
寺
仲
敏�

宮
中
顧
問
官

海
軍
中
将
川
島
令
次
郎

子
爵
海

軍
中
将
小
笠
原
長
生�

元
侍
従
武
官

海
軍
大
将
有
馬
良
橘�

元
侍
従
武
官

海
軍
中
将
松
村
龍
雄

元
侍
従

男
爵

沢
宣
元�

元
侍
従
職

出
仕
子
爵
藪
篤
麿�

元
侍
従
武
官

陸
軍
中
将

白
井
二
郎
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元
侍
従
武
官

海
軍
中
将
高
橋
義
章�

元
侍
従
武
官

海
軍
中
将
関
野
謙
吉�

元
侍
従

子
爵

日
野
西
資
博

御
歌
所

寄
人

阪
正
臣�

元
侍
従
武
官

陸
軍
少
将
男
爵
上
田
兵
吉�

元
内
豎
陸
軍

少
将
伯
爵
壬
生
基
義

枢
密
顧
問
官

海
軍
大
将
子
爵
齋
藤
実�

元
侍
従
職

出
仕
子
爵
園
池
公
致

　

⑦�

維
新
史
料
編
纂
会
が
蒐
集
・
所
蔵
し
て
い
た
史
料
で
あ
る
。
こ

れ
は
既
述
し
た
「
協
定
」
や
「
覚
」
に
よ
り
借
用
・
採
録
等
の

便
宜
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
効
率
よ
く
資
料
蒐
集
が
で
き
、

編
修
の
効
率
性
と
い
う
点
で
か
な
り
の
実
績
が
あ
っ
た
。

　

⑧
市
町
村
史
・
誌
、
民
間
の
団
体
史
・
誌
、
新
聞
等
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
採
録
状
況
を
知
る
に
つ
け
て
も
「
明
治
天
皇
紀
」
が
如

何
に
幅
広
い
、
ま
た
奥
深
い
史
料
的
裏
付
け
に
基
づ
い
て
編
修
さ
れ

て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
本
稿
の【
史
料
編
】

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
本
稿
の
主
目
的
で
あ
る
「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
の
た
め
に

採
録
さ
れ
た
史
料
の
価
値
に
つ
い
て
少
し
視
点
を
変
え
て
述
べ
て
み

た
い
。

　

多
く
の
読
者
は
、
す
で
に
気
付
か
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
史
料
群
は
単
に
「
明
治
天
皇
紀
」
の
編
修
と
い
う
枠
組
み

に
は
収
ま
ら
な
い
。
世
界
の
中
の
日
本
、
即
ち
万
国
対
峙
の
世
界
に

お
い
て
い
か
に
日
本
の
独
立
を
実
現
す
る
か
と
い
う
大
き
な
国
家
構

想
を
い
だ
い
て
構
築
さ
れ
た
明
治
と
い
う
時
代
の
歴
史
そ
の
も
の
を

明
ら
か
に
す
る
上
で
も
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
採
録
さ
れ

た
資
料
の
全
体
を
知
る
に
つ
け
て
も
、
臨
時
帝
室
編
修
局
員
の
歴
史

を
凝
視
す
る
眼
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
採
録
さ
れ
た
資
料
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
写
で

あ
る
が
、
現
在
、
所
在
不
明
の
も
の
が
か
な
り
あ
り
、
ま
た
公
開
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
或
い
は
中
に
は
震
災
・
戦
災
、
社
会
構

造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
た
と
え
写
で
あ
っ
て
も
貴
重
な
史
料
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

史
料
は
、
歴
史
研
究
上
の
問
題
意
識
や
分
析
手
法
の
違
い
に
よ
り

そ
の
相
貌
を
変
え
る
厄
介
な
面
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
こ

そ
が
史
料
と
格
闘
す
る
醍
醐
味
と
も
言
え
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
第

二
代
編
修
官
長
竹
越
與
三
郎
は
、
明
治
史
に
お
け
る
明
治
天
皇
の
治

政
は
、
明
治
と
い
う
時
代
を
正
し
く
描
け
ば
自
ず
と
浮
か
び
上
が
る

と
の
考
え
を
持
し
て
い
た
と
い
う
。
竹
越
の
面
目
躍
如
と
い
う
べ
き

か
。
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
が
各
研
究
分
野
の
研
究
者
達
に
よ
り
多

角
的
に
分
析
さ
れ
、
新
た
な
明
治
天
皇
像
、
さ
ら
に
は
明
治
史
像
が

語
ら
れ
る
素
材
と
な
れ
ば
と
強
く
願
っ
て
止
ま
な
い
。

　

な
お
、
以
前
か
ら
「
明
治
天
皇
紀
」
の
各
記
事
で
用
い
ら
れ
て
い

る
典
拠
史
料
全
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
明
治
天
皇
紀
」
の
各
記
事
が
ど
の
よ
う
な
史
料
を
土
台
に
し
て
記

述
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
総
合
的
に
分
析
す
る
基
盤
を
確
立
す
る
上
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で
必
須
の
作
業
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
何
分
に
も

一
個
人
で
行
っ
て
い
る
作
業
で
あ
る
た
め
、
完
成
の
見
通
し
が
立
た

な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
鋭
意
努
力
し
て
完
成
を
期
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
註（（

）　

臨
時
帝
室
編
修
局
廃
局
後
、「
明
治
天
皇
紀
」
の
内
容
を
凝
縮
し

て
公
刊
す
る
た
め
に
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
編
修
委
員
会
が
組
織
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
群
に
は
同
委
員
会
が

採
録
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
臨
時
帝
室
編
修
局
廃

局
後
の
昭
和
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
編
修
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、「
明
治
天
皇
紀
」
を
基
に
そ
の
内
容
を
縮
約
し
、

且
つ
編
年
体
で
は
な
く
編
章
を
立
て
た
紀
事
本
末
体
と
す
る
公
刊

御
紀
の
刊
行
が
目
指
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
戦
争
勃
発
と

激
化
に
よ
り
業
務
遂
行
が
困
難
と
な
り
、
戦
後
、
宮
内
省
の
組
織

改
編
に
よ
り
業
務
も
中
止
と
な
っ
た
。
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
編
修

委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
』

の
編
修
に
つ
い
て
―
特
に
編
纂
長
三
上
参
次
の
時
期
を
中
心
と
し
て

―
（
上
）・（
下
）」（『
大
倉
山
論
集
』
第
五
四
輯
・
第
五
五
輯
、

二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
）を
参
照
。

（
（
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
は
、
一
部
原
史
料
の
蒐
集
を
行
い
、
ま
た
寄
贈

も
受
け
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
宮
内
省
の
公
文
書
類
を
は
じ
め
、

外
部
の
史
料
原
蔵
者
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
借
用
し
た
も
の

を
採
録
す
る
と
い
う
方
法
を
基
本
と
し
た
。

（
（
）　
「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
書

の
「『
明
治
天
皇
御
手
許
文
書
』
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
（
）　

本
稿
で
は
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
／
臨
時
帝
室
編
修
局
「
編
修
事
業

録
」
二（
識
別
番
号

－

識
別
枝
番
：（（（（（

－（

）所
収
「
明
治
天
皇

紀
編
修
事
業
経
過
概
略　

昭
和
二
年
七
月
調
査
」（
但
し
内
容
は
昭

和
五
年
ま
で
記
述
）
か
ら
の
引
用
は
、
そ
の
頻
度
が
高
い
の
で
表

示
の
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
い
ち
い
ち
表
示
し
な
い
。
な
お
、
本
稿

で
は
史
料
の
引
用
に
際
し
一
部
句
読
点
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
5
）　
『
官
報
』
大
正
三
年
一
二
月
一
日
付
。

（
（
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
に
よ
る
「
明
治
天
皇
紀
」
の
編
修
に
関
す
る
詳

し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料
「
明

治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』
に
つ
い
て
―
「
明
治
天
皇
紀
」
編

修
と
関
連
さ
せ
て
―
」（『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料
「
明
治
天
皇
紀
」

談
話
記
録
集
成
』
第
九
巻
〈
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
〉）、
同

「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
と
金
子
堅
太
郎
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
六
一

号
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
作
成
に
際
し
右
論
稿

の
成
果
を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
7
）　
「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
に
従
事
し
た
渡
辺
幾
治
郎
（
一
八
七
七
～
一

九
六
〇
）に
よ
る
と
、
臨
時
編
修
局
の
創
設
は
池
辺
義
象（
一
八
六

一
～
一
九
二
三
）
の
建
議
に
よ
る
も
の
で
、
彼
は
編
修
長
の
予
定

で
あ
っ
た
と
い
う
（
同
『
明
治
史
研
究
』〈
楽
浪
書
院
、
一
九
三
四

年
〉、
三
七
〇
頁
）。
池
辺
は
、
こ
れ
以
前
に
宮
内
省
図
書
寮
出
仕
、

同
図
書
属
等
を
勤
め
た
人
物
で
、「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
開
始
以
前
、

宮
内
省
図
書
寮
編
修
課
で
行
わ
れ
て
い
た
「
明
治
天
皇
実
録
」
の

編
修
に
従
事
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
注（
（
）の
文
献
を
参
照
。
ま

た
渡
辺
は
、「
明
治
天
皇
紀
編
修
二
十
年
」（
同
書
所
収
）を
書
き
残

し
て
お
り
、
編
修
の
現
場
を
知
る
上
で
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
な

お
庁
舎
は
最
初
、
赤
坂
霊
南
坂
宮
内
大
臣
官
舎
付
属
建
物
、
大
正

八
年
九
月
以
降
は
麹
町
区
永
田
町
の
旧
学
習
院
女
子
部
幼
稚
園
の
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建
物
を
修
理
・
増
築
し
て
使
用
し
た
。

（
（
）　

な
お
、
臨
時
編
修
局
に
よ
る
「
明
治
天
皇
紀
」
の
編
修
以
前
、
宮

内
省
で
天
皇
の
伝
記
編
修
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
拙
稿
「
宮
内
省
に
お
け
る

『
明
治
天
皇
実
録
』」
の
編
修
に
つ
い
て
―
『
明
治
天
皇
紀
』
と
の
関

連
に
着
目
し
て
―
」（『
中
央
史
学
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
を

参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
（
）　

現
在
、
改
称
の
理
由
を
説
明
す
る
史
料
に
接
し
て
い
な
い
が
、
も

し
か
す
る
と
改
称
直
前
の
大
正
五
年
一
〇
月
二
三
日
付
・
宮
内
省

令
第
八
号
で
明
治
天
皇
の
御
製
編
纂
の
た
め
宮
内
省
御
歌
所
内
に

臨
時
編
纂
部
が
設
置
さ
れ
た
の
で
、
混
同
を
避
け
る
意
味
か
ら
な

さ
れ
た
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
臨
時
編

纂
部
は
、
大
正
八
年
に
『
明
治
天
皇
御
集
』（
上
・
中
・
下
）
を
編

纂
し
、
同
一
〇
年
一
二
月
二
九
日
付
・
宮
内
省
令
第
一
九
号
に
よ

り
廃
止
。
な
お
、
臨
時
編
纂
部
に
つ
い
て
は
、
明
治
天
皇
御
集
委

員
会
編
『
新
輯�

明
治
天
皇
御
集
』
上
・
下
（
明
治
神
宮
、
一
九
六

四
年
）、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
・
明
治
神
宮
編
集
『
宮
内
庁
宮

内
公
文
書
館
・
明
治
神
宮
共
催
展
示
図
録　

宮
中
の
和
歌
―
明
治

天
皇
の
時
代
―
』（
明
治
神
宮
、
二
〇
一
四
年
）な
ど
を
参
照
。

（
（0
）　

金
子
堅
太
郎（
一
八
五
三
～
一
九
一
七
）に
つ
い
て
は
、
髙
瀬
暢
彦

氏
が
本
格
的
な
研
究
を
行
い
、
編
著
『
金
子
堅
太
郎
研
究
』
第

一
・
二
集
（
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
・
二
〇

〇
二
年
）
を
は
じ
め
多
く
の
成
果
を
発
表
し
て
い
る
の
で
参
照
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
評
伝
と
し
て
松
村
正
義
氏
『
金
子
堅
太
郎　

槍
を
立
て
て
登
城
す
る
人
物
に
な
る
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

一
四
年
）
が
あ
る
。
最
近
の
成
果
と
し
て
酒
井
一
臣
『
金
子
堅
太

郎
と
近
代
日
本�

国
際
主
義
と
国
家
主
義
』（
昭
和
堂
、
二
〇
二
〇

年
）が
あ
る
。

（
（（
）　

藤
波
言
忠（
一
八
五
三
～
一
九
二
六
）は
、
な
が
く
明
治
天
皇
の
侍

従
を
務
め
た
人
物
で
、
御
用
掛
、
つ
い
で
副
総
裁
に
就
く
。
渡
辺

は
、
特
に
岩
倉
文
書
を
挙
げ
て
藤
波
が
資
料
蒐
集
に
お
い
て
熱

心
・
大
規
模
・
徹
底
的
で
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
編
修
局
の
大
組
織

化
に
尽
力
し
た
と
彼
の
功
労
を
高
く
評
価
し
て
い
る
（
前
掲
『
明

治
史
研
究
』、
三
七
一
頁
）。
な
お
藤
波
に
つ
い
て
は
、
柴
田
紳
一

「
藤
波
言
忠
伝
」（
藤
波
家
文
書
研
究
会
編
『
大
中
臣
祭
主　

藤
波

家
の
歴
史
』〈
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
〉所
収
）を
参
照
。

（
（（
）　

竹
越
與
三
郎（
一
八
六
五
～
一
九
五
〇
）の
御
紀
執
筆
の
具
体
像
に

つ
い
て
は
髙
坂
盛
彦
『
あ
る
明
治
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
記
録�

孤
高

の
戦
闘
者�

竹
越
與
三
郎
伝
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を

参
照
。

（
（（
）　

三
上
参
次（
一
八
六
五
～
一
九
三
九
）に
つ
い
て
は
、
同
『
明
治
時

代
の
歴
史
学
界�

三
上
参
次
懐
旧
録
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一

年
）を
参
照
。

（
（（
）　

こ
の
天
皇
実
録
と
い
う
用
語
か
ら
こ
の
段
階
の
編
修
の
考
え
方
が

一
部
理
解
さ
れ
る
。

（
（5
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
維
新
史
料
編
纂
会
と
臨
時
編
修
局
と
の
合
併
問
題
と
協
定

書
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
―
特
に
井
上
馨
と
金
子
堅
太
郎
の
動
向
を

中
心
と
し
て
―
」（『
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
六

集
、
二
〇
〇
五
年
）、
及
び
同
「『
臨
時
帝
室
編
修
局
』
と
『
維
新

史
料
編
纂
会
』」（「
臨
時
帝
室
編
修
局
」
と
「
維
新
史
料
編
纂
会
」

〈『
古
文
書
研
究
』
第
五
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
な
お
実

現
は
し
な
か
っ
た
が
、
維
新
史
料
編
纂
会
総
裁
で
臨
時
編
修
局
顧

問
で
あ
る
井
上
馨
は
両
者
の
合
併
を
も
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
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は
「
協
定
」
の
意
味
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。

（
（（
）　

前
掲
『
明
治
史
研
究
』、
三
七
二
頁
。
な
お
、
渡
辺
の
歴
史
家
と

し
て
の
業
績
、
及
び
「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
上
の
役
割
と
実
績
に

つ
い
て
は
拙
稿
「
歴
史
家
渡
辺
幾
治
郎
に
つ
い
て
―
「
明
治
天
皇

紀
」
編
修
と
の
関
連
か
ら
―
」（
堀
口
修
監
修
・
編
集
／
渡
辺
幾
治
郎

著
『
明
治
天
皇
関
係
文
献
集
』〈
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
三
年
〉
第

一
一
巻
）を
参
照
。

（
（7
）　

金
子
の
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
へ
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
宮
内
公
文
書

館
所
蔵
「
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
書
翰
」（
識
別
番
号

－（7（（5

）に
よ
り

そ
の
経
緯
の
一
部
が
知
れ
る
。

（
（（
）　

前
掲
『
明
治
史
研
究
』、
三
七
二
頁
～
三
七
三
頁
。

（
（（
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
／
臨
時
帝
室
編
修
局
「
例
規
録
」
四
（
識
別

番
号

－（（（7（
－（

）
所
収
「
明
治
天
皇
紀
撰
修
事
業
経
過
概
略
」、

及
び
「
編
修
事
業
録
」
一
（
識
別
番
号

－
識
別
枝
番
：（（（（（

－（

）

所
収
「
編
修
事
業
概
要
原
稿
」
は
、
藤
波
の
建
議
を
「
大
正
五
年

十
二
月
」
と
記
す
。
な
お
、
前
掲
「
明
治
天
皇
紀
編
修
事
業
経
過

概
略　

昭
和
二
年
七
月
調
査
」
で
は
藤
波
の
建
議
を
大
正
七
年
の

と
こ
ろ
で
触
れ
て
い
る
が
、
時
期
は
明
示
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て

建
議
の
正
確
な
時
期
に
つ
い
て
は
、
建
議
原
本
の
調
査
も
含
め
て

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
（0
）　

金
子
は
「
明
治
天
皇
紀
編
修
綱
領
」
を
松
方
に
提
示
し
て
検
討
を

依
頼
し
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
松
方
正

義
関
係
文
書
」
七
二
ー
四
」）。

（
（（
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
／
臨
時
帝
室
編
修
局
「
編
修
事
業
録
」
三（
識

別
番
号

－

識
別
枝
番
：（（（（（

－（

）。

（
（（
）　

同
右
。
な
お
、
史
料
に
よ
り
字
句
が
若
干
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で（　

）内
に
記
し
た
。

（
（（
）　

附
図
の
制
作
経
緯
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
米
田
雄
介
「
明
治

天
皇
紀
附
図
と
二
世
五
姓
田
芳
柳
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
四
二
号
）、

明
治
神
宮
監
修
・
米
田
雄
介
編
『
明
治
天
皇
百
年
祭
記
念�

明
治

天
皇
と
そ
の
時
代
『
明
治
天
皇
紀
附
図
』
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）、
明
治
神
宮
監
修
・
米
田
雄
介
解
説
『
明
治
天
皇

紀
附
図
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）に
詳
し
い
。

（
（（
）　

中
村
哲
「
三
叉
追
想
」（
同
『
わ
が
学
芸
の
先
人
た
ち
』〈
法
政
大
学

出
版
局
、
一
九
七
八
年
〉
所
収
）。
な
お
西
園
寺
と
竹
越
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
同
「
西
園
寺
陶
庵
と
竹
越
三
叉
」
を
参
照
。

（
（5
）　

中
村
は
、
竹
越
の
稿
本
と
「
明
治
天
皇
紀
」
を
比
較
し
て
「
そ
の

内
容
は
全
く
違
う
も
の
で
三
叉
の
執
筆
し
た
も
の
は
、
さ
な
が
ら

彼
の
『
二
千
五
百
年
史
』
の
近
代
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
」

（
前
掲
「
三
叉
追
想
」）
と
の
感
を
持
し
た
と
い
う
。
な
お
、
竹
越

の
編
修
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
明
治
天
皇
紀
』
編
修
と

竹
越
與
三
郎
」（『
鴨
台
史
学
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
二
年
）を
参
照
。

（
（（
）　

前
掲
『
明
治
史
研
究
』、
三
七
三
～
三
七
四
頁
。

（
（7
）　

前
掲
『
明
治
史
研
究
』、
三
七
四
頁
。

（
（（
）　

大
正
一
三
年
三
月
一
九
日
開
催
「
編
修
会
議
録
」（
前
掲
「
編
修
事

業
録
」
一〈
識
別
番
号

－

識
別
枝
番
：（（（（（

－（

〉所
収
）。

（
（（
）　

前
掲
『
明
治
史
研
究
』、
三
七
四
頁
。

（
（0
）　

前
掲
「
三
叉
追
想
」。

（
（（
）　

三
上
の
進
講
は
、
高
橋
勝
浩
「
三
上
参
次
の
進
講
と
昭
和
天
皇

―
明
治
天
皇
の
聖
徳
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀

要
』
復
刊
第
一
五
号
）、
同
「
三
上
参
次
『
進
講
案
』」（『
国
學
院

大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
三
号
）、
柴
田
紳
一
「
三
上

参
次
博
士
逸
事
考
」（『
国
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第



20明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 57 号〕令和 （年 （（ 月

七
六
号
）
等
に
詳
し
い
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
三
上
の
進
講
が
明

治
天
皇
の
事
蹟
を
知
る
（
高
橋
氏
は
こ
れ
を
「
御
紀
編
修
の
中
間

報
告
」
と
規
定
）
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
立
憲
君
主
と
し
て
の
帝

王
学
教
育
の
一
環
を
担
う
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　

前
掲
『
明
治
史
研
究
』、
三
七
四
頁
～
三
七
五
頁
。

（
（（
）　

金
子
総
裁
は
、
昭
和
三
年
一
二
月
二
七
日
の
参
内
の
際
、
こ
の
時

点
で
の
成
績
を
天
皇
に
奏
上
し
た
と
い
う
。

（
（（
）　

昭
和
五
年
七
月
と
同
九
月
の
二
度
、
臨
時
帝
室
編
修
局
が
松
方
正

義
関
係
の
史
料
を
借
用
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
大
久
保
達
正

監
修
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
一
三
巻
〈
一
九
九
二
年
、
大
東

文
化
大
学
東
洋
研
究
所
〉、
三
四
八
頁
～
三
七
七
頁
）。

（
（5
）　

深
谷
博
治（
一
九
〇
三
～
一
九
七
五
）が
編
修
し
た
『
写
真
図
説
明

治
天
皇
』（
講
談
社
、
一
九
六
八
年
）
六
八
頁
～
六
九
頁
に
、
彼
が

提
供
し
た
「
明
治
天
皇
紀
」
草
稿
の
一
部
（
明
治
二
七
年
八
月
一

一
日
の
宣
戦
奉
告
祭
の
部
分
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

三
上
編
修
官
長
が
朱
筆
、
金
子
総
裁
が
墨
筆
で
修
正
を
加
え
て
い

る
。
こ
れ
は
御
紀
編
修
の
姿
を
具
体
的
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で

あ
る
。
但
し
ど
の
段
階
の
草
稿
か
は
不
明
。

（
（（
）　

奉
呈
式
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
編
修
事
業
録
」
三�
所
収

の
「
明
治
天
皇
紀
ヲ
進
ル
ノ
表
（
昭
和
八
年
九
月
三
十
日
）」
に

拠
っ
た
。

（
（7
）　

但
し
こ
の
方
針
と
は
別
に
、「
明
治
天
皇
紀
」
を
利
用
す
る
際
に

史
料
批
判
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
歴
史
学
の
立
場
か
ら

し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
（（
）　

廃
局
後
、
残
務
整
理
員
（
元
臨
時
帝
室
編
修
官
長
三
上
参
次
以
下

一
〇
名
）
に
よ
り
摘
要
目
次
と
索
引
の
作
成
、「
資
料
稿
本
」
の
整

理
作
業
が
行
わ
れ
る
。

（
（（
）　

内
大
臣
秘
書
官
長
岡
部
長
景
に
よ
る
と
昭
和
四
年
六
月
二
〇
日
に

初
会
合
が
開
催
さ
れ
、
調
査
は
同
五
年
の
二
月
末
で
は
な
く
四
月

末
に
完
了
し
た
と
い
う
（
社
団
法
人
尚
友
倶
楽
部
編
『
岡
部
長
景

日
記
』〈
同
倶
楽
部
、
一
九
九
三
年
〉）。
ま
た
同
四
年
六
月
二
五
日

付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、「
明
治
大
帝
を
偲
ぶ
」
と
題
し
て
調

査
開
始
を
伝
え
、
同
五
年
五
月
一
七
日
付
「
天
覧
に
供
へ
た
大
帝

の
御
手
許
書
」
で
天
覧
と
同
書
類
の
図
書
寮
保
存
を
伝
え
て
い
る
。

同
文
書
の
一
部
は
、
戦
後
、
国
立
国
会
図
書
館
支
部
宮
内
庁
図
書

館
発
行
『
収
書
目
録
』
第
一
号
（
昭
和
二
五
年
）、
及
び
内
容
の
一

部
が
変
更
さ
れ
た
同
『
収
書
目
録
』
改
訂
第
一
号
（
昭
和
二
六
年
）

の
「
明
治
憲
政
資
料
目
録
（
当
該
箇
所
で
は
「
明
治
憲
政
史
料
Ⅰ　

公
文
書
」）」
中
に
書
誌
情
報
が
掲
記
さ
れ
た
。「
Ⅰ
」
と
あ
る
の

で
以
後
も
刊
行
を
予
定
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
刊
行
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
現
在
、
同
書
類
は
、
宮
内
公
文
書

館
か
ら
順
次
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
軍
事
関
係
の
一
部
が
昭
和
三
四
年
、
宮
内
庁
か
ら
防
衛

庁
へ
移
管
さ
れ
、
現
在
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン

タ
ー
・
史
料
閲
覧
室
で
陸
軍
関
係
は
「
千
代
田
史
料
」、
海
軍
関

係
は
「
千
代
田
」
と
分
類
さ
れ
て
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲

『「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の
基
礎
的
研
究
』
を
参
照
。

（
（0
）　

前
掲
「
座
談
会　

維
新
史
研
究
の
歩
み　

第
六
回　

―
明
治
憲
政

史
を
中
心
と
し
て
―
」。
な
お
深
谷
は
、
こ
の
座
談
会
で
「
明
治
天

皇
御
手
許
書
類
」
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
し
て
い
る
。

（
（（
）　

な
お
、
こ
の
「
明
―
番
号
」
の
史
料
の
中
に
は
公
刊
明
治
天
皇
御

紀
編
修
委
員
会
時
代
に
採
録
蒐
集
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
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（
（（
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
部
体
制
を
取
っ
た
た
め
、

各
部
ご
と
に
採
録
資
料
を
配
し
た
た
め
同
一
の
も
の
が
複
数
存
在

し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
会
員
）

【
史
料
編
】

凡　

例

一　

�「
史
料
①
」
は
、
宮
内
公
文
書
館
で
検
索（「
分
類
検
索
」
→
「
編
修
局
・

編
修
委
員
会
」）
し
た
「
明
―
（
番
号
）」
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ

り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
な
お
、『
和
漢
図
書
分
類
目
録　

増
加
一
』

（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
六
八
年
）、
及
び
『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
五
号

（
一
九
七
四
年
）、
第
三
一
号
（
一
九
七
九
年
）、
第
三
三
号
（
一
九
八
一

年
）、
第
五
一
号
（
一
九
九
九
年
）、
第
五
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
の
「
彙

報
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
書
誌
情
報
も
適
宜
参
照
し
た
。

二　

�「
史
料
①
」
中
の
各
史
料
の
ほ
と
ん
ど
に
は
「
臨
時
帝
室
編
修
局
蔵
」

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
た
め
煩
瑣
を
避
け
る
意
味
か
ら
一
々
記
さ
な
か
っ

た
。
そ
し
て
「
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
編
修
委
員
会
」
印
が
捺
さ
れ
い
る

史
料
は
「
※
」
を
記
し
、「
臨
時
編
修
局
」
そ
の
他
の
印
は
そ
の
ま
ま

記
し
た
。

三　

�「
史
料
②
」
は
、
同
じ
く
宮
内
公
文
書
館
で
検
索
し
た
右
の
①
以
外
の

臨
時
帝
室
編
修
局
・
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
編
修
委
員
会
の
も
の
に
よ
り

作
成
し
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。

四　

�

①
と
②
の
史
料
の
冊
数
は
、
識
別
番
号
ご
と
に
一
冊
。
ま
た
、
分
冊
さ

れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
書
誌
情
報
が
全
く
同
じ
場
合
、
識
別
番
号
を

纏
め
て
表
記
し
た
。
そ
の
場
合
、
識
別
番
号
が
前
後
す
る
も
の
も
あ
る
。

五　
�

表
記
は
常
用
漢
字
を
基
本
と
し
、
ま
た
表
記
の
統
一
な
ど
を
は
か
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、〔　

〕内
は
、
作
成
者
に
よ
る
も
の
。

六　

�
①
と
②
の
デ
ー
タ
は
、
あ
く
ま
で
も
作
成
者
の
基
準
に
よ
り
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
宮
内
公
文
書
館
で
閲
覧
す
る
場
合
、
閲
覧
申
請
書
の
記

載
は
、
同
文
書
館
で
検
索
し
た
結
果
通
り
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
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　史料①
識別番号 函 号 資　料　名 注　記 作成年・形態・蔵書印など
（（00（～
（（005

明 （ 池野忠吉所蔵文書　（～（止　
川上操六宛諸家書翰

昭和（（年5月（（日タイ
プ印書　※

（（00（ 明 （ 池野忠吉所蔵文書　三条実美
（岩倉具視宛）　岩倉具視（青
木貞三宛）

大正（5年7月写（荻田元
治郎）

（（007 明 （ 井上候書簡　金子堅太郎宛（（
通・明治（（年）　伊藤公書翰
（明治（（年（0月）

小池靖一所蔵　 大正・明治

（（00（ 明 （ 伊藤博文書翰　山県有朋書翰　
黒田清隆宛合綴　明治（（年他

平賀敏所蔵　 昭和（年

（（00（ 明 5 伊藤博文書翰　岩倉具視宛　 （通　久須美秀三郎所蔵 大正（（年（0月写　
（（0（0 明 （ 伊藤博文書翰　梅子夫人宛 昭和（（年5月（（日タイ

プ印刷　※
（（0（（ 明 7 伊藤公草稿 伊藤博文記　伊藤博邦所蔵 大正7年　
（（0（（・
（（0（（

明 （ 伊藤公雑纂　（　乾・坤 昭和（年写・タイプ印
書・筆写

（（0（（ 明 （ 伊藤公雑纂　（ 昭和（年写・タイプ印
書・筆写

（（0（5～
（（0（7

明 （ 伊藤公爵家文書　（～（ 昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（　西園寺
公望書簡

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　5　松方正
義書簡　（

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（0 明 （ 伊藤公爵家文書　（　松方正
義書簡　（（続）

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　7　松方正
義　（

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（　後藤象
一郎書簡

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（　芳川顕
正書簡

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（0　渡辺国
武書簡

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（5 明 （ 伊藤公爵家文書　（（　土方久
元書簡

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（（　加藤高
明書簡

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（7・
（（0（（

明 （ 伊藤公爵家文書　（（・（（　金
子堅太郎書簡　（・（

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（5　伊藤博
文書簡　川上操六宛

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（0 明 （ 伊藤公爵家文書　（（　秘書類
纂・大津事変

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（・
（（0（（

明 （ 伊藤公爵家文書　（7・（（ 昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（～
（（0（7

明 （ 伊藤公爵家文書　（（～（（　伊
東巳代治書翰　（～（5止

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（～
（（055

明 （ 伊藤公爵家文書　（（～（（　井
上馨書翰　（～（止

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（05（～
（（0（0

明 （ 伊藤公爵家文書　（（～（（　末
松謙澄書翰　（～5止

昭和（～7年写・タイプ
印書
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（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（7　大久保
利通書翰

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（・
（（0（（

明 （ 伊藤公爵家文書　（（・（（　諸
草案類　其（・（止

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　50　勝安芳
書翰他

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（5 明 （ 伊藤公爵家文書　5（　桂太郎
書翰他

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（ 明 （ 伊藤公爵家文書　5（　岩倉具
定書翰他

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（7～
（（07（

明 （ 伊藤公爵家文書　5（～5（　井
上毅書翰　（～（止

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（07（ 明 （ 伊藤公爵家文書　5（　西郷従
道書翰他

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（07（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（0　三宮義
胤書翰

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（075 明 （ 伊藤公爵家文書　（（　德大寺
実則書翰他

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（07（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（（　谷千城
書翰

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（077 明 （ 伊藤公爵家文書　（（　大隈重
信書翰他

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（07（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（（　柳原前
光書翰

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（07（ 明 （ 伊藤公爵家文書　（5　吉田淸
成書翰

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（0～
（（0（（

明 （ 伊藤公爵家文書　（（～（（　陸
奥宗光書翰　（～（止

昭和（～7年写・タイプ
印書

（（0（（～
（（0（（

明 （0 岩倉家文書　（～（ 昭和初年ｶ写

（（0（（ 明 （0 岩倉家文書目録　（ 昭和初年ｶ写
（（0（（ 明 （0 岩倉家文書補遺　（0　詔勅及

公文他
昭和元年写

（（0（（・
（（0（5

明 （0 岩倉家文書補遺　（（・（（　臣
下書簡　上・下

昭和元年写

（（0（（ 明 （0 岩倉家文書補遺　（（　岩倉大
使派遣書類他

昭和元年写

（（0（7・
（（0（（

明 （（ 岩倉具視建言書　甲・乙　慶
応元年～明治（（年

（（通　岩倉公爵家所蔵 大正（年（0月写　

（（0（（ 明 （（ 能久親王・九条公・徳大寺公書
翰　全

井上侯爵家文書　山岡鉄太郎
書翰

昭和（年（月写

（（（00 明 （（ 岩倉公書翰　巻（～（　完 井上侯爵家所蔵　井上侯爵家
文書

昭和（年（月写

（（（0（ 明 （（ 三条公書簡　巻（～5　完 57通　井上侯爵家所蔵　井上
侯爵家文書

昭和（年（月写

（（（0（～
（（（0（

明 （5 井上侯爵家文書　（～5 井上侯爵家所蔵 昭和5年（月タイプ印書
ｶ

（（（07 明 （（ 井上元帥談話要領 小山田繁蔵所蔵　 昭和（年（月タイプ印書
（（（0（ 明 （7 故子爵井上毅文匣在裡品目録 井上子爵家所蔵 大正（（年（月タイプ印

書
（（（0（ 明 （（ 井上子爵家文書　（　上疏他 井上子爵家所蔵　 昭和（年・7年写
（（（（0 明 （（ 井上子爵家文書　（　朝鮮事

変関係書
井上子爵家所蔵 昭和（年・7年写

（（（（（ 明 （（ 井上子爵家文書　（　諸家書
翰

井上子爵家所蔵 昭和（年・7年写
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（（（（（～
（（（（（

明 （（ 井上子爵家文書　（～（（ 井上子爵家所蔵 昭和（年・7年写

（（（（（～
（（（（（

明 （（ 安政御造營志　巻之（～巻之
（0

浅野長祚編 大正（年（（月写

（（（（（ 明 （0 阿部家譜抄　正精一正垣正弘
伝

宗秩寮本 大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（ 青山御控邸江行幸之節手続書
類

大正（年（月写　「臨時
帝室編修届」　宮内省
臨時編修局用紙

（（（（（ 明 （（ 亜美理駕合衆国漢文書翰写抄　
嘉永（年（月・7月

神奈川県久里浜村役場所蔵 大正（（年7月写

（（（（5 明 （（ 亜米利加合衆国琉球国和親交
易条約　安政元年（月（7日

和・英文（通 昭和ｶ写　※

（（（（（ 明 （（ 淳宮御誕生書類 原本　内事課公文書　書陵部
本・秩父宮雍仁親王・明治（5年

大正（年（月写

（（（（7・
（（（（（

明 （5 彰仁親王履歴 小松宮・弘化（年～明治（（年　
（

大正5年写・タイプ印書　
臨時帝室編修局用紙

（（（（（ 明 （（ 阿野公誠日記　明治元～（年 阿野子爵家所蔵 大正ｶ写
（（（（0・
（（（（（

明 （7 澳国スタイン博士講話録　
乾・坤　子爵藤波言忠筆記　

藤波言忠記（明治（5年7月） 大正ｶ写

（（（（（～
（（（5（

明 （（ 朝彦親王行実 土方久元撰写 昭和（年写・タイプ印書　
久邇宮・初～第（稿（

（（（5（～
（（（0（

明 （（ 朝彦親王行実資料　（～5（ 久邇宮家所蔵 大正（（年写　※　

（（（（0 明 （（ 朝彦親王行実資料　5（ 校正・有田利雄　久邇宮家所
蔵

大正（（年写　※　

（（（（（ 明 （（ 朝彦親王行実資料　5（ 校正・雇林英吉　久邇宮家所
蔵

大正（（年写　※

（（（（（・
（（（（（

明 （（ 朝彦親王行実資料　（0・（（ 久邇宮家所蔵 大正（（年写　※

（（（（（ 明 （（ 朝彦親王行実資料　（（ 久邇宮家所蔵 大正（（年写　※
（（（（5 明 （（ 朝彦親王行実資料　（（ 久邇宮家所蔵　校正・有田利

雄
大正（（年写　※

（（（（（～
（（（5（

明 （（ 朝彦親王行実資料　（（～（（ 久邇宮家所蔵 大正（（年写　※

（（（5（ 明 （0 綾小路有長日記　（　東下雑
誌　甲　明治（.（.（5～（（.（（

綾小路有長記　綾小路子爵家
所蔵

昭和（年（0月タイプ印
書

（（（5（ 明 （0 綾小路有長日記　（　東下雑
誌　乙　明治（.（.（～（.5

綾小路有長記　綾小路子爵家
所蔵

昭和（年（0月タイプ印
書

（（00（ 明 （（ 有栖川宮家他六家書類目録 大正ｶ写
（（（5（ 明 （（ 安政度御造營掛細調 京都主殿寮所蔵　皇居沿革記　

桂御別殿并御庭帳
大正

（（（55・
（（（5（

明 （（ 安政年間戸田造船記録　（・（ 石原為吉所蔵・太田重郎所蔵 大正（（年写　

（（（57・
（（（5（

明 （（ 櫟原新輔所蔵文書　（・（ 大阪・檪原新輔所蔵 昭和（年写・タイプ印書　

（（（5（ 明 （5 維新以前年中行事 下橋敬長談　上野竹次郎編 大正（0年筆　
（（（（0 明 （（ 正使池田筑後守外二名帰朝意

見書　元治元年　
一名・三名趣意柄申上　岡山・
大津寄耕一所蔵

大正（（年写　

（（（（（ 明 （7 池田侯爵家行幸啓日記　明治
（（年（（月　

池田侯爵家所蔵 昭和5年写・タイプ印書　

（（（（（ 明 （（ 伊藤公書簡田中光顕宛 田中伯爵家所蔵 大正ｶ写　
（（（（（ 明 （（ 井上毅・ボアソナード両氏密

話筆記　明治（0年5月（0日　
後藤末吉郎所蔵 昭和（年写・タイプ印書　



「明治天皇紀」編修史料の一斑（堀口）25

（（（（（ 明 （0 伊藤公・山県公書簡　田中光
顕宛

田中伯爵家所蔵 大正（年写　

（（（（5～
（（（70

明 （（ 伊東伯爵家文書　（～（　伊藤
博文書翰

伊東伯爵家所蔵 昭和（（・（（年タイプ印
書　※

（（（7（ 明 （（ 伊東伯爵家文書　7　伊藤博
文書翰他

伊東伯爵家所蔵 昭和（（・（（年タイプ印
書　※

（（（7（ 明 （（ 伊東伯爵家文書　（　井上馨
書翰他

伊東伯爵家所蔵 昭和（（・（（年タイプ印
書　※

（（（7（ 明 （（ 伊東伯爵家文書　（　桂太郎
書翰

伊東伯爵家所蔵 昭和（（・（（年タイプ印
書　※

（（（7（ 明 （（ 伊東伯爵家文書　（0　山田顕
義書翰他

伊東伯爵家所蔵 昭和（（・（（年タイプ印
書　※

（（（75 明 （（ 伊東伯爵家文書　（（　松方正
義書翰他

伊東伯爵家所蔵 昭和（（・（（年タイプ印
書　※

（（（7（ 明 （（ 位階次第　明治（年 大正・昭和写　大原重
明伯爵旧蔵写

（（（77・
（（（7（

明 （（ 爲理卿素服御用記　乾・坤 冷泉為理記　慶応（年正月～5
月　　孝明天皇崩御

大正（年写

（（（7（ 明 （（ 井筒調策所蔵文書 海軍補充計画意見書草稿　　
秋山真之ｶ写

昭和5年写

（（（（0 明 （5 逸事史補　完 松平侯爵所蔵「松平慶永記」
（明治（～（（年）

大正ｶ写

（（（（（～
（（（07

明 （（ 維新階梯雑誌　（～（7　文久（
～明治元年

子爵松平保男所蔵 大正（・（0年写

（（（0（～
（（（（（

明 （（ 維新階梯雑誌� 追加　（～（　
文久（～明治元年

子爵松平保男所蔵 大正（・（0年写

（（（（（ 明 （7 維新史料 第二回展覧会出陳史料中の一
部　謄本

大正（（年写

（（（（5～
（（（（7

明 （（ 維新史料編纂会図書目録　（
～（

大正（（年外写

（（（（（ 明 （（ 維新史料編纂会図書目録追加 大正（（年外写
（（（（（ 明 （（ 維新前年中行事 大正・昭和 ※
（（（（0 明 50 池田家編纂所蔵維新史関係書

類目録
鳥取・侯爵池田仲伝所蔵 昭和5年写

（（（（（ 明 5（ 生野の義挙 武田豊太所蔵・武田豊太講演・
岩崎栄筆記（大正（（年）

大正（（年

（（（（（ 明 5（ 岩倉具視書翰（（通）徳川斉昭
手書（（通）

富山県・浅野長太郎所蔵 大正（0年

（（（（（ 明 5（ 岩倉具視書翰抄　（～（巻 （（通 大正ｶ写
（（（（（ 明 5（ 岩倉具視関係書類 （（通　市末正哉所蔵 大正（年写
（（（（5 明 55 岩倉公絵巻物詞書稿　（5巻 京都・雨森巌所蔵 大正（（年写
（（（（（ 明 5（ 岩倉具視手記　明治5年在欧

中
岩倉具視記　岩倉公爵家所蔵 昭和7年写

（（（（7 明 57 岩倉公実記目次 多田好問記　香川敬三閲 大正ｶ写
（（（（（ 明 5（ 居小屋張番所入札ニ付控　安

政（年
神奈川県・勝呂弥三兵衛・戸田
村会所

大正（（年写

（（（（（ 明 5（ 維新志士遺墨展覧会出品目録
書翰ノ分

底本・維新史料編纂会 大正（（年写

（（（（0 明 （0 男爵岩崎小彌太所蔵文書 岩崎男爵家所蔵　目録あり 大正（（年写
（（（（（ 明 （（ 糸魚川行在所記事　明治（（年

（月
池原新十郎記　池原平十郎補 昭和（年写・タイプ印書

（（（（（ 明 （（ 石清水行幸日記　明治（0年5
月（0日

石清水八幡宮社務所記　石清
水八幡宮所蔵

大正（5年写　
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（（（（（ 明 （（ 印璽沿革 図書寮所蔵　矢野玄道・小野
正弘記

大正・昭和

（（（（（・
（（（（5

明 （（ 明治年間茨城縣拝恩録　上・
下

茨城県庁所蔵　 大正（（年写・タイプ印
書

（（（（（ 明 （5 艮隅御築地御取広并花御殿御
模様替御用掛雑記　慶応元年

梅渓通善記　梅渓子爵家所蔵 大正ｶ写　

（（（（7 明 （（ 艮隅御築地御取広并花御殿御
模様替御用掛雑記　慶応元年
抄出本

梅渓子爵家所蔵 昭和ｶ・タイプ印書　

（（（（（ 明 （7 ウィッテ伯回想録抄訳 （露）セルゲイ・ユリェヴィチ・
ウィッテ記

大正ｶ・ペン書写

（（（（（ 明 （（ 上野景範履歴抄 小林秀信編　上野家所蔵（明
治（（年）

大正（0年写　

（（（（0 明 （（ 上野景明所蔵文書書翰等 （（点　目録あり 大正（（年写
（（（（（・
（（（（（

明 70 梅渓家文書　（～（ 梅渓通善記　 大正ｶ写・タイプ印書

（（（（（ 明 7（ 梅渓通善日記抄録　安政（年
～明治（年

梅渓通善記　 昭和ｶ写・タイプ印書

（（（（（・
（（（（5

明 7（ 雲上分限帳　上・下 京都・下橋敬長所蔵 大正（0年写

（（（（（ 明 7（ 陸軍運輸部沿革概誌宇品築港
概要

広島市陸軍運輸部所蔵 昭和（年写

（（（（7 明 7（ 英国王室費一班 藤波言忠記　「藤波蔵書」朱印
（（（（（・
（（（（（

明 75 江木千之自叙伝　文部省奉職
時代　（・（

江木千之記　江木千之所蔵 昭和（年タイプ印書

（（（50 明 7（ エドマンド・バーク氏政治論 金子堅太郎記 昭和ｶ・タイプ印書
（（（5（・
（（（5（

明 77 榎本子爵家所蔵文書諸家書翰　
乾・坤

（（（通　目録あり 大正（（年写　

（（（5（ 明 7（ エフ・ピグエー書翰　小栗上
野介忠順宛　明治元年正月（（
日

和英文 大正（（年写　

（（（5（ 明 7（ 使節エルジン卿見聞記抄訳 オリファント編 大正ｶ写
（（（55 明 （0 英公使パークス伝抄訳 福地源一郎訳 大正（（年
（（（5（ 明 （（ 英公使パークス伝抄訳 福地源一郎訳 大正（（年写　大正（（年

（0月（0日付編修局の序
（（（57 明 （（ オーストラリアの発見及び植

民
一名・エンサイクロペヂア・
オーストラリア抄訳

大正

（（（5（ 明 （（ 御逸事目次 大正（・（（年等写・タイ
プ印書・ペン書「藤波」

（（（5（～
（（（（5

明 （（ 御逸事　（～（7 大正（,（（年等写　タイ
プ印書・ペン書「藤波」

（（（（（ 明 （（ 子爵岡沢精一所蔵文書 大正（（年写
（（（（7 明 （5 故岡澤侍従武官長邸出張記　

大正5年（月
片岡哲記 大正ｶ写

（（（（（ 明 （（ 大久保利通建議案　明治（年 大久保利通記　伊藤公爵家所
蔵

大正7年写　

（（（（（ 明 （7 御板元遠藤光政供奉日記　慶
応（年　難波行幸日記・江戸行
幸日記

遠藤光政記　遠藤光顕所蔵 大正（（年写　

（（（00 明 （（ 大隈重信建言書　一名・建白
書類編（（（乾）抄出　明治（（年
（月

大隈重信記　 大正（年写

（（（0（～
（（（0（

明 （（ 大隈侯爵家文書　甲・乙・丙・
丁　

諸家書翰・速達（（5点　大隈侯
爵家所蔵　目録あり

昭和5年タイプ印書
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（（（05 明 （0 大隈侯爵家文書 （（通　沢宣嘉以下（（人　書翰　
大隈侯爵家所蔵　目録あり　

大正5・（年　

（（（0（ 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（ 五代才助書翰　大隈侯爵家所
蔵

昭和（～5年

（（（07 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（ 松方正義書翰　大隈侯爵家所
蔵

昭和（～5年

（（（0（ 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（ 陸奥宗光書翰　大隈侯爵家所
蔵

昭和（～5年

（（（0（ 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（ 木戸孝允書翰　大隈侯爵家所
蔵

昭和（～5年

（（（（0・
（（（（（

明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　5・（ 大久保利通書翰　（・（　大隈
侯爵家所蔵

昭和（～5年

（（（（（・
（（（（（

明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　7・（ 岩倉具視書翰　（・（　大隈侯
爵家所蔵

昭和（～5年

（（（（（ 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（ 寺島宗則書翰　大隈侯爵家所
蔵

昭和（～5年

（（（（5 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（0 島義勇書翰　大隈侯爵家所蔵 昭和（～5年
（（（（（・
（（（（7

明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（（・（（ 三条実美書翰　（・（　大隈侯
爵家所蔵

昭和（～5年

（（（（（ 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（（ 佐野常民書翰　大隈侯爵家所
蔵

昭和（～5年

（（（（（ 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（（ 後藤象二郎書翰　大隈侯爵家
所蔵

昭和（～5年

（（（（0 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（5 黒田清隆書翰　大隈侯爵家所
蔵

昭和（～5年

（（（（（ 明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（（ 徳大寺実則書翰　大隈侯爵家
所蔵

昭和（～5年

（（（（（・
（（（（（

明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（7・（（ 井上馨書翰　（・（　大隈侯爵
家所蔵

昭和（～5年

（（（（（～
（（（（（

明 （（ 大隈侯爵家所蔵文書　（（～（（ 伊藤博文書翰　（～（　大隈侯
爵家所蔵

昭和（～5年

（（（（7 明 （（ 大久保利通遭難地調査書 昭和（年タイプ印書・写
（（（（（ 明 （（ 大木喬任遷都建白書　慶応（

年　合綴・山岡鉄太郎戊辰解
難日記猶生帖　

大正（年写

（（（（（ 明 （（ 侍従職所管御道具類目録 大正（（年写
（（（（0 明 （5 大西邦彦所蔵文書 大正（（年タイプ印書
（（（（（・
（（（（（

明 （（ 御医并医師座次交名　（・（　
安政（年・慶応（年　

渡辺霞亭・藤木経輝所蔵 大正（（・昭和（年

（（（（（ 明 （7 明治天皇大阪行幸関係資料陳
列目録

明治神宮御鎮座記念・市立大
阪市民博物館編

大正（5年タイプ印書

（（（（（ 明 （（ 小田原行幸啓雑記　明治（～
（（年

小田原・片岡永左之門所蔵　　 大正（年写

（（（（5 明 （（ 大津事変関係文書 （（点　松方巌所蔵 大正ｶ写・タイプ印書　
※

（（（（（ 明 （00 大坂行幸懸記録　明治元年（
月　

大阪守口町盛泉寺所蔵 昭和（年写

（（（（7 明 （0（ 大阪府下行幸啓記録　明治元
年～大正（年

大阪府立図書館所蔵 大正（年写

（（（（（ 明 （0（ 小笠原子爵家文書 昭和（年写・タイプ印書
（（（（（ 明 （0（ 大武丈夫所蔵文書　諸家書翰

等
（5通 昭和（年写　目録あり　

※
（（（（0 明 （0（ 大原重朝随筆 大原重朝記（大正元年）大原伯

爵家所蔵
大正元年
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（（（（（ 明 （05 大阪偕行社沿革誌　明治（～
（（年

大阪偕行社所蔵 昭和（年タイプ印書

（（（（（ 明 （0（ 文久元年欧洲派遣の日本使節
（抄訳）

ラザフォード・オールコック
記

大正ｶ写

（（（（（ 明 （07 大原重実書翰　大原重徳宛 （通　伯爵大原重明所蔵　 昭和（年写
（（（（（ 明 （0（ 大原重朝日記　明治7年（～5

月
伯爵大原重明所蔵　 大正（（年写

（（（（5 明 （0（ 大宮御所修学院離宮行啓一件　
明治（年（月　

京都府所蔵　　 昭和（年タイプ印書

（（（（（・
（（（（7

明 （（0 歐米議院制度取調巡回記　巻
（～（　明治（（・（（年

金子堅太郎記　金子子爵家所
蔵

大正（（年写

（（（（（・
（（（（（

明 （（（ 大山巌日誌　１・（　明治（～
（（年　

大山巌記　大山侯爵家所蔵　 昭和（年写・タイプ印書

（（（50～
（（（5（

明 （（（ 大山公爵家文書　（～（ 大山公爵家所蔵　 大正ｶ写・タイプ印書

（（（5（ 明 （（（ 岡本監輔先生略伝 北海道庁編 大正7年「北海道史編纂
用」罫紙

（（（5（ 明 （（（ 岡本監輔自伝 岡本監輔記　北海道庁所蔵　 大正（年写
（（（55 明 （（5 岡本氏自伝 岡本監輔記　北海道庁所蔵　 大正（年写　後欠
（（（5（ 明 （（（ 押小路甫子日記　安政（年 大正ｶ写
（（（57 明 （（（ 押小路甫子日記　至万延元年

（月
大正ｶ写

（（（5（ 明 （（（ 押小路甫子日記　自万延元年
7月　

大正ｶ写

（（（5（ 明 （（（ 押小路甫子日記　文久元年 大正ｶ写
（（（（0 明 （（（ 押小路甫子日記　文久（年 大正ｶ写
（（（（（ 明 （（（ 押小路甫子日記　元治元年 大正ｶ写
（（（（（ 明 （（7 尾崎行雄共和問題集　明治（（

年（月・（0月
大正ｶ写・タイプ印書　
※

（（（（（ 明 （（（ 和蘭公使館所蔵文書　老中書
簡・慶応（年（月（（日文久（年（0
月（日　辞令写・明治（年

大正（0年

（（（（（～
（（（（（

明 （（（ 大御乳人甫子記　（～（5　安
政（年～明治（年

押小路甫子記　自筆原本　豊
岡圭資旧蔵

（（（（（～
（（（（（

明 （（0 大御乳人甫子雑記　（～（　天
保（年～明治（年　

豊岡子爵旧蔵　自筆原本　目
録あり

（（（（（ 明 （（（ 隠密なる政治上の変遷外五編 大正・昭和ｶ写・タイプ
印書　　※

（（（（（ 明 （（（ 開拓使東京仮学校及女学校沿
革

大正（（年タイプ印書　
※

（（（（（ 明 （（（ 嘉永五年権典侍局宮御降誕之
備忘　一名・祐宮御降誕書類
之内日記　　

中山侯爵家所蔵 大正

（（（（5 明 （（（ 嘉永年中行事 勢多章甫編（明治（（年） 昭和ｶ・タイプ印書　※
（（（（（ 明 （（5 外交四十年抄訳 （露）ローゼン著 昭和ｶ・タイプ印書
（（（（7 明 （（（ 外交四十年 （露）ローゼン著 昭和ｶ・タイプ印書
（（（（（ 明 （（7 懐遠府　明治（（年 侍従武官府所蔵　股野琢撰 大正（年写
（（（（（ 明 （（（ 懐遠府説明書　明治（（年 侍従職所蔵 昭和（0年タイプ印書　

※
（（500 明 （（（ 香川家文書　諸家言上書簡 （（通　香川伯爵家所蔵　目録

あり
大正（年写

（（50（ 明 （（0 覚勝院文書日次記　願書書簡
縁起等（（点　

京都・覚勝院所蔵 昭和（年写・タイプ印書

（（50（ 明 （（（ 廻文補遺　慶応（年 大正ｶ写
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（（50（ 明 （（（ 海防費ニ関スル書類　明治（0
年

宮内省総務課所蔵　 大正（年写　目録あり

（（50（ 明 （（（ 外国人謁見表　明治（～（（年 大正・昭和
（（505 明 （（（ 会計官御用日記　慶応（～明

治（年
大阪・広岡久右ヱ門所蔵　 大正（（年写　

（（50（ 明 （（5 会計法会議筆記　明治（（年（（
月5日～（（日

枢密院所蔵 昭和（年ペン書

（（507 明 （（（ 海軍脚気病予防事歴 大正ｶ写　※
（（50（ 明 （（7 外交資料抄訳　文久（年～明

治元年
昭和ｶ・タイプ印書

（（50（ 明 （（（ 外国人ノ土地所有権二関スル
交渉始末　明治5～（0年　条
約改正調査報告第7号　

梶野抄平編　外務省所蔵　 大正（0年

（（5（0 明 （（（ 外国人内地旅行一件　明治（・
7年

友国亀太郎所蔵 大正（（年写

（（5（（ 明 （（0 外務省記　慶応（～明治元年 大正ｶ写
（（5（（ 明 （（0 外務省記　安政（～明治（年 大正ｶ写
（（5（（ 明 （（（ 外務省文書目録 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 春日潛菴先生南都職掌要書之

類　明治元年5～７月　
「春日潛菴名ハ仲裏」春日精之
助所蔵　

大正写

（（5（5 明 （（（ 桂家文書仮綴　明治（（～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂家文書仮綴　明治（7～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（7 明 （（（ 桂家文書仮綴　明治（（～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂家文書仮綴　明治（（～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂家文書仮綴　明治（（～（5

年・年度不明
昭和ｶ・タイプ印書

（（5（0 明 （（（ 桂家文書　明治（（～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂家文書　明治（7～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂家文書　明治（（～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂家文書　明治（（～（（年 昭和ｶ・タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂家文書　明治（（～（5年・年

度不明
昭和ｶ・タイプ印書

（（5（5 明 （（5 桂離宮誌 内匠寮所蔵 大正（（年写
（（5（（ 明 （（（ 桂離宮誌別本 京都・主殿寮所蔵 大正（年写
（（5（7 明 （（7 桂公爵家文書諸家書翰 （（通　桂公爵家所蔵　目録あ

り
昭和（年タイプ印書

（（5（（ 明 （（（ 桂公爵家文書諸家書翰 （（通（別本）桂公爵家所蔵 昭和（年タイプ印書
（（5（（ 明 （（（ 桂公爵家他二家文書目録 大正ｶ写※
（（5（0～
（（5（（

明 （50 桂太郎自伝　（～（ 桂太郎記　桂公爵家所蔵　 昭和（年写・タイプ印書

（（5（（・
（（5（（

明 （5（ 桂太郎自伝　巻（・（ 桂太郎記　桂公爵家所蔵　 昭和（年写・タイプ印書

（（5（5 明 （5（ 各参議其外建言　明治（（～（5
年

岩倉公爵家所蔵　目録あり　 大正ｶ写　

（（5（（ 明 （5（ 各国機密公信目録　明治（（～
（（年

　 大正ｶ写

（（5（7 明 （5（ 海舟年譜　附録共 富田鐵之助編（明治（（年） 大正（（年タイプ印書
（（5（（～
（（550

明 （55 華族会館誌　巻（0～（（　明治
（7～（5年

華族会館所蔵 昭和ｶ写・タイプ印書　
※

（（55（ 明 （5（ 華族類別録 図書寮所蔵 大正（年写
（（55（ 明 （57 華族階級　明治（5年（月改 図書寮所蔵 大正7年写
（（55（～
（（55（

明 （5（ 華族履歴　（～（ 宗秩寮所蔵 昭和（年ペン書
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（（557 明 （5（ 華族ノ沿革　附位階制度 松浦厚記 大正ｶ写
（（55（ 明 （（0 華盛頓会議秘録 昭和ｶ・タイプ印書
（（55（ 明 （（（ 学習院女学部沿革志稿　明治

（.（0～大正7年（月　（・（　
斉藤惇編（大正7年）　女子学
習院所蔵

昭和（年タイプ印書

（（5（0 明 （（（ 学習院女学部沿革志稿　明治
（.（0～大正7年（月　（・（　

斉藤惇編（大正7年）　女子学
習院所蔵

昭和（年タイプ印書

（（5（（～
（（5（（

明 （（（ 学習院女学部沿革志稿　明治
（.（0～大正7年（月　5～（

斉藤惇編（大正7年）　女子学
習院所蔵

昭和（年タイプ印書

（（5（5 明 （（（ 勘解由小路資生意見書案 （点　中山綱子詠歌　勘解由
小路資生記

昭和（年

（（5（（・
（（5（7

明 （（（ 金子堅太郎書翰　（・（ 一名・伊藤公爵家文書 昭和（年タイプ印書

（（5（（ 明 （（（ 金子堅太郎書翰　明治（（・（（
年 ,（7年滞英米中

7通　伊藤家所蔵� 昭和（年タイプ印書

（（5（（ 明 （（5 金カ血カ 芳川寛治著（昭和7年） 昭和ｶ・タイプ印書　※
（（570 明 （（（ 勝安房建議　明治（（年 侍従落合為誠所蔵 大正（年写
（（57（ 明 （（7 烏丸家文書　三条実美外（氏

書簡
（（通　池田政鋹所蔵 大正（（年写

（（57（ 明 （（（ 樺太占領軍派遣始末 長岡外史記・所蔵　明治（7,（（
年

大正ｶ写

（（57（・
（（57（

明 （（（・
（70

樺太行難　明治（7・（（年 長岡外史述 昭和（年タイプ印書

（（575 明 （7（ カラカワ王訪日の記 青木勝訳 昭和（年写　※
（（57（ 明 （7（ 川上子爵家文書諸家書翰　明

治（（～（（年
（7通　川上子爵家所蔵� 昭和7年タイプ印書

（（577 明 （7（ 川上直之助所蔵文書�諸家書
簡日記等

（0点　目録あり 大正（（年写

（（57（ 明 （7（ 仮皇居参考図目録�完　附赤
坂仮皇居ニ関スル照会書類抜
抄

内匠寮所蔵 大正（年写

（（57（ 明 （75 管絃配役大宮御所　皇后陛下
御聴聞　明治（（年～大正（年

昭和ｶ・タイプ印書

（（5（0・
（（5（（

明 （7（ 関税協定ニ関スル談判始末　
（～（　一名・条約改正調査報
告第5・（（号

福田梅吉編　原本・明治（（年
刊

大正（0年写

（（5（（ 明 （77 川村家文書目録諸家書翰等　
万延～明治（0年

（（点　東京・川村久輔所蔵 昭和（年タイプ印書

（（5（（ 明 （7（ 明治天皇還幸御列　東京～京
都　明治元年（（月

大所蔵省所蔵 大正（年写

（（5（（ 明 （7（ 厳公書翰　明治5・（年 岩倉具視記　千寿吉彦所蔵　 大正（年写
（（5（5 明 （（0 琉球官役禄記 侯爵尚昌所蔵 大正（（年写
（（5（（ 明 （（（ 侍従職記印目録　大正元年調　　

（～（（番
侍従職所蔵 大正（（年写

（（5（7 明 （（（ 木戸孝允日記　明治（年正月
～（（月

維新史料〔編纂会〕所蔵 大正（年写

（（5（（ 明 （（（ 木戸侯爵家文書目次　嘉永（
年～明治（0年

公宛諸士尺牘（（（（点）公文書・
諸士尺牘

昭和（年等タイプ印書

（（5（（～
（（5（（

明 （（（ 木戸侯爵家文書目録（抄訳）（
～（

公宛諸士尺牘（（（（点）公文書・
諸士尺牘

昭和（年等タイプ印書

（（5（7～
（（（（7

明 （（（ 木戸侯爵家文書　（～（（　嘉
永5年～明治（0年

昭和（・5年写

（（（（（～
（（（（5

明 （（5 木戸侯爵家文書目録（抄録）（
～（　嘉永（年～明治（0年

公文書諸士尺牘　 昭和ｶ・タイプ印書
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（（（（（～
（（（5（

明 （（（ 木戸侯爵家文書目録（抄録）（
～（　嘉永（年～明治（0年

昭和ｶ・タイプ印書

（（（5（ 明 （（7 教育勅諭草案　（（種　附井上
毅書翰（（通）

元田男爵家所蔵　「元田氏文
庫」

大正（年写

（（（55 明 （（（ 京都御所東山御文庫御物写　
「蹴鞠之事」以下（7点

東山御文庫所蔵 大正（（年写

（（（5（・
（（（57

明 （（（ 京都御所取調書　上・下 藤波言忠編（大正（（・（（年） 大正（（年写

（（（5（・
（（（5（

明 （（0 京都御所取調書　上・下 藤波言忠編（大正（（・（（年） 昭和ｶ・タイプ印書

（（（（0・
（（（（（

明 （（（ 京都御所取調書　上・下 藤波言忠編（大正（（・（（年） 昭和ｶ・タイプ印書

（（（（（・
（（（（（

明 （（（ 京都御所取調書　上・下 藤波言忠編（大正（（・（（年） 昭和ｶ・タイプ印書

（（（（（・
（（（（5

明 （（（ 京都御所取調書　上・下 藤波言忠編（大正（（・（（年） 昭和ｶ・タイプ印書

（（（（（・
（（（（7

明 （（（ 京都御所保存関係書類　（・（　
明治元～（5年

目録あり 大正ｶ写　

（（（（（ 明 （（5 御劍目録　甲　大正（年（月改
正

侍従職所蔵 大正（年写

（（（（（ 明 （（（ 京都府史　総類行幸儀式雑類
（抄類）�明治元～7年（抄録）�別
部総類（行幸儀式雑事）

京都府所蔵 昭和（年タイプ印書

（（（70 明 （（7 京都御文庫御服御道具目録 侍従職所蔵 大正（（年写
（（（7（ 明 （（（ 京都御所御文庫御物文書写　 5（点 大正（（年写
（（（7（ 明 （（（ 京都御所離宮沿革 皇宮御苑仙洞大宮御所桂離宮

京都御所離宮沿革　内匠寮所
蔵

大正（（年写　複製物

（（（7（ 明 （00 京都御所離宮誌 京都事務所所蔵 大正5年�「藤波蔵書」（円
朱印）

（（（7（ 明 （0（ 京都大学図書館紀念展覧会出
品目録　明治（（年

猪熊信男所蔵 大正（年写

（（（75 明 （0（ 御璽国璽ニ関スル参考書　明
治（7年（月～（（年5月

内大臣府蔵 大正ｶ写

（（（7（ 明 （0（ 行幸ト劍璽トノ関係　副本 三上参次記（昭和（年） 昭和（年写
（（（77 明 （0（ 旧藩事蹟編纂材料書類総目 島津公爵家臨時編輯所蔵 大正（（年写
（（（7（ 明 （05 旧琉球藩評定所書類目録　元

和元年～明治（（年
内務省所蔵 大正（（年写

（（（7（ 明 （0（ 旧儀御服記天皇東宮親王女帝
仙洞

主殿寮出張所所蔵 大正（年写

（（（（0～
（（（（（

明 （07 禁中金銀出入仮留　（～（　文
久元年～元治元年　

豊岡圭資寄贈 大正5年

（（（（（ 明 （0（ 九州臨時裁判紀要　明治（0年 九州臨時裁判事務局編纂 昭和（年（月写「太政官
記録印」印

（（（（5 明 （0（ 宮中祗候備忘録　明治（～（0
年

大原重明記　底本・大原家所
蔵

大正（5年（月写

（（（（（ 明 （（0 宮中雑志　２～７月中　正
保・寛文・元禄等

大正写

（（（（7 明 （（（ 貴族院組織令会議筆記録　明
治（（年

底本・枢密院所蔵 昭和（年（月ペン書

（（（（（ 明 （（（ 貴族処分書類四　明治（年 底本・桜井小太郎所蔵 昭和（年7月写　
（（（（（ 明 （（（ 北亜墨利加船書翰一件抄　嘉

永（年
長島尚賢記　底本・神奈川久
里浜村役場所蔵

大正（（年7月写

（（（（0 明 （（（ 北小路家日記目録　 神宮司庁本 大正写
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（（（（（ 明 （（5 基督教徒処分問題�一名・長崎
時代の井上候抄録　

底本・井上馨伝記編纂会所蔵 昭和タイプ

（（（（（ 明 （（（ 行幸　明治（（・（5年 底本・広島市所蔵 昭和（年5月写（佐治為
善）

（（（（（ 明 （（7 行幸啓事務日誌　明治（（年（（
月（（日～同（0年（月（日

京都府庁編（明治（0年（月）底
本・京都府庁所蔵

大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（（ 行啓書類綴込　明治（～（0
年 ,（（年 ,（（年

東京女子高等師範学校 大正（年7月写

（（（（5 明 （（（ 清海家文書 底本・清海家（復三郎）所蔵 昭和（年（月写
（（（（（ 明 （（0 山内家記録抄録　明治元年5

～7月
底本・山内豊景所蔵 昭和（年（月写　

（（（（7 明 （（（ 禁廷三寶庫誌�振天府建安府
懐遠府　附惇明府誌

原忠道記　底本・原忠道所蔵 大正（（年7月写

（（（（（ 明 （（（ 禁営日記　上・下　明治（7年（
月～明治（（年5月

大正7年5月の校正本奥書 昭和（年（月謄写

（（（（（ 明 （（（ 禁営日誌　附山口正定日誌抄　
明治（7年（月～明治（（年5月

大正・昭和頃・孔版

（（700 明 （（（ 禁中行事記聞　上巻 高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（70（ 明 （（（ 禁中行事記聞　上巻附録　恒
例年中行事

表高階経徳・三善茂淳等編述
（明治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（70（ 明 （（（ 禁中行事記聞　上巻附録　知
行書附

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（70（ 明 （（（ 禁中行事記聞　上巻附録　公
事下行附

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（70（ 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻 高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（705 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻附録　行
事下行附　

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（70（ 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻附録　口
向之部

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（707 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻附録　御
用度之部

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（70（ 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻附録　御
清間諸色遣方留

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（70（ 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻附録　奥
恒例年中行事

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（7（0 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻附録　勘
使方本途帳

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（7（（ 明 （（（ 禁中行事記聞　下巻附録　御
賄方本途帳

高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（7（（ 明 （（（ 禁中行事記聞　別録 高階経徳・三善茂淳等編述（明
治（（年（月）

大正（年（～7月写

（（7（（ 明 （（5 安永年間禁中御用向長橋局取
締ニ関スル資料

兼胤卿記　底本・史料編纂所
所蔵

昭和7年タイプ

（（7（（ 明 （（（ 禁中三番所結番次第交名近習
内々外様　一名・光暉卿記抄
出　嘉永（年～文久（年

大正写

（（7（5 明 （（7 勤王姓名録 雨森巌編　底本・雨森巌所蔵 大正（年（月写
（（7（（～
（（7（（

明 （（（ 勤斎公亀井茲監奉務要書残編　
巻　（～（

宮崎幸麿編（大正（年（月）底
本・亀井家所蔵

昭和タイプ

（（7（0～
（（7（（

明 （（（ 勤斎公亀井茲監奉務要書残編　
巻　（～（

宮崎幸麿編（大正（年（月）底
本・亀井家所蔵

昭和タイプ

（（7（（ 明 （（0 久邇親王行実　第（稿　明治
（（年　

久邇宮朝彦親王行実　土方久
元編

※
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（（7（5 明 （（（ 雲井　嘉永（年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　嘉永（年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（7 明 （（（ 雲井　安政5年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　万延元年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　文久（年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（0 明 （（（ 雲井　文久（年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　慶応（年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　慶応（年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　明治（年 底本・葉室家　渡辺霞亭所蔵 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　嘉永（年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（5 明 （（（ 雲井　嘉永（年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　安政5年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（7 明 （（（ 雲井　万延元年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　文久（年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　文久（年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（0 明 （（（ 雲井　慶応（年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（（ 明 （（（ 雲井　明治（年 江戸・明治　葉室長通寄贈 大正（・（（年写
（（7（（～
（（7（5

明 （（（ 公卿補任　明治（～5年 大正（・（（年写

（（7（（ 明 （（（ 宮内省調査課書類目録 大正写
（（7（7 明 （（5 宮内省備忘　一名・梅渓通善

寺記抄録　明治（年（月（日～
明治（年（月（（日

昭和（年（（月写

（（7（（ 明 （（（ 岩倉具視公建言書目録 大正・昭和写
（（7（（ 明 （（7 位次第　明治（年 底本・大原重明所蔵 大正（年（（月写　
（（750 明 （（（ 黒岡帯刀所蔵文書　明治元年

～（（年
底本・黒岡帯刀所蔵 大正（（年（0月写　

（（75（～
（（77（

明 （（（ 黒田伯爵家文書　（～（（ 大正（年（月写・タイプ

（（77（・
（（77（

明 （（0・
（（（

口向侍分人数帳　嘉永7年 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写　「維新前
諸儀式取調懸」印

（（77（ 明 （（（ グラント氏接伴記　明治（（年
（月（（日～（月（（日

原本　図書寮公文書廃棄によ
り編修局へ

（（775 明 （（（ 軍艦旧迅鯨御装備御寝台ニ関
スル書類　明治（7～（0年

底本・海軍兵学校 昭和（年タイプ

（（77（ 明 （（（ 軍人訓誡　山県有朋記（明治
（（年）

底本・陸軍省所蔵 昭和（年タイプ

（（（（（ 明 （（5 君徳培養之事　書翰日記等抄
出

大久保利武編　底本・牧野家
所蔵　

大正7年写　

（（777 明 （（（ 蹇蹇録　明治（（年 陸奥宗光著　底本・中田敬義
所蔵

大正（0年写

（（77（ 明 （（7 建言集記 底本・松平侯爵家所蔵 昭和写
（（77（ 明 （（（ 下行粟賦類抄　貞享 享保5年本奥書　底本・上野竹

次郎所蔵
大正（年写

（（7（0 明 （（（ 慶応三年正月九日三番所壁書
近習内々外様　一名・為理卿
記

冷泉為理記　原本　慶応３年
為理奥書

（（7（（ 明 （50 慶応四年以降行幸記事　　慶
応（年～明治（（年

泉涌寺記抄出　京都・泉涌寺
抜書　

大正写

（（7（（ 明 （5（ 建安府 底本・侍従武官府 大正（0年写



34明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 57 号〕令和 （年 （（ 月

（（7（（ 明 （5（ 元老院章程ニ関スル意見書　
鳥尾小彌太・憲法議案下附奏
請意見書　尾崎三良他　合
綴・憲法議案下附奏請意見書　
明治（0年　島尾小太郎起草

昭和（年

（（7（（ 明 （5（ 慶応度天皇御元服略次第 底本・藤波家所蔵 大正（年（0月写　
（（7（5 明 （5（ 慶応度天皇御元服次第草 底本・藤波家所蔵 大正（年写　
（（7（（ 明 （55 慶応二年社家次第　一名・勤

斎公奉務要書残編
伊勢神宮以下（（社 昭和写　

（（7（7 明 （5（ 慶応戊辰日記　慶応（年（月～
7月　

佐治三左衛門記　原本 大正（（年白井新太郎

（（7（（・
（（7（（

明 （57・
（5（

原規　一名・憲法草按 底本・大隈信常所蔵 昭和（年タイプ

（（7（0・
（（7（（

明 （5（・
（（0

毛野秋草　明治（5年（0月栃木
県行幸　附頌徳表　森定吉賦　

底本・広瀬富雄所蔵（明（5（の
み）

昭和　※　「臨時帝室
編修局蔵」印もあり

（（7（（ 明 （（（ 繋暉日記　明治（（年（月（日～
5月7日

香川敬三記　 昭和写　※　

（（7（（ 明 （（（ 剣気騰空録 児玉愛二郎記（大正（（年（月） 大正（（年（月写
（（7（（ 明 （（（ 献上拝領等御局方進上賜物覚　

安政（年～明治（年
底本・木村家所蔵 大正頃写　

（（7（5 明 （（（ 現任　安政元年 底本・葉室家所蔵 大正（年写
（（7（（ 明 （（（ 現任　慶応（年 底本・葉室家所蔵 大正（年写
（（7（7 明 （（5 現任　慶応（年 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写
（（7（（ 明 （（（ 現任　安政元年 大正5年葉室家より寄贈 大正5年写
（（7（（ 明 （（（ 現任　慶応（年 大正5年葉室家より寄贈 大正5年写
（（（00 明 （（7 建白諸家往復書翰類纂 昭和写
（（（0（・
（（（0（

明 （（（・
（（（

憲法・典範・議院法・選挙法・会
計法再審会議筆記　明治（（年
自（月（（日至（月5日

底本・枢密院所蔵 昭和（年（月写（ペン書）
（明（（（）　昭和（年（0月
タイプ（明（（（）

（（（0（～
（（（05

明 （70 皇国駐在外国使臣履歴　天・
地・人

（（冊（下記附録も含む） 大正・昭和写

（（（0（～
（（（（0

明 （70 皇国駐在外国使臣履歴　附録　
巻（～（5

大正・昭和写

（（（（（ 明 （7（ 広如上人書簡　明如上人宛　
行在所絵図の件並大阪御行幸
坊舎絵図附

昭和（年7月写

（（（（（・
（（（（（

明 （7（ 皇親称謂索引　一　上・下（明
治以前）

底本・図書寮所蔵 昭和（年（月タイプ

（（（（（ 明 （7（ 皇親称謂索引　二（明治以後）底本・図書寮所蔵 昭和（年（月タイプ
（（（（5・
（（（（（

明 （7（ 皇親称謂索引　一　上・下（明
治以前）

底本・図書寮所蔵 昭和（年（月タイプ

（（（（7 明 （7（ 皇親称謂索引　二（明治以後）底本・図書寮所蔵 昭和（年（月タイプ
（（（（（ 明 （7（ 公務書類　明治（・（年 底本・末松春彦所蔵 昭 和（（年（月 タ イ プ　

※
（（（（（ 明 （75 講和調停者トシテノルーズ

ヴェルト
ジョセフ・ビュックリン・ビ
ショップ著

昭和写

（（（（0 明 （7（ 小出秀二所蔵文書　明治（7年 底本・小出秀二所所蔵 昭和（年（月写
（（（（（ 明 （77 光格天皇御生母贈位之儀　明

治（0年
昭和写

（（（（（ 明 （7（ 明治九年十一月皇后宮富士川
御渡船御入用

底本・斎藤億右衛門所蔵 大正（年正月写

（（（（（ 明 （7（ 皇太后宮皇后宮御続合調　附
中山忠能略譜

大正写



「明治天皇紀」編修史料の一斑（堀口）35

（（（（（ 明 （（0 皇后宮東宮二位局御容態拝診
録内禁録　明治（（年（月（日～
（（月（日

昭和写・公文書写

（（（（5 明 （（（ 皇后宮行啓御泊輿御宿目録　
明治（年（0月

底本・川北松太郎所蔵 大正（年（月写

（（（（（ 明 （（（ 皇后宮職職員 大正・昭和写
（（（（7 明 （（（ 皇后宮御拝御祥忌 昭和写
（（（（（ 明 （（（ 皇后宮行啓御入用書上帳　明

治（年（0月　岩渕
底本・斎藤億右衛門所蔵 大正（年正月写

（（（（（・
（（（50

明 （（5・
（（（

皇后宮福岡行啓記事　大正（（
年（月

金子堅太郎述　 大正タイプ

（（（5（ 明 （（7 皇家皇族御人員　明治7年（月
（日

徳大寺実則記 大正写

（（（5（ 明 （（（ 皇族王公家履歴 底本・宗秩寮 昭和（年ペン書・タイプ
（（（5（ 明 （（（ 皇族御人員調　明治元年　皇

家皇族御人員調　明治（年
底本・図書寮所蔵 大正写

（（（5（ 明 （（0 貢士公務人姓名録 底本・岩倉公爵家所蔵 大正写　
（（（55 明 （（（ 皇室婚嫁令同附式 大正（0年（月写
（（（5（ 明 （（（ 皇室誕生令　同附式　明治（5

年5月（（日
大正（年（（月写

（（（57 明 （（（ 皇室ト社会事業 昭和タイプ　「元臨時
帝室編修局残務整理掛
印」印　※

（（（5（ 明 （（（ 皇室略牒　明治（5～（（年 底本・図書寮所蔵 大正（年（（月写　
（（（5（ 明 （（（ 皇室略牒　明治（0～（（年 底本・図書寮所蔵 大正（年（（月写　
（（（（0 明 （（5 甲州鎮撫概略　明治元年5月

～7月
底本・柳原義光所蔵 大正7年（0月写　

（（（（（ 明 （（（ 皇女皇孫関係事項 底本・式部職所蔵 大正写
（（（（（ 明 （（7 皇太后宮還御日誌　明治（5年

5月
底本・静岡県斉藤億右衛門所
蔵

大正（年（月写　

（（（（（ 明 （（（ 甲鉄艦収領顚末　明治（・（年 外務省記録局編　底本・史料
編纂所蔵

大正（（年（月写　

（（（（（ 明 （（（ 皇統譜録　明治（7年 図書寮編（大正5年（月） 大正5年
（（（（5 明 （（（ 皇統譜録　明治（（～（0年　（ 図書寮編（大正5年（月） 大正5年
（（（（（ 明 （（（ 皇統譜録　明治（（～（（年　（ 図書寮編（大正5年（月） 大正5年
（（（（7 明 （（（ 皇統譜録　明治（7～（（年　（ 図書寮編（大正5年（月） 大正5年
（（（（（ 明 （00 皇統譜抄 昭和写
（（（（（ 明 （0（ 御所離宮誌　 大正写
（（（70 明 （0（ 孝明天皇御凶事一件　御葬送

次第御本所参仕留　慶応（年
昭和写奥書に「中院伯爵家所
蔵文書ヲ以テ作製ス」

昭和写　

（（（7（ 明 （0（ 孝明天皇御謚號宣下一件 近衛忠房作進　底本・京都大
学所蔵

大正・昭和写（大正頃
写）

（（（7（ 明 （0（ 孝明天皇明治天皇石清水行幸
日記　文久（年・慶応（年

森本信徳記　底本・森本信富
所蔵

大正（・（5年写

（（（7（ 明 （05 御凶事記孝明天皇　一名・孝
明天皇御凶事記　慶応（年（（
月（7日～慶応（年（月（（日

壬生輔世記 大正頃写

（（（7（ 明 （0（ 御凶事備忘孝明天皇　慶応（
年（（月（（日～慶応（年（月（0日

梅渓通善記　梅渓通虎所蔵 昭和（年（（月写

（（（75 明 （07 孝明天皇御凶事公事附録　慶
応（年（（月（5日～明治元年（（
月

底本・図書寮所蔵 大正末～昭和初期写　

（（（7（・
（（（77

明 （0（・
（0（

孝明天皇御凶事記録　慶応（
年（（月（（日～慶応（年（月（0日

梅渓通善記　 昭和（年タイプ　※
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（（（7（・
（（（7（

明 （（0・
（（（

孝明天皇崩御御一会之記　慶
応（年（（月（（日～慶応（年正月
（7日

昭和タイプ（明（（0）昭
和写（明（（（）　※（明
（（0）

（（（（0 明 （（（ 小梅臨幸記　明治（年（月（（日
～（月（日

徳川昭武記　 昭和写

（（（（（ 明 （（（ 五箇条御誓文の由来 金子堅太郎講演 大正（（年（（月タイプ
（（（（（ 明 （（（ 河野家文書　三条西実美等書

状
（5通　 昭和（年（月写

（（（（（・
（（（（（

明 （（5 香渡家文書　（・（ 書翰（香渡晉・岩倉具視等）・口
状等

昭和（年7月（（月写

（（（（5 明 （（（ 香渡寛所蔵文書　文久（年・明
治　

昭和タイプ写　※

（（（（（ 明 （（7 鴻池男爵家文書　慶応（～明
治初年

大正（（年鴻池家より寄贈 大正写

（（（（7～
（（（（（

明 （（（ 孝明天皇宸翰写　（～（　安政
（～（年

底本・図書寮所蔵 大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（（ 恒例摘要　明治（（年（（月 大正頃写
（（（（（ 明 （（0 恒例竝臨時公事御服 底本・主殿寮出張所 大正（年（月写
（（（（5 明 （（（ 御会式稿 底本・三条西実義所蔵 昭和（年（（月写
（（（（（ 明 （（（ 御還幸御小休一件帳　横浜畑

宿　明治元年（（月（日～（（日
底本・横浜畑宿金指畑右衛門
所蔵

大正（年（（月写　

（（（（7 明 （（（ 御還幸御泊輦御宿目録（関町）
明治元年（（月

底本・三重県川北松太郎所蔵 大正（年（（月写

（（（（（ 明 （（（ 御還幸諸事控（水口）明治元年
（（月

底本・滋賀県河合平次所蔵 大正（年（0月写

（（（（（～
（（（0（

明 （（5 御進講案　三上参次進講　草
案　（（講（～5　大正（（年～昭
和5年

　 大正～昭和写・タイプ

（（（0（ 明 （（（ 御教育参考書 底本・奥保夫所蔵 昭和（年写
（（（05 明 （（7 御帰京前後御到来書類　明治

（（年　
底本・友国亀太郎所蔵 大正（（年（月写

（（（0（ 明 （（（ 古稀録鈔略　上・下 元田永孚記（明治（（年（月（（
日）

大正（0年（0月写

（（（07 明 （（（ 御系譜　明治（0年 図書寮編（明治（0年・明治（5年
訂正）原本

（（（0（ 明 （（0 国法会議ノ議案 大正頃写
（（（（0 明 （（（ 国際公法会参列紀行　明治（5

年（月（7日～（（月7日
金子堅太郎記 大正（（年（（月写　「金

子堅太郎印」
（（（0（ 明 （（（ 国際公法会参列紀行　明治（5

年（月（7日～（（月7日
金子堅太郎記　原本

（（（（（ 明 （（（ 公文類聚外交門目録　（　明
治（5～（（年

内閣記録課所蔵 大正

（（（（（ 明 （（（ 公文類聚宮廷門目録　（　明
治（5～（（年

内閣記録課所蔵 大正

（（（（（ 明 （（（ 公文類聚儀制門目録　（　明
治（5～（（年

内閣記録課所蔵 大正

（（（（（ 明 （（（ 公文類聚族爵門目録　（　明
治（5～（（年

内閣記録課所蔵 大正

（（（（5 明 （（（ 公文雑纂目録　外務省　明治
（（～（（年

内閣記録課編・所蔵 大正（0・（（年写

（（（（（～
（（（（（

明 （（5 公 文 類聚目録抄　第（（編　
上・中・下　明治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（・
（（（（0

明 （（5 公 文 類聚目録抄　第（5編　
上・下　明治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書



「明治天皇紀」編修史料の一斑（堀口）37

（（（（（・
（（（（（

明 （（5 公 文 類聚目録抄　第（（編　
上・下　明治（5年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（・
（（（（（

明 （（5 公 文 類聚目録抄　第（7編　
上・下　明治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（5・
（（（（（

明 （（5 公 文 類聚目録抄　第（（編　
上・下　明治（7年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（7・
（（（（（

明 （（5 公 文 類聚目録抄　第（（編　
上・下　明治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（ 明 （（5 公文類聚目録抄　第（0編　明
治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（0 明 （（5 公文類聚目録抄　第（（編　明
治（0年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（ 明 （（5 公文類聚目録抄　第（（編　明
治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（ 明 （（（ 公文雑纂　官吏進退目録　明
治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（ 明 （（（ 公文雑纂　官吏進退目録　明
治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（ 明 （（（ 公文雑纂　官吏進退目録　明
治（5年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（5 明 （（（ 公文雑纂　官吏進退目録　明
治（（年

内閣記録課所蔵 大正頃ペン書

（（（（（～
（（（（（

明 （（7 公文雑纂目録　明治（（～（（年 底本・内閣記録課所蔵 大正頃ペン字

（（（（5・
（（（（（

明 （（（ 公文別録索引　（・（ 昭和ペン書　※

（（（（7～
（（（（（

明 （（（ 国会史略　（～（ 底本・水上浩躬所蔵 大正（（年（月タイプ

（（（50 明 （（0 国歌「君か代」の制定年代 芝忠重編 大正頃タイプ
（（（5（ 明 （（（ 国憲取調書類　第四 元老院国憲取調委員会編 大正（（年7月写
（（（5（ 明 （（（ 国憲草案始末 元老院国憲取調委員会編 大正（（年7月写
（（（5（ 明 （（（ 国民之友抄　明治（（年7月～

（0月
昭和ペン書　※

（（（5（ 明 （（（ 御元服定參仕雑記　慶応（年
（0月～（（月

梅渓通善記 昭和（年（（月写

（（（55 明 （（5 御幸書類　明治（（年7月（（日 底本・京都妙法院所蔵 昭和（年（月写
（（（5（ 明 （（（ 御啓沃総覧未定稿 片岡哲編（大正（年（（月） 大正（年　
（（（57 明 （（7 明治二年三月御再幸御供奉御

宿目録（関）
川北久左衛門記 大正（年（（月写

（（（5（ 明 （（（ 御再幸一件留書帳石部　明治
（年正月～（月

小島金左右衛門右保記 大正（年（0月写

（（（5（ 明 （（（ 御再幸御用留四日市　明治（
年

黒川彦兵衛記 大正（年（（月写

（（（（0 明 （50 御再幸供奉御宿割帳　明治（
年（月藤枝

青島清十郎記 大正（年（0月写

（（（（（ 明 （5（ 御再幸供奉御人数宿割控水口　
明治（年（月

底本・河合平次所蔵 大正（年（0月写

（（（（（・
（（（（（

明 （5（ 御入内御用記�一条忠香女美
子（昭憲皇太后）甲・乙　慶応（
年5月～慶応（年（（月　

底本・一条家所蔵 大正写　複製物　

（（（（（ 明 （5（ 西国御巡幸一件（抄録）　明治
5年～7月（ﾏﾏ）

底本・京都府所蔵 昭和（年（月タイプ

（（（（5 明 （5（ 御巡幸御関係資料　明治（（年
7・（月（抄録）厳島神社

底本・厳島神社所蔵 昭和（年5月写
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（（（（（ 明 （55 御巡幸御行列并御供官員　附
北陸東海　明治（（年

大正（年（（月写（明治（（
年刊本の写）

（（（（7 明 （5（ 御巡幸控　明治（（年（抄録）�
厳島神社

厳島神社所蔵 昭和（年5月写　

（（（（（ 明 （57 御巡幸記録　明治（（年　柏崎 底本・新潟県刈羽郡役所蔵 大正（（年（月写
（（（（（ 明 （5（ 御巡幸諸達・下達綴　明治（（

年7月（抄録）
広島市所蔵 昭和（年5月写

（（（70～
（（（7（

明 （5（ 護浄院日記　（（嘉永5・（年）,�（
（安政元～（年）,�（（万延元～文
久（年）,�（（元治元～慶応（年）,�
5（明治元～（年）

底本・京都護浄院所蔵 昭和（年（月写

（（（75～
（（（77

明 （（0 御書籍目録　（～（　侍従職引
継図書寮御下付御処分御預御
下付等目録

大正写

（（（7（ 明 （（（ 御書籍目録　侍従職預明治神
宮納御文庫入

大正写

（（（7（ 明 （（（ 御神事其他御清き事の心覚　
女官用

小池道子記 大正写

（（（（0 明 （（（ 御親征行幸入用留　東寺　慶
応（年（月（月　

底本・東寺所蔵 大正（年（月写

（（（（（ 明 （（（ 御親征御随従日記　慶応（年（
月（（日～閏（月（0日

底本・有栖川宮家所蔵 大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（5 御聖徳餘滴　明治（0年梅津製
紙工場行幸啓

底本・富士製紙株式会社 昭和（年（（月写

（（（（（ 明 （（（ 御還幸御行粧之絵図　安政（
年

底本・維新史料編纂会所蔵 昭和（年（月写

（（（（（～
（（（（（

明 （（7 御造營御用掛日記　嘉永7年（
月（0日～安政（年（月（（日　（
～（

虫鹿豊後守・土山右近将監等
記

大正写

（（（（7 明 （（（ 御即位一会之記　慶応（年（月
～明治（年（月

中原職教記　底本・書陵部所
蔵

大正（年（（月写

（（（（（ 明 （（（ 御即位一会　慶応（年（月～明
治（年（月

中原職教記　底本・書陵部所
蔵

大正（年（（月写　

（（（（（ 明 （70 御東幸記録　明治元年 大正写（筆カーボン）
（（（（0 明 （7（ 御東幸日誌　慶応（年（月 底本・広岡久右衛門所蔵 大正（（年（月写
（（（（（ 明 （7（ 御東幸書類　明治元年 斎藤茂右衛門記　原本　巻末

に記者の奥書印
大正（（年（0月　

（（（（（ 明 （7（ 御東幸一件書抜　明治元年 底本・加藤克明所蔵 大正（5年（（月写
（（（（（ 明 （7（ 御東幸記録　明治元年 飯田武兵衛記 大正（（年（0月写　※
（（（（（ 明 （75 御東幸御当日御継立人足書上

帳水口駅　明治（年（月
底本・河合平次所蔵 大正（年（（月写

（（（（5 明 （7（ 御東幸御道中御休泊覚　明治
元年

底本・維新史料編纂会所蔵 大正（年（0月写

（（（（（ 明 （77 孝明天皇御痘瘡　慶応（年（（
月

底本・書陵部所蔵 大正頃写

（（（（7 明 （7（ 御内儀日記抄　安政5・（年 大正頃写
（（（（（ 明 （7（ 御内儀日記抄　嘉永5～明治5

年
大正頃写

（（（（（～
（500（

明 （7（ 御内儀日記摘要　（～（ 大正（年（月写

（500（ 明 （（0 御堀家文書　伊藤博文・乃木
希典等書簡

昭和（年（～（月写　※

（500（ 明 （（（ 小松帯刀書翰　明治元年（月
（7日

底本・西郷従徳所蔵 昭和5年（月写
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（500（ 明 （（（ 御服御用帳・御総角御小元結
之留　慶応（年

大正頃写

（5005 明 （（（ 御覧済伺済書類送付簿　（　
侍従職　明治（（～（5年　

大正頃写

（500（ 明 （（（ 御覧済伺済書類送付簿　（　
侍従職　明治（5年　

大正頃写

（5007 明 （（（ 御臨幸書類（抄録）明治（（年（・
（月　

佐世保鎮守府秘書記蔵 昭和5年（月写　

（500（ 明 （（5 御臨幸紀要　栃木町　明治（（
年

底本・坂本金一郎所蔵 大正（（年5月タイプ　

（500（～
（50（（

明 （（（ 御檀料仮留　（（文久元年）,（
（文久（年）,（（文久（年）,（（元
治元年）,5（慶応元年）

文久～慶応写　子爵豊岡圭資
寄贈　

大正5年写

（50（（ 明 （（7 近衞師団歴史抄 底本・近衛師団所蔵 昭和（年タイプ
（50（5～
（50（0

明 （（（ 近衛篤麿日記　（～（（　明治
（（年（月～明治（5年（（月

近衛篤麿所蔵　 大正（（～昭和（年写

（50（（ 明 （（（ 近衛篤麿日記　（7　明治（（年
（月～明治（5年（（月　欧米漫
遊雑記・印度洋航海記抄　　

近衛篤麿所蔵 大正（（～昭和（年写

（50（（ 明 （（（ 権典侍様御用雑記　嘉永5年（
月（日～同（年正月（0日

底本・図書寮所蔵　巻末に上
野書記の朱奥書

大正頃写

（50（（ 明 （（0 西郷・勝両雄会見場所の異説
に就いて

猪谷栄五郎述 昭和タイプ　※

（50（（ 明 （（（ 西郷従道侯の海軍に於ける行
実

底本・公爵大山家所蔵 昭和7写　

（50（5 明 （（（ 西郷菊次郎所蔵文書　三条実
美岩倉具視等書状

底本・西郷菊次郎所蔵 昭和（年5月写　

（50（（ 明 （（（ 西郷隆盛書翰 西郷隆盛書 大正（年（月
（50（7 明 （（（ 西郷隆盛ニ関スル懇願書写 （（通　底本・西郷午次郎所蔵 大正（5年（（月タイプ
（50（（ 明 （（5 侯爵西郷吉之助所蔵文書　西

郷吉之助・三条実美・大久保利
通等書

（（通

（50（（ 明 （（（ 埼玉縣飯能町行幸ニ関スル調
査書

底本・埼県入間郡役所所蔵 大正（5年（月タイプ

（50（0 明 （（7 斎藤家文書書簡　威仁親王・
徳大寺実則等書

（（通 昭和（年写

（50（（ 明 （（（ 斎藤利行日記　（　明治（0年　斎藤利行記　底本・山内豊景
所蔵

大正（5年（（月写

（50（（ 明 （（（ 斎藤利行日記　（　明治７～（
年　明治（（～（（年　

斎藤利行記　底本・山内豊景
所蔵　

大正（5年（（月写

（50（（ 明 （（（ 斎藤虎起智所蔵文書　詔書書
翰建言　

底本・斎藤虎起智所蔵（旧岩倉
家所蔵）

大正（（年（月写

（50（（～
（507（

明 （00 斎藤桃太郎日記　（～（（　明
治（7～（5年

斎藤桃太郎記 昭和（年（月写

（507（ 明 （0（ 嵯峨実愛備忘 嵯峨実愛記 昭和（年（（月写
（507（～
（50（（

明 （0（ 嵯峨実愛備忘　（～（（　文久（
年（月～明治（年（月

嵯峨実愛記 昭和（年（（月写

（50（（ 明 （0（ 嵯峨侯爵家文書　明治（～（（
年　

底本・嵯峨公勝所蔵 昭和（年タイプ

（50（5～
（50（（

明 （0（ 嵯峨実愛日記　東京（～7　明
治（～（年

続愚林記　嵯峨実愛記 大正（0・（（年写

（50（（～
（50（（

明 （0（ 嵯峨実愛日記　東京（～（（　
明治（～（（年

日新記　嵯峨実愛記 大正（0年（（年写

（50（7～
（50（（

明 （0（ 嵯峨実愛日記　東京（（～（5　
明治（（～（（年

日次記　嵯峨実愛記 大正（0年（（年写
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（5（00・
（5（0（

明 （0（ 嵯峨実愛日記　東京（（～（7　
明治（7～（（年

日新記　嵯峨実愛記 大正（0年（（年写

（5（0（～
（5（05

明 （0（ 嵯峨実愛日記　東京（（～（（　
明治（（～（5年

続愚林記　嵯峨実愛記 大正（0年（（年写

（5（0（～
（5（（（

明 （0（ 嵯峨実愛日記　東京（～（　元
治元年～慶応（年

続愚林記　嵯峨実愛記 大正（0年（（年写

（5（（（ 明 （05 佐々木高行日記抜書　明治（（
～（0年　

津田茂麿抜書（大正元年（月ペ
ン書）

（5（（（ 明 （0（ 佐々木高行日記　明治（7・（（
年

佐々木高行記　一名・かざし
の桜

大正頃写

（5（（5～
（5（（（

明 （07 佐々木高行日記　（～（（　明
治（（～（（年　

佐々木高行記　津田竹陽輯自
筆ペン書

大正

（5（（（ 明 （0（ 佐々木高行書翰　明治（7年（
月　国体問答

佐々木高行記　 大正頃写

（5（（0 明 （0（ 佐々木侯爵家文書　徳大寺実
則書翰　（

7（通　底本・佐々木行忠所蔵 大正頃写

（5（（（ 明 （0（ 佐々木侯爵家文書　元田永孚
書翰　（

50通　底本・佐々木行忠所蔵 大正頃写

（5（（（ 明 （（0 佐々木高行・勝安房書翰　元
田永孚宛

（通　佐々木高行・勝安房記 大正（年7月写

（5（（（・
（5（（（

明 （（（ 櫻井家文書　（～（ 底本・桜井小太郎 昭和（年7月写

（5（（5 明 （（（ 櫻田事件聞取書　附有村雄助
書翰他

底本・海江田信広所蔵 昭和5年（月写

（5（（（ 明 （（（ 佐世保行幸書類抄　明治（（年 底本・長崎県所蔵 昭和5年（月写
（5（（7 明 （（（ 佐世保行幸紀事抄録 底本・長崎県所蔵 昭和5年（月写（名越常

一）
（5（（（ 明 （（5 明治天皇御降誕御祈願文書　

座摩神社
田中河内介綏猷・大口甲斐守
積善記

昭和（0年（月（（日ペン
写

（5（（（ 明 （（（ 祐宮女房日記抄　安政（年（月
（（日～安政7年（月（（日

大正（年（年（日臨写

（5（（0 明 （（7 祐宮様御側日記　嘉永5～ 中山綱子記・中山忠能書入 大正（年写
（5（（（ 明 （（7 祐宮様御側日記　嘉永（年（月

～
中山綱子記・中山忠能書入 大正（年写

（5（（（ 明 （（7 祐宮様御側日記　嘉永（年（（
月～

中山綱子記・中山忠能書入 大正（年写

（5（（（ 明 （（7 祐宮様御側日記　嘉永7年（月
～

中山綱子記・中山忠能書入 大正（年写

（5（（（ 明 （（7 祐宮様御側日記　嘉永7年（月
～

中山綱子記・中山忠能書入 大正（年写

（5（（5 明 （（7 祐宮様御側日記　安政（年（月
～

中山綱子記・中山忠能書入 大正（年写

（5（（（ 明 （（7 祐宮様御側日記　安政（年（0
月～

中山綱子記・中山忠能書入 大正（年写

（5（（7 明 （（（ 祐宮御色直同御深曾木　安政
元～7年　御内儀日記抄

大正期写

（5（（（ 明 （（（ 祐宮御深曾木同御紐直　一
名・御内儀日記　万延元年

大正期写

（5（（（ 明 （（0 薩長論　東京日日新聞・明治
（（年（月（（日～（（日所載

昭和（年（月写（岡見寛
吉）

（5（50 明 （（（ 明治二年佐屋宿御本陣留 底本・徳川義親所蔵 大正5年（（月写（保持照
治）

（5（5（ 明 （（（ 参考資料　国民之友第5（号　
東京日日新聞・明治（（年（（月7
日～（（月（（日

昭和期写
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（5（5（～
（5（5（

明 （（（ 参考資料　（～5　東京日々新
聞　明治（（年（月（（日～（（月
（5日

昭和期タイプ写

（5（57～
（5（5（

明 （（（ 参考史料調査控　（～（　三条
家以下諸家文書　明治（5～（（
年　

昭和期タイプ

（5（（0～
（5（（（

明 （（5 参考史料調査控　（～（　三条
家以下諸家文書　明治（5～（（
年　　

深谷博治編

（5（（（～
（5（（（

明 （（（ 参考史料雑纂　（～（（（　（～
（（　山本黙夫所藏文書　（（・
（（　有栖川宮家所藏文書　（（　
京都帝室博物館以下五家所藏
文書　（5　元田亨吉所藏文書　
（（　御誓約奉對書（東山御文
庫本）　（7　東山御文庫所藏
文書　（（　市來正哉所藏文書　
（（　尾崎三良所藏文書　（0　
藤波以時　金子堅太郎所藏文
書（（　鹿児島市教育參考記念
館所藏文書　（（　三条公爵家
所藏文書　（（　三条実憲所藏
文書　（（～（（0　雨森巖所藏
文書　（（（～（（（　伊藤公爵家
所藏文書　（右に続く）

（（7　伊藤平藏所藏文書　（（（　
市來正哉外六家所藏文書　
（（（　下郷伝平外十二家所藏
文書　（（0～（（（　一森彦楠所
藏文書　（（（～（（7　藤森高文
所藏文書　（（（　徳大寺家外
十五家所藏文書　（（（　愛甲
兼達外五家所藏文書　（（0　
杉本家所藏文書　（（（　田中
伯爵家所藏文書　（（（　岩倉
具光所藏文書　（（（　大西邦
彦所藏文書　（（（　伊藤公爵
家外十家所藏文書　（（5～（（（　
山本黙夫所藏文書　　（（（　
渡辺霞亭外八家所蔵文書

大正5年（月～（（年7月
写　複製物

（5（（（ 明 （（7 三社明神・和光明神遷座書類　
明治（（年（（月（（日

底本・上御霊社所蔵文書 昭和（年（月タイプ

（5（（（ 明 （（（ 三条実美書翰　岩倉具視宛 底本・入江為守所蔵文書 昭和（年（月写
（5（（（ 明 （（（ 三条実美書翰　蜂須賀茂韶宛 底本・井上省一所蔵文書 昭和（年（（月写
（5（（5 明 （（0 三条公書簡　岩倉公宛 底本・維新史料編纂会所蔵 大正7年5月（0日写
（5（（（～
（5（（（

明 （（（ 三条公爵家文書目録　（～（ 底本・三条実憲所蔵 大正5年（月（5日写

（5（（（ 明 （（（ 三条家文書　東久世通禧等書
翰

底本・三条実憲所蔵文書 大正（・（0年写

（5（（0 明 （（（ 三条公爵家文書写　岩倉具視
書翰等

底本・三条公爵家所蔵 大正（（年写

（5（（（ 明 （（（ 三条家書類　井上馨・大久保
利通等書翰

底本・三条実憲所蔵 大正（（年（月写

（5（（（ 明 （（5 三条家書類抄　岩倉具視等書
翰

底本・図書寮所蔵 昭和期写　

（5（（（・
（5（（（

明 （（（・
（（7

三条家蔵秘簡目次 昭和期タイプ

（5（（5 明 （（（ 三条公行実編輯掛引継史料整
理報告

昭和（年７月（0日本多御用掛
より臨帝へ寄贈

昭和（・5・（孔版　

（5（（（ 明 （（（ 三条実美公年譜資料目録 昭和期写
（5（（7～
（5（（（

明 （（0 三条公爵家文書　（～（　公文
ノ部　学習院・華族会館・華族
ニ係ルモノ

底本・三条公輝所蔵 大正（（年（月写・タイプ

（5（（（～
（5（（（

明 （（0 三条公爵家文書　維新以後建
白請願意見書類　（～（（

底本・三条公輝所蔵 大正（（年（月～昭和（年
7月写・タイプ

（5（（5～
（5（5（

明 （（0 三 条 公 爵 家 文 書　 雑（～（�
〔雑〕7　

底本・三条公輝所蔵 大正（（年（月～昭和（年
7月写・タイプ

（5（5（ 明 （（（ 三条公爵家文書　岩倉具視等
書翰

底本・三条公輝所蔵 昭和（年（（日タイプ

（5（5（ 明 （（（ 三条西季知日記　一名・季知
卿記　　明治（年抄録

底本・三条実義所蔵 昭和5年7写
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（5（5（ 明 （（（ 三世紀事略目次 大正期写
（5（55 明 （（（ 三宮義胤書翰　蜂須賀茂韶宛 底本・東京大学附属図書館所

蔵
大正（5年（月写

（5（5（ 明 （（5 産物御用掛方日記　咸豊（年
（嘉永（年）

亀山里子親雲上・当山親雲上
記　底本・内務大臣官房文書
課所蔵

大正（（年7月写

（5（57 明 （（（ 参謀本部第九課備付古戦史資
料目録

底本・参謀本部編修掛所蔵 昭和5年（0月タイプ

（5（5（～
（5（（（

明 （（7 三峰日記（吉井友実日記）　（
～7　明治（～5年

吉井友実記　底本・吉井幸蔵
所蔵

大正（（年（（月写

（5（（5 明 （（（ 参与助役備忘　慶応（年（（月
（0日～慶応（年（月（（日　

柳原前光記　底本・柳原家所
蔵

昭和期写

（5（（（ 明 （（（ 山陵御参拝之砌御小休御入用
書

隠岐出雲守記　底本・青蓮院
所蔵

昭和期写

（5（（7 明 （50 三十七八年戦没近衛師團戦歴
概要　近衛師団歴史抄出

昭和期タイプ

（5（（（ 明 （5（ 貞宮御降誕書類　明治（0年（
月

明治期　原本

（5（（（ 明 （5（ 貞宮御産所日誌　明治（0年（
月（日～（（月（（日

岡本所保・押賀晃・丹羽長之記　
原本

（5（70 明 （5（ 貞宮御容体書綴　明治（（年（（
月～明治（（年（月

岡玄卿等記　原本

（5（7（ 明 （5（ 貞宮御養育主任楫取素彦日記　
明治（0年（月～明治（（年（月

楫取素彦記　原本

（5（7（ 明 （55 貞宮御側女中日記　明治（0年
（月（（日～明治（（年（月（日

大正（（年（月楫取三郎より臨
帝へ寄贈

（5（7（～
（5（75

明 （5（ 貞宮御殿詰属日記　（～（　明
治（0年（月（日～同（（年（月（0
日　

押賀晃・丹羽長之等記　原本　

（5（7（ 明 （57 貞宮妙義御旅行書類　明治（（
年

原本　大正（（年（月楫取三郎
より臨帝へ寄贈

（5（77 明 （5（ 貞宮殿下青梅町及神奈川県下
へ御避暑関係書類

原本　大正（（年（月楫取三郎
より臨帝へ寄贈

（5（7（ 明 （5（ 貞宮附稟議案并通知綴 原本　大正（（年（月楫取三郎
より臨帝へ寄贈

（5（7（ 明 （（0 貞宮御殿へ諸向ヨリ通知綴 原本　大正（（年（月楫取三郎
より臨帝へ寄贈

（5（（0 明 （（（ 貞宮御殿へノ通牒綴東宮職及
宮御殿ヨリ

原本　大正（（年（月楫取三郎
より臨帝へ寄贈

（5（（（ 明 （（（ 貞宮御殿仮年中行事 原本　大正（（年（月楫取三郎
より臨帝へ寄贈

（5（（（～
（5（（（

明 （（（ 侍従日録　（～5（　明治（年（（
月7日～同（5年（月5日

綾小路・広幡・東園以下記　　

（5（（（ 明 （（（ 修大日本史例 底本・彰考館所蔵 大正（年5月写
（5（（5・
（5（（（

明 （（5・
（（（

衆議院議員選挙法会議筆記　
明治（（年（（月（（日～（（月7日

原本　枢密院所蔵 昭和（年（月タイプ　

（5（（7 明 （（7 独乙伯林日本学会保管シーボ
ルト家所蔵文書　

昭和（年藤井基太郎より臨帝
へ寄贈

藤井基太郎採録　昭和
初期写

（5（（（ 明 （（（ 修学院上下御茶屋御新造御修
復仕様帳　文政5年

底本・内匠寮所蔵 大正（（年（月写　

（5（（（ 明 （（（ 修学院離宮考　 冨岡百練編　底本・主殿寮京
都出張所蔵　

大正（年（0月写　複製
物

（5（（0 明 （70 修学院離宮記　 富岡百練編　底本・内匠寮所
蔵

大正（（年（月写　複製
物
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（5（（（ 明 （7（ 修学院離宮考　合綴・二条離
宮略考　　　　

富岡百練編　底本・主殿寮京
都出張所所蔵

大正（年

（5（（（ 明 （7（ 集議院行幸手続書扣　 内題「明治二己巳年九月廿七
日集議行幸手続書御手扣」

大正（5年（月写

（5（（（ 明 （7（ 十五箇日日記　明治（（年（月（
日～（（日

桜井将監記 昭和（年7日写　

（5（（（ 明 （7（ 襲明閣記 片猷記（安政（年5月） 大正（年（月7日ペン写
（5（（5 明 （75 侍従武官長岡沢精日記　明治

（（年（月（0日～（月（0日
岡沢精記 昭和（年7月写

（5（（（ 明 （7（ 侍従職恒例摘要 底本・侍従職所蔵 大正7年（月写
（5（（7 明 （77 侍従職職員録 昭和（年写
（5（（（ 明 （7（ 侍従封目録　大正（年（月調 大正（（年（月写
（5（（（～
（5（5（

明 （7（ 侍従武官御差遣報告　（～（　
明治（（年～大正元

高橋義章・上田兵吉等記 大正（年（月月写

（5（5（・
（5（5（

明 （（0・
（（（

侍従武官出張摘要簿　明治（（
～（5年

大正昭和頃写・鉛筆書

（5（5（ 明 （（（ 日清戦争陣中日誌　明治（7年
（月（7日～明治（0年（（月（（日　

侍従部官記　底本・侍従武官
所蔵

大正（0年（月5日写

（5（55～
（5（7（

明 （（（ 明治天皇侍従武官日誌　（～
（（　明治（0年（（月（（日～大正
元年（（月（（日　

底本・侍従武官府所蔵 大正（0年（月写

（5（7（ 明 （（（ 賜杖ノ由来変遷及杖制 図書寮編（大正（（年（月（（日
調）

大正期タイプ

（5（7（ 明 （（5 紫宸殿清涼殿御装束 大正・昭和頃写
（5（75 明 （（（ 安房下総上総常陸四州各藩処

分手記
柳原前光記　底本・柳原義光
所蔵

大正（0年5月（日写

（5（7（ 明 （（7 史談会採集史料　纂輯史料目
録

史談会編　底本・維新史料編
纂局所蔵

大正・昭和頃写　

（5（77 明 （（（ 史談会史料目録 史談会編（明治（（年（月）　底
本・維新史料編纂局所蔵

昭和（年7月タイプ

（5（7（～
（5（（0

明 （（（ 下橋敬長談話筆記　上・中・下 下橋敬長述（大正（0年5月（（日
～（0月（日）

大正（0年（月写

（5（（（ 明 （（0 下橋敬長講演筆記　朝廷の実
務と儀礼等

下橋敬長述（大正（0年7月（5～
（（日）

大正（0年7月写

（5（（（ 明 （（（ 島津公爵家蔵書類目録 内扉「明治三十五年八月御下
渡御書状控三年町島津家家政
所」

大正・昭和頃タイプ

（5（（（～
（5（（（

明 （（（ 下御霊神社日記抄録　（～（　
嘉永5年（月（（日～明治（年（（
月（（日

斎部定信・信興・興通記　底
本・下御霊神社所蔵

昭和（年（月写

（5（（7 明 （（（ 攘夷私衷　岩倉具視意見・木
戸孝允宛

岩倉具視述・松室伊豫録　底
本・市来正哉所蔵

大正（0年5月（日写

（5（（（ 明 （（（ 詔勅集　明治（5～（0年 大正・昭和写
（5（（（～
（5（（（

明 （（5 詔勅集　（～（　明治（5年～（7
年

底本・内閣記録課所蔵 大正（年（月写

（5（（（ 明 （（（ 侯爵尚家蔵書目録　明治（（年
（月

底本・尚昌所蔵 大正（（年（月写

（5（（（ 明 （（7 時論三策（清露葛藤）�明治（（
年

曽我祐準記　底本・曽我祐準
所蔵

大正（（年（月タイプ

（5（（（ 明 （（（ 城山先生会計官奉職中事歴　
明治（（年

下村敬民記　底本・立花寛治
所蔵

大正（（年（月写　

（5（（5 明 （（（ 小豆島御寄泊私記　明治（（年
5月

森遷記 大正（（年5月写

（5（（（ 明 500 常例外御試嘗留鈔　明治（～
（（年　侍従職日録抄出

臨時帝室編修局編 大正・昭和頃写
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（5（（7 明 50（ 諸願建白書抜萃 底本・図書寮所蔵 大正7年（（月写
（5（（（ 明 50（ 社家次第　慶応（年（月（日 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写
（5（（（ 明 50（ 諸奉行次第　慶応（年 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写
（5500 明 50（ 諸儀雜集　明治（（年（（月（（日 久我建通録 大正・昭和頃写
（550（ 明 505 植民史抄訳　ブリタニカ・

オーストラリヤ所収
巻末「ブリタニカ・オーストラ
リアの項中・植民史より抄訳」

大正・昭和頃写　

（550（ 明 50（ 職員録　明治元年7月～明治
（0年（（月

底本・図書寮所蔵 大正・昭和頃写

（550（ 明 507 昭憲皇太后御事歴綱要　（　
大正（年（（月5日～大正7年7月
（0日（皇后宮職職制

底本・図書寮所蔵 大正・昭和頃写

（550（～
（55（（

明 50（ 昭憲皇太后御事歴材料　（～（　
大正（年（（月5日～大正7年7月
（0日（皇后宮職職制・大正（5年
写）

大正（～7年写

（55（（ 明 50（ 昭憲皇太后御事歴材料　（0　
皇后宮職制　大正（年（（月5日
～大正7年7月（0日（皇后宮職
職制・大正（5年写）

皇后宮職職制・大正（5
年写

（55（（ 明 50（ 昭憲皇太后御幼時御行状一班 貫名正祁記　底本・貫名美名
彦所蔵

昭和（年（月写

（55（5 明 5（0 渋沢編纂所図書目録 底本・渋沢編纂所蔵 大正（（年（写
（55（（ 明 5（（ 条約改正関係ノ由来 金子堅太郎述（昭和5年（（月（5

日）
昭和（年（月タイプ

（55（7 明 5（（ 条約改正記事 青木周蔵記（明治（（年（月（（
日）

大正（（年（月写

（55（（・
（55（（

明 5（（ 条約改正参照書　（～（ 底本・外務省所蔵 昭和（年（月タイプ

（55（0 明 5（（ 条約改正問答書　報知新聞・
明治（（年7月（日～明治（（年7
月（（日所載

昭和頃写

（55（（・
（55（（

明 5（5 条約改正一件書類　上・下 底本・岩倉公爵家所蔵 大正（年（0月（（日写

（55（（ 明 5（（ 条約改正書類 大正・昭和頃タイプ
（55（（ 明 5（7 大隈外務大臣時代�条約改正

問題一件　一般的経過
底本・外務省所蔵 大正・昭和頃タイプ

（55（5 明 5（（ 大隈外務大臣時代　条約改正
問題一件　（　米

底本・外務省所蔵 大正・昭和頃タイプ

（55（（・
（55（7

明 5（（ 大隈外務大臣時代　条約改正
問題一件　（・（　仏�上・下

底本・外務省所蔵 大正・昭和頃タイプ

（55（（ 明 5（（ 大隈外務大臣時代�条約改正
問題一件　（　独

底本・外務省所蔵 大正・昭和頃タイプ

（55（（ 明 5（（ 大隈外務大臣時代�条約改正
問題一件　5　露

底本・外務省所蔵 大正・昭和頃タイプ

（55（0 明 5（（ 大隈外務大臣時代�条約改正
問題一件　（　英

底本・外務省所蔵 大正・昭和頃タイプ

（55（（ 明 5（（ 条約改正ニ関スル断案 榎本武揚記　底本・中田敬義
所蔵

大正（（年（写

（55（（ 明 5（0 榎本外務大臣在職中条約改正
ニ関スル処理沿革

中田秘書官編　底本・外務省
所蔵

大正・昭和頃写

（55（（ 明 5（（ 上奏ノ事ニ関志伊藤春畝公考
案　伊藤博文考案

底本・星野武男所蔵 昭和（（年（月（日タイプ

（55（（・
（55（5

明 5（（・
5（（

昌平遺響 高橋勝弘編　底本・大久保利
講所蔵

昭和7年タイプ
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（55（（～
（55（（

明 5（（ 書翰帖　西郷従道宛書翰集　
（～（

底本・西郷従徳所蔵 昭和（年（月写・タイプ

（55（0～
（55（（

明 5（5 諸家系譜　（～（　江戸・明治
期

大正・昭和頃写

（55（（ 明 5（（ 諸家書翰集　吉田清風宛 底本・吉田清風所蔵 大正（年（0月（日写
（5550～
（555（

明 5（7 諸家履歴　（～5 大正（（年写・タイプ

（5555 明 5（（ 諸御所御祈祷要記抜萃清荒神
社関係　

全乗録（嘉永（年（月（日～大正
（（年（月）�原本

大正（（年（月（日

（555（～
（55（7

明 5（（ 臨時帝室編修官出張報告　目
録共　（・（,（（～（0,（0別冊,（（～
（（

本居清造・渡辺幾治郎等記　
原本

大正（（年（0月～昭和（（
年（0月

（55（（ 明 5（0 処蕃趣旨書 野口常共記（明治（年（月（日）�
底本・早稲田大学図書館所蔵

大正・昭和頃写

（55（（～
（5（0（

明 5（（ 処蕃提要　前編　（～（ 底本・早稲田大学図書館所蔵 大正（5年（月写

（5（05 明 5（（ 処蕃提要前編附録 底本・早稲田大学図書館所蔵 大正（5年（月写
（5（0（～
（5（（（

明 5（（ 処蕃提要　後編　（～7 底本・早稲田大学図書館所蔵 大正（5年（月写

（5（（（～
（5（（（

明 5（（ 資料雑纂　（～50　明治（（年（
月～明治（7年（（月（有欠）　

臨時帝室編修局編 大正・昭和頃写　

（5（（（ 明 5（（ 史料編纂掛　外交文書編纂部
図書目録

維新史料編纂会編 大正（（年（月写

（5（（（ 明 5（（ 神祇省行幸始列帳　明治5年（
月（日　

底本・松川春文蔵 大正（年（月写

（5（（5 明 5（5 新橋行幸次第　明治5年 底本・大原重明所蔵 昭和（年7月写　
（5（（（ 明 5（（ 神宮行幸辨 底本・御巫清白所蔵 大正（年7月写　
（5（（7 明 5（7 信使日記　明治（年 昭和（年　朝鮮金綺秀記 昭和（年（（月タイプ
（5（（（ 明 5（（ 任免・振天府拝観・勅諭下附　

明治（（年
大正・昭和写

（5（（（ 明 5（（ 明治三十四年振天府拝観・三
十四年統計材料　神宮式年御
造替資料　第三部

大正・昭和頃写

（5（70 明 5（0 振天府説明 底本・侍従武官府所蔵 大正（年（月（0日写
（5（7（ 明 5（（ 振天府説明書 底本・侍従武官府所蔵 大正（0年（月7日写
（5（7（ 明 5（（ 振天府工事録（抄）�明治（（～

（（年
底本・図書寮蔵 昭和（年（（月タイプ

（5（7（ 明 5（（ 新聞密報 底本・市来正哉所蔵 大正（0年（月7日写
（5（7（ 明 5（（ 新聞記事雑纂　日本・万朝報・

東京日日新聞
大正・昭和頃タイプ及
び写

（5（75 明 5（5 准后新殿御造営御用雑記　慶
応（年7月（（日～慶応（年（月5
日

梅渓通善記　底本・梅渓通虎
所蔵

昭和（年（（月写

（5（7（ 明 5（（ 神祇官備忘　明治（年（月5日
～明治（年（（月（（日

梅渓通善記　底本・梅渓通虎
所蔵

大正（0年（0月写

（5（77・
（5（7（

明 5（7 神祇官沿革物語　（～（ 常世長胤記　底本・国学院大
学所蔵

昭和（年タイプ

（5（7（～
（5（（（

明 5（（ 引継宸翰目録　大正（年調　（
～（

底本・侍従職所蔵 大正（（年（月写

（5（（（～
（5（（5

明 5（（ 干支宸翰目録　大正7年調　（
～（

底本・侍従職所蔵 大正（（年（月写

（5（（（ 明 550 宸翰目録　大正5年調　 底本・侍従職所蔵 大正（（年（月写
（5（（7 明 55（ 清国事変要録 外務省編 大正・昭和頃タイプ�
（5（（（ 明 55（ 清国革命資料 底本・外務省蔵 大正・昭和頃タイプ
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（5（（（ 明 55（ 新日本抄訳 英国ジョン・ブラック記 大正・昭和頃写
（5（（0 明 55（ 枢密院議場布設略図 冊子　底本・内匠寮所蔵 大正（（年（月写　
（5（（（～
（570（

明 555 末松子爵家所蔵文書　（～（（ 底本・末松春彦所蔵 昭和（（年（月（（日タイ
プ　※

（5707 明 55（ 鈴木家文書 底本・鈴木和雄所蔵 昭和（年（月写
（570（ 明 557 崇徳天皇神霊御還遷御列書　

慶応（年（月（日
底本・久世家所蔵 大正・昭和頃写

（570（ 明 55（ 寿万宮御降誕略記御内儀本抄
録

大正頃写ｶ

（57（0・
（57（（

明 55（ 聖徳餘馨雑纂　（・（ 股野琢編

（57（（・
（57（（

明 5（0 聖徳記念絵画館画題説明　（・
（

藤波言忠・池辺義家編 大正7年写

（57（（ 明 5（（ 政府達書　明治（（抄録）� 底本・山内豊景所蔵 昭和（年（月写
（57（5 明 5（（ 西南戦役余談 曽我祐準記　底本・曽我祐準

所蔵
大正（（年（月タイプ

（57（（ 明 5（（ 静寛院宮日誌　明治元年（月（
日～（（月（（日

寛院宮親子内親王御記 大正・昭和頃写

（57（7 明 5（（ 住吉神社聖上御参拝記　明治
（0年（月（（日～（（日

大正・昭和頃写

（57（（ 明 5（5 青蓮院門跡什器帳　明治（（年
（（月　京都府届

底本・青蓮院所蔵の巻本　青
蓮院住職吉水寛昌以下の署名
あり

昭和（年5月写

（57（（ 明 5（（ 世界週航記抄訳 クルーゼンステルン記 大正・昭和頃写
（57（0 明 5（7 贈位先賢遺墨　附贈位先賢遺

墨陳列目録
大正7年5月写

（57（（～
（57（0

明 5（（ 贈右大臣大久保公日記　（～
（0　安政（年（（月（日～明治（0
年（月（日

大久保利通記　 大正（0年（月～大正（（
年（（月写

（57（（ 明 5（（ 壮士ニ関スル書類編冊　明治
（（年

底本・滋賀県警察部保管 昭和（年（月タイプ

（57（（ 明 570 贈従四位川路聖謨遺書目録 大正・昭和頃タイプ　
（57（（ 明 57（ 僧侶次第　慶応（年（月（日 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写
（57（（ 明 57（ 曽我祐準自叙伝　第（～（編 底本・曽我祐準所蔵・記 大正（（年（月写
（57（5 明 57（ 副島伯経歴偶談 副島種臣述 大正（5年（月タイプ
（57（（ 明 57（ 副島種臣建言　明治（5年（月

（（日
副島種臣記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（月写

（57（7 明 575 続再夢記事　慶応（年（月～（
月

村田氏寿記 大正・昭和頃写

（57（（ 明 575 続再夢記事　慶応（年5月 村田氏寿記 大正・昭和頃写
（57（（ 明 575 続再夢記事　慶応（年（月～（0

月
村田氏寿記 大正・昭和頃写

（57（0 明 57（ 尊像尊牌併合ノ沿革　京都府
下各寺院安置

外崎覚編　底本・外崎覚所蔵 昭和（年（月タイプ

（57（（ 明 577 尊像尊牌拝見調査録 外崎覚編　底本・外崎覚所蔵 昭和（年（月タイプ
（57（（～
（57（（

明 57（ 第一回日英協約締結ニ関スル
資料　（～（　

底本・外務省所蔵 昭和（年（月写及びタイ
プ

（57（5・
（57（（

明 57（ 第二回日英協約締結二関スル
資料　（・（

底本・外務省所蔵 大正・昭和頃写

（57（7・
（57（（

明 5（0 第三回日英協約締結二関スル
資料　（・（

底本・外務省所蔵 大正・昭和頃写

（57（（ 明 5（（ 大逆事件判決書 大正・昭和頃タイプ�
（5750 明 5（（ 大婚廿五年盛典奉賀詠進歌　

明治（7年
底本・御歌所所蔵 昭和（年（月写
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（575（・
（575（

明 5（（ 明治四年大嘗会記　（・（ 底本・式部職所蔵 大正（0年（月（日写

（575（～
（575（

明 5（（ 大事記　（～（　東京日々新聞
抄録　明治7～（5年

大正・昭和頃写及びタ
イプ�

（5757 明 5（5 太政類典宮内門目録　慶応（
年～明治（（年

明治（ﾏﾏ）・大正頃写

（575（ 明 5（（ 太政類典儀制門目録　慶応（
年～明治（（年

明治（ﾏﾏ）・大正頃写

（575（ 明 5（7 太政類典制度門目録　慶応（
年～明治（（年

明治（ﾏﾏ）・大正頃写

（57（0 明 5（（ 太政類典官規門目録　慶応（
年～明治（（年

明治（ﾏﾏ）・大正頃写

（57（（～
（57（（

明 5（（ 高辻修長日記　（～（　明治（（
年（月（日～明治（0年（（月（（日

高辻修長記 大正（5年（月～昭和（年
（月写・及びタイプ

（57（（ 明 5（0 高辻修長日記抄　明治（5～（0
年

高辻修長記 大正頃写

（5770 明 5（（ 高崎行在所平面図竝ニ臨幸記
事　明治（（年（0月（（日

松本詢・中島伊平記　昭和（年
（0月高崎市役所寄贈

大正・昭和頃写タイプ・
孔版

（577（～
（577（

明 5（（ 高松宮文書　（～（ 底本・高松宮家所蔵 昭和（年写・タイプ

（577（ 明 5（（ 威仁親王御行実関係書類目録 底本・高松宮家所蔵 大正（5年（（月写
（57（0 明 5（（ 崇仁親王殿下御素讀始次第書　

大正（（年（月（日
底本・澄宮御殿所蔵 昭和（年（月タイプ

（57（（ 明 5（5 伊達宗城御手留日記　慶応（
年（月～慶応（年（月

伊達宗城記　底本・山内豊景
所蔵

昭和5年（月タイプ

（57（（ 明 5（（ 伊達宗城日記抄　明治（年（月
（（日～（月（（日

伊達宗城記　底本・維新史料
編纂事務局所蔵

大正（（年写

（57（（ 明 5（7 田中光顕伯謹話 田中光顕述 大正・昭和頃写
（57（（ 明 5（（ 田巻家文書　西郷吉之助・木

戸孝允等書簡
底本・田巻堅太郎所蔵 昭和（年（月写　

（57（5 明 5（（ 玉松真弘・矢野玄道建白書　
明治（年（月

玉松真弘・矢野玄道記 大正5年（（月写

（57（（～
（5（（7

明 （00 熾仁親王御日記　（～（（　慶
応（年（月～明治（（年（月

底本高松宮家所蔵 大正（（年～昭和（年写・
タイプ

（5（（（ 明 （0（ 玉松真弘伝 藤原公叙記　底本・玉松公秋
所蔵

昭和（年（（月タイプ

（5（（（～
（5（（（

明 （0（ 玉木家文書　（～（ 底本・玉木正之所蔵 昭和（年（（月写　

（5（（（ 明 （0（ 玉木家文書 底本・玉木正之所蔵 昭和（年（月ペン書
（5（（（～
（5（（（

明 （0（ 駐清要録草案　（～（　明治7
年（月（（日～同（年7月（日　

底本・柳原義光蔵 大正（（年（（月写

（5（（（ 明 （05 明治二年中宮行啓一件　御東
行（抄録）

底本・京都府蔵 昭和（年（月タイプ

（5（（（ 明 （0（ 省中誌　明治（年（月（（日～7
月（7日

柳原前光記　底本・柳原義光
所蔵

大正7年（0月写

（5（（（～
（5（（（

明 （07 使清日記　上（明治（年7月（日
～（月（（日）・中（明治（年（月（
日～（0日）・下（明治（年（0月（
日～（（月（7日）　

柳原前光記　底本・柳原義光
所蔵

大正（（年（月写

（5（（7 明 （0（ 使清日記稿　明治（年（月（日
～（月（0日

柳原前光記　底本・柳原義光
所蔵

大正（（年（月写

（5（（（・
（5（（（

明 （0（ 明治三年入清録（草稿）�上・下 柳原前光記　底本・柳原義光
所蔵

大正（（年（～（月写　

（5（（0～
（5（（（

明 （（0 輒誌　明治元年～（年・明治（
～（（年　柳原前光手記

底本・柳原義光蔵 大正（0年（月～大正（（
年（（月写
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（5（50 明 （（（ 地下諸役之事 底本・東山御文庫所蔵 大正（年（0写
（5（5（ 明 （（（ 皇室略牒　明治（（～（（年 大正写・朱校書入あり
（5（5（ 明 （（（ 地下次第　安政5年（月 大正（年7月（（日写
（5（5（ 明 （（（ 地下次第　慶応（年（月 大正（年7月（（日写
（5（5（～
（5（（（

明 （（（ 地下　（～（　嘉永5年　安政
元年～（年　安政5年　万延元
年　文久元年・（年　慶応元
年・（年

大正（年7月（（日写

（5（（（ 明 （（（ 地下　嘉永5年 原本　大正5年葉室長通寄贈
（5（（（～
（5（（（

明 （（（ 地下　安政元～（年 原本　大正5年葉室長通寄贈

（5（（7 明 （（（ 地下　万延元年 原本　大正5年葉室長通寄贈
（5（（（・
（5（（（

明 （（（ 地下　文久元～（年 原本　大正5年葉室長通寄贈

（5（70 明 （（（ 地下　慶応元年 原本　大正5年葉室長通寄贈
（5（7（ 明 （（5 茶顚翁中山元成略伝 底本・中山寛六郎所蔵 大正7年（月（（日写
（5（7（ 明 （（（ 朝廷御沙汰書　明治（年巳正

月ヨリ別記
底本・山内豊景所蔵 昭和（年（月写

（5（7（～
（5（75

明 （（7 徴士日記　（～（　明治元年（
月～明治（年（月

立花親雄記　底本・立花寛治
所蔵

大正（（年（月写

（5（7（・
（5（77

明 （（（ 勅語言上集　甲・乙　明治元
～（（年・明治（7～（（年

底本・式部職所蔵 大正（・（0年写

（5（7（～
（5（（（

明 （（（ 勅語言上集　第（～第（（　明
治元～（（年・明治（7～（（年　

底本・式部職所蔵 大正（・（0年写　

（5（（0 明 （（（ 勅語竝令詞録　明治（（年　 底本・式部職所蔵 大正（0年5月
（5（（（～
（5（（（

明 （（0 勅語録　（～（　明治元～（（年　底本・式部職所蔵 大正（年（月写

（5（（（～
（5（（（

明 （（（ 東山御文庫勅封御物目録　（
～5　従第（番至第百番　

底本・侍従職蔵 大正（（年（月写

（5（（（ 明 （（（ 長勲公済美録稿本　附録　明
治（7年

昭和（年5月浅野侯爵家寄贈 大正写

（5（00 明 （（（ 儲君親王御日記　万延元年～
慶応（年抄

梨木持子記　 大正7年（0月写

（5（0（ 明 （（（ 儲君親王祗候備忘　自文久（
年（月～至慶応元年（月

石野基安記 昭和初期写

（5（0（ 明 （（5 通信全覧目録　附公文目録 外務省編 大正写
（（（（（ 明 （（（ 角筆記 高辻修長記　底本・高辻修長

所蔵
大正（0年5月（日写　

（5（0（ 明 （（7 壺切御剣考 亀山玄明記　 大正5年（0月（（日写
（5（0（～
（5（0（

明 （（（～
（（0

帝国憲法ニ関シ歐米人ノ意見
上奏ノ顚末

金子堅太郎述（昭和5年（（月（5
日）

昭和（年正月タイプ

（5（07・
（5（0（

明 （（（ 帝室御基本書類　上・下 底本・岩倉公爵家蔵 大正5年（月（（日写

（5（0（～
（5（（（

明 （（（ 帝室日誌　（～5　明治元～5
年　

底本・図書寮所蔵 大正（～（（年写

（5（（（ 明 （（（ 帝室礼式等ニ関スル取調書類 大正（年正月写
（5（（5 明 （（（ 丁丑役夢ノ記　明治（0年西南

ノ役
河野主一郎著　底本・河野主
一郎所蔵

大正（0年5月写

（5（（（ 明 （（5 丁卯戊辰復古雑記　慶応（・（
年

底本・岩倉公爵家所蔵 大正（年（0月（（日写

（5（（7 明 （（（ 帝陵記 進藤千尋著　底本・下橋敬長
所蔵

大正（0年5月写

（5（（（ 明 （（7 出がら繭の記 渋沢栄一述（昭和（年（0月）�底
本・土御門晴喜所蔵

昭和（年5月タイプ
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（5（（（ 明 （（（ 寺内統監上奏書　明治（0年（
月

寺内正毅奏 昭和タイプ　※

（5（（0～
（5（（（

明 （（（ 寺内伯爵家文書　（～7 昭和（～7年写・タイプ

（5（（7～
（5（（5

明 （（0 寺内正毅日記　（～（　明治（5
～（5年　

寺内正毅記　底本・寺内寿一
所蔵

昭和（年（月写

（5（（（ 明 （（（ 寺島家文書　岩倉具視・三条
実美等書翰

大久保一蔵所蔵　 昭和タイプ

（5（（7 明 （（（ 典薬寮医師家伝抄録 底本・藤木経輝所蔵 昭和（年（月写
（5（（（ 明 （（（ 法規分類大全仮総目次　第（・

（編
大正・昭和頃タイプ

（5（（（ 明 （（（ 寺島宗則・吉田清成往復書信　
明治（～（（年

底本大西邦彦蔵 大正（5年（月タイプ

（5（（0 明 （（5 天皇御元服後宴賀表並恩赦等
儀付人々進退

茲野井公麗作　底本・近衛家
本

大正

（5（（（ 明 （（（ 明治十七年三月十日御浜延遼
館ニ於テ天覧角觝勝負附

底本・東京大角力協会 大正（5年7月謄写

（5（（（ 明 （（7 天覧物品目録　妙法院　明治
（（年7月

底本・妙法院蔵 昭和（年正月タイプ

（5（（（ 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（　
手控一　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（（（ 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（　
手控二　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（（5 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（　
手控三　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（（（ 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（　
手控五　列五別々五七　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（（7 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　5　
手控六　氷川社行幸御用掛　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（（（ 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（　
堂上諸侯諸官役々月手当渡控　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（（（ 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　7　
御再幸御列控　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（50 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（　
御東幸御用日記　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（5（ 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（　
道中御用日記　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（5（ 明 （（（ 東幸御用書類之内　其二　（0　
道中御用日記　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（5（ 明 （（（ 東幸御用書類　其二　（（　御
先着之面々　十月分手当渡方
之控御当日後着堂上諸侯諸官
役々月手当渡方控静寛院宮御
上京御道筋御入用金渡於東京
御貸上金之次第書　

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（5（ 明 （（（ 御先用清算帳　御当日御道中
清算帳　御東幸御入用差引勘
定帳　十月分勘定帳　御跡拂
清算帳　御東幸御入用総計勘
定帳

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写　

（5（55 明 （（（ 御東幸供奉之面々支度料月手
当御定帳　御東幸供奉之面々
支度料　月手当御定帳　御東
幸供奉皇都にて相渡支度料留

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写　

（5（5（ 明 （（（ 御入用金請取元 大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写　
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（5（57 明 （（（ 御東幸御道中筋御休泊留帳 大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写　

（5（5（ 明 （（（ 御東幸御列附 大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写　

（5（5（ 明 （（（ 御東幸御道筋御親恤金被下控
氷川社行幸御道筋御親恤金被
下控大津駅より品川宿迄七拾
歳以上九拾歳以上之者共被下
物并孝子義僕之者江被下物神
奈川駅藤沢駅品川駅迄類焼之
者江難渋ニ付被下物御東幸御
道筋御親恤金清算帳

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写　

（5（（0 明 （（（ 一ノ宮行幸供奉名前帳　武州
一ノ宮行幸ニ付十月廿日五辻
殿始諸司ヨリ御道筋其外見分
諸入用氷川社行幸御用掛リ日
記

大正（年（月（（日三井家より寄
贈

明治（（年（0月写

（5（（（ 明 （（（ 東海鎮撫備忘記　慶応（年正
月（5日～慶応（年閏（月（日

柳原前光記　底本・柳原義光
所蔵

大正（0年（0月（5日写

（5（（（ 明 （50 東京御再幸供奉雑誌　明治（
年（月～（（月

竹屋光昭記　底本・大武文夫
所蔵

昭和（年7月写

（5（（（ 明 （5（ 東京行幸之砌御小休御入用書　
明治元・（年

底本・青蓮院所蔵 大正写

（5（（（ 明 （5（ 東京帝国大学行幸天覧標本古
文書目録　明治（（～（5年

底本・東京大学 大正（（年（（月写

（5（（5 明 （5（ 東宮御慶事奉祝会書類抜萃　
明治（（～（（年

底本・東京市役所所蔵 大正写　

（5（（（ 明 （5（ 東宮関係事項　明治（（年 大正写
（5（（7 明 （55 東郷元帥戦時日記　明治（7年 東郷平八郎記 昭和（（年5月（（日タイ

プ　※
（5（（（ 明 （5（ 東寺日記草稿　慶応（年（・7月　

明治元年正月抄録
底本・東寺所蔵 昭和（年正月写

（5（（（ 明 （57 独逸帝室家系之一班 藤波言忠作 大正写�「藤波蔵書」印
（5（70 明 （5（ 独逸帝室財産一班 藤波言忠作 大正写�「藤波蔵書」印
（5（7（ 明 （5（ 東征紀略　全　明治元年（月

～（（月
底本有栖川宮家蔵 大正（年写

（5（7（ 明 （（0 慶応戊辰　東征御沙汰書 底本・山内豊景所蔵 昭和（年（月写
（5（7（ 明 （（（ 東部検閲使御旅中日記　明治

（年（月（（日～（（月（（日
谷国之助・吉田誠之輔記　底
本小松侯爵家蔵

大正写

（5（7（ 明 （（（ 東洋に於ける米国の外交抄訳 ジョン・W・フォスター著 大正写
（5（75 明 （（（ 東洋ニ関スル自（（（0年至（（（（

年報抜萃（英文）
底本・慶応義塾所蔵 大正（（年写

（5（7（ 明 （（（ 極東の事情（英文） 金子堅太郎著　昭和（年 昭和（年（（月タイプ
（5（77 明 （（5 特殊御祭文及綸旨　嘉永（年

～明治（0年
大正写

（5（7（ 明 （（（ 徳大寺家旧蔵文書目録 底本藤本清太郎蔵 大正（年（月写
（5（7（ 明 （（7 旧徳大寺家蔵諸文章目録 底本藤本清太郎蔵 大正（年5月写
（5（（0 明 （（（ 侍従長徳大寺実則日記抄　自

明治（（年（月至明治（（年（（月
徳大寺実則記　底本・徳大寺
公爵家所蔵

複製物

（5（（（～
（5（（0

明 （（（ 侍従長徳大寺実則日記　（～
（0　自明治（（年（月至大正（年
5月　

徳大寺実則記　底本・徳大寺
公爵家所蔵

複製物

（5（（（ 明 （70 別冊　侍従長徳大寺実則日記　
自明治（7年（月至明治（（年7月　

徳大寺実則記　底本・徳大寺
公爵家所蔵

複製物

（5（（（ 明 （7（ 時計獻上一件 武岡豊太講演 昭和（年　複製物
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（5（（（ 明 （7（ 友国家文書 底本友國亀太郎蔵 大正（（年（月写
（5（（（ 明 （7（ 具視公建言書　明治7～（5年 岩倉具視作 大正写
（5（（5～
（（0（（

明 （7（ 豊岡家記録　（～（（　文化5年
～明治（（年

原本・写本　大正（年（月豊岡
圭資より寄贈

大正（年　

（（0（（～
（（07（

明 （75 内勘文　慶応四　（～（（　 土御門晴雄勘　底本・土御門
勝行所蔵

大正（年（（月写

（（07（ 明 （7（ 内閣機密公信目録　明治（5～
（（年

大正写

（（0（0 明 （77 内閣総理大臣伊藤博文意見上
奏　明治（（年（月

大正写

（（0（（ 明 （7（ 内閣ヨリ図書寮へ引継図書目
録　公文類聚文書門（明治（（）
ヨリ抄出

内閣記録課所蔵　 大正写

（（0（（ 明 （7（ 内宮御鳥居顚倒事件ニ就テ後
藤吉之助ヨリ聴取書　久保田
俊詮雑誌摘録　

山田大路田鶴若記 大正写

（（0（（ 明 （（0 内国事務　慶応（年正月（（日
～閏（月（5日

嵯峨実愛記　底本・嵯峨公勝
所蔵

昭和（年（（月写

（（0（（ 明 （（（ 内国人謁見表　明治7～（（年 大正写
（（0（5 明 （（（ 内大臣府他所蔵書類目録 大正（・（（年写・タイプ
（（0（（・
（（0（7

明 （（（・
（（（

内大臣府文書目録　自明治（（
年至明治（5年

昭和（年採集分 昭和初期タイプ

（（0（（ 明 （（5 内大臣府文書目録　全　 � 大正写
（（0（（・
（（0（0

明 （（（・
（（7

内大臣府文書目録　 　� 昭和（年（月タイプ

（（0（（～
（（（（（

明 （（（ 内大臣府文書　（～（0 底本・内大臣府所蔵 大正（年写

（（（（0～
（（（（（

明 （（（ 内大臣府文書　（～（　明治（（
～（5年

昭和初期タイプ

（（（（（ 明 （（0 内大臣府文書目次　明治（（～
（5年

昭和7年タイプ　

（（（（5 明 （（（ 内大臣府文書　国憲草按 大正（（年（月タイプ
（（（（（ 明 （（（ 明治秘註　明治（5年　 桜井将監記（明治（5年（月） 明治（5年
（（（（7～
（（（50

明 （（（ 内大臣府文書　（～（（　明治
（（年～明治（5年

昭和（～7年タイプ

（（（5（～
（（（7（

明 （（（ 内大臣府文書　（～5　（の（～
5　7～（（

昭和 昭和初期タイプ　※

（（（77 明 （（5 内藤久寛所蔵文書 底本・内藤久寛蔵 大正（（年（月写
（（（7（ 明 （（（ 中山忠能履歴資料　（（　慶応

（年（（月
大正写

（（（7（ 明 （（7 中山績子日記　慶応元年 中山績子記　 昭和（年写
（（（（0～
（（（（（

明 （（（ 中山侯爵家文書　（～（ 底本・中山侯爵家所蔵 昭和（～（年写

（（（（（ 明 （（（ 中川宮御遠座事件　明治元・（
年

中島錫胤談等（明治（（年） 大正（5年（（月写

（（（（0 明 700 横須賀・長崎行幸記　明治5年
正月（（日　7・（0長崎エキスプ
レス新聞抜萃

大正以後写（英・和文）

（（（（（～
（（（（（

明 70（ 長井雅楽詳伝　（～（ 中原邦平編述　底本・毛利公
爵家編輯所

大正（（年（月写

（（（（（ 明 70（ 長崎家文書　明治（7～（5年 外交文書（（通　 昭和（・（年タイプ
（（（（5 明 70（ 長崎省吾手記写 底本・長崎省吾所蔵 大正（（年タイプ
（（（（（ 明 70（ 明治大帝の侍講　中沼了三先

生「なからのさくら」抄出
底本・中島利一郎所蔵 昭和（年タイプ
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（（（（7 明 705 豊宮嘉彰親王宣下之記　安政
5年

底本・仁和寺所蔵文書 大正（0年5月写

（（（（（ 明 70（ 涙乃阿登 石山基陽記 昭和（年5月写
（（（（（～
（（（0（

明 707 鍋島閑叟公伝　（～（　第（0巻
～（（巻　慶応（年・明治元年　

久米邦武述 大正写

（（（0（ 明 70（ 南洲翁書抄語帖狩虎帖教書帖
消息帖

西郷隆盛作・桜泉昌業識 大正（（年（月

（（（0（ 明 70（ 南洲先生遺墨展覧会出陳書翰
解説

底本・福道定雄所蔵 大正（5年（（月写

（（（0（・
（（（05

明 7（0 日英条約改正記事　附録共　
（・（　明治（（・（7年

中田敬義編　底本・編者蔵 大正（（年タイプ

（（（0（ 明 7（（ 日英日瑞日米日仏日蘭通商条
約改締ニ関スル資料　明治（（
～（5年

昭和写　底本・外務省 ※

（（（07 明 7（（ 日清講和談判記念会記録 大正写
（（（0（ 明 7（（ 日纂抄録　嘉永5・（年　安政

元年　文久（年　明治元年
底本・妙法院所蔵 昭和（年（月写

（（（0（ 明 7（（ 日清講和始末附録　会見要録　
明治（7年

底本・中田敬義蔵 大正（（年（月写

（（（（0 明 7（5 西伊三次所蔵文書 昭 和（（年5月 タ イ プ　
※

（（（（（ 明 7（（ 西男爵家文書 底本・西紳六郎所蔵 昭和（年（月写・タイプ
（（（（（ 明 7（7 大谷光勝日誌事書　慶応（年 大谷光勝記 大正（5年（（月写
（（（（（ 明 7（（ 日仏通商航海条約改締一件�

明治（（・（5年
栗野慎一郎記 大正・昭和初期頃タイ

プ　※
（（（（（ 明 7（（ ハリスの日記より見たる日米

条約交渉始末
グリフィス著 大正写

（（（（5 明 7（0 日米条約改正記事 中田敬義編　 大正（（年（（月タイプ
（（（（（～
（（（（（

明 7（（ 日露戦役米国滞留記　（～（　
明治（7・（（年

金子堅太郎記　底本・金子堅
太郎所蔵

大正（0年5月写　

（（（（（ 明 7（（ 日露事件日記日露事件要報抄
出　明治（7年（月～同（（年7月

外務省 大正写

（（（（（ 明 7（（ 日露戦役遣米始末 金子堅太郎記 大正（年写
（（（（（・
（（（（5

明 7（（・
7（5

日露戦役遣米始末 金子堅太郎記　底本・臨時帝
室編修局所蔵・副本

昭和（年7月タイプ

（（（（（ 明 7（（ 日露戦争戦闘暦　明治（7年（
月5日～明治（（年（月（（日

参謀本部編 大正（（年（月写

（（（（7 明 7（7 日露戦争秘史　自第（巻至第
（（巻

長岡外史述　底本・長岡外史
所蔵

昭和（年5月タイプ

（（（（（ 明 7（（ 日本海軍の発達 グリフィス著 大正写
（（（（（ 明 7（（ 日本官文書　第（編　雑 大正写
（（（（0 明 7（（ 日本官文書　第（編　附録 大正写
（（（（（ 明 7（0 日本憲法制定の由來 金子堅太郎述 昭和（年正月タイプ
（（（（（ 明 7（（ 日本人物語抄訳 ショセフヒコ（浜田彦所蔵）著�

底本・帝国図書館所蔵
大正写

（（（（（ 明 7（（ 日本と米国抄訳 トリート著　 大正写
（（（（（ 明 7（（ 日本三年間記抄訳 オールコック著 大正写
（（（（5 明 7（（ 日本黒龍江及び太平洋抄訳 チレー著 大正写
（（（（（ 明 7（5 日本人　明治（（年（月（（日～

（（月（日　条約改正に関する
抜萃

大正・昭和初期写　※

（（（（7 明 7（（ 日本の天皇 フレーザー夫人著 大正頃写　※
（（（（（ 明 7（7 日本レース・クラブ小史 タイナー著　 昭和初期タイプ　※
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（（（（（ 明 7（（ 日本社会主義運動史　大逆事
件

小山松吉講演　 大正頃写　※

（（（（0～
（（（（（

明 7（（ 日本　条約改正に関する記事
抜粋　（～（　明治（（年（～（（
月

大正・昭和初期写　※

（（（（（ 明 7（0 轉免物故　女官履歴　自寛政
（（年至明治（0年

底本・皇后宮職所蔵 大正5年（月（7日写

（（（（5 明 7（（ 女官録　明治5～（（年 大正写
（（（（（ 明 7（（ 女御入内烈書　明治元年　（ 底本・内閣文庫所蔵 大正（0年（月（日写　
（（（（7・
（（（（（

明 7（（ 女御入内次第　明治元年　（・
（

底本・内閣文庫所蔵 大正（0年（月（日写　

（（（（（ 明 7（（ 御車役人御下行帳　（　明治
元年

底本・内閣文庫所蔵 大正（0年（月（日写　

（（（50 明 7（（ 女御入内関係文書綴　5　明
治元年

底本・内閣文庫所蔵 大正（0年（月（日写

（（（5（ 明 7（（ 女房名女房官品事全 二条良基記　永徳（年（月（0日
二条良基の本奥書あり

大正写

（（（5（ 明 7（（ 女官内規　明治（5年 底本・皇后宮職所蔵 大正頃写
（（（5（ 明 7（5 入韓日記　明治（5年（月（日～

（月7日
細田記　底本・野鶴亭所蔵　 大正7年（0月写

（（（5（・
（（（55

明 7（（ 年中行事　（～（　嘉永元年～
明治（年　

書陵部所蔵・「年中行事草　享
保（～明治（」の部分写

大正頃写　

（（（5（ 明 7（7 年中御祝次第 「参考史料雑纂」巻5抄出　底
本・臨時帝室編修局所蔵

昭和（年（月タイプ

（（（57・
（（（5（

明 7（（～
7（（

年中御祝次第 昭和（年（月タイプ

（（（5（ 明 750 乃木大将日記 乃木希典日記 昭和（（年（0月写　※
（（（（0～
（（（7（

明 75（ 乃木希典日記及手記　�（～（5　
明治（～（5（有欠）

乃木希典記 昭和初期写

（（（75～
（（（77

明 75（ 乃木希典日記及手記　（～（　
明治（～（5（有欠）手記　

乃木希典記 昭和初期写

（（（7（・
（（（7（

明 75（ 乃木希典独逸国滞在中筆記　
抄録　（～（　明治（0～（（年

乃木希典記　 昭和初期写

（（（（0 明 75（ パークス伝抄訳 大正・昭和写
（（（（（ 明 75（ 伯徳令并異国人等より往復文　

自道光（（年至咸宝（年
底本・尚昌所蔵 大正（（年7月

（（（（（～
（（（（（

明 755 春宮御乳人甫子記　（～7　自
天保（（年7月至弘化（年（月（有
欠）

押小路甫子記　大正5年豊岡
圭資寄贈　自筆原本

（（（（（ 明 75（ 幕末外交関係書目 外務省 大正（（年（月写
（（（（0 明 757 廃兵院設立ニ關スル意見 山県有朋作 大正大正頃・蒟蒻版
（（（（（～
（（（（（

明 75（ 橋本実麗日記　天保元年　天
保（年～（（年　弘化元～（年　
嘉永元～（年　安政元～（年　
万延元年　文久元年～（年　
文久（年甲・乙　元治元年　慶
応元～（年　明治元～（5年

橋本実麗記 大正7～（（年写

（（（（（ 明 75（ 橋本実麗日記　明治元年 橋本実麗記 大正（（年（月写　※
（（（（0 明 7（0 八王子行在所御用品記　明治

（（年
底本・谷合弥七所蔵 大正（（年（月写

（（（（（～
（（（（（

明 7（（ 花房子爵家文書　（～（（ 花房義質等記 大正（（年（月写

（（（（5 明 7（（ ハリス日記抄訳 ハリス記 大正頃写
（（（（（ 明 7（（ 塙次郎暗殺事件　文久（年 臨時帝室編修局編 大正（（年（（月写
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（（（（7 明 7（（ 明宮降誕御用日記　明治（（年　中山忠能記　底本・中山侯爵
家所蔵

大正期写

（（（（（ 明 7（5 明宮御殿詰職員録　明治（（年
調

底本・中山侯爵家所蔵 昭和（年タイプ

（（（（（ 明 7（5 明宮御殿詰職員録　明治（（年
調

底本・中山侯爵家所蔵 昭和（年タイプ

（（（70～
（（（77

明 7（（ 明宮御用日記　（～（上・下　7　
自明治（（年（月（（日至明治（（
年（月（（日

中山忠能記　底本・中山侯爵
家所蔵　

大正（5年（（月写

（（（7（～
（（（75

明 7（7 葉室家記録　（～（（　万延元
年～明治（年

原本・写本（点　大正5年（（月
葉室長通寄贈　

封 筒 一 括（（（（（（～
（（（75）　 複 製 物
（（（（0（・（（（0（）

（（（（7 明 7（（ 林雅之助所蔵文書　明治（～
（0年

昭 和（（年5月 タ イ プ　
※

（（（（（ 明 7（（ 林有造閣臣弾劾建白書 林有造記　底本・後藤松吉郎
所蔵

昭和（年（月タイプ

（（（（（ 明 770 布哇併合「東洋ニ於ケル米国
ノ外交」抄訳

フォスター・ジョン・W 大正写（大正（0年池田
編修官補筆）

（（（（0 明 77（ 飯能町郷土誌　巻（抄録　天
覧演習及軍事関係

底本・吉田筆吉所蔵 大正（5年（月タイプ

（（（（（ 明 77（ 版籍奉還後（華族令制定まで）
華族に関する談話

妻木忠太述（大正（（年（月（（日）昭和初期タイプ

（（（（（～
（（5（0

明 77（ 東久世通禧日記　（～（（　明
治元年～（5年（欠年あり）

東久世通禧記　　底本・東久
世通敏所蔵

昭和7年写

（（5（（・
（（5（（

明 77（ 久光親話記　（～（ 島津久光述・島津忠義忠済編　
底本・松平康荘所蔵

大正（年（月写　

（（5（（ 明 775 久光建議附言 底本・松平康荘所蔵 大正（年（月写
（（5（（・
（（5（5

明 77（ 土方久元日記　上・下　明治
（（年（（月（（日～明治（（年（月
（（日　

土方久元記　底本・土方伯爵
家所蔵

大正（（年（月写

（（5（（ 明 777 土方久元関係文書　明治（（～
（（年

底本・守屋荒美雄所蔵 昭和（（年（月タイプ

（（5（7～
（（5（（

明 77（ 秘書類纂　憲法（抄録）�（～（ 伊藤博文編　底本・図書寮蔵 大正（（～昭和5年写・タ
イプ

（（5（（～
（（5（（

明 77（ 秘書類纂　外交（抄録）�（～（（ 伊藤博文編　底本・図書寮蔵 大正（（～昭和5年写・タ
イプ

（（5（7～
（（5（0

明 77（ 秘書類纂　法令（抄録）�（～（ 伊藤博文編　底本・図書寮蔵 大正（（～昭和5年写・タ
イプ

（（5（（～
（（55（

明 77（ 秘書類纂　日清事件（抄録）�（
～（（

伊藤博文編　底本・図書寮蔵 大正（（～昭和5年写・タ
イプ

（（55（ 明 77（ 非蔵人　慶応（年 底本・下橋敬長所蔵 大正（0年（月写
（（55（ 明 7（0 非蔵人惣次第　文久（年 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写
（（555 明 7（（ 非蔵人并執次役以下家伝目録 宮内省旧儀式取調掛編　底本

図書寮蔵
大正（（年（月写

（（55（～
（（5（（

明 7（（ 執次役以下家伝　（～（ 宮内省旧儀式取調掛編　底
本・図書寮所蔵

大正（（年（月写

（（5（（～
（（5（7

明 7（（ 非蔵人家伝　（～（ 宮内省旧儀式取調掛編　底
本・図書寮所蔵

大正（（年（月写

（（5（（ 明 7（（ 非常参勤交名　慶応（年 底本渡辺霞亭所蔵 大正（（年写
（（5（（～
（57（

明 7（（ 陽波　抄録　（～（　自慶応（
年正月（（日至明治（年5月（（日

底本・青連院所蔵 昭和（年5月写

（（57（ 明 7（（ 広沢伯爵家文書　広沢真臣履
歴　明治元～（年　

底本・広沢真臣吾所蔵 昭和5年（月タイプ

（（57（ 明 7（5 年号事書　江戸 広橋家寄贈「広橋家文書」の
内

江戸写　単位は帖
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（（57（ 明 7（（ 年号難陳　寛永・慶安・寛文・
貞享

広橋家寄贈「広橋家文書」の
内

江戸写　単位は帖

（（575 明 7（7 南殿記　文政（～（年 三室戸能光記自筆　「藤波蔵
書」印

（（57（・
（（577

明 7（（・
7（（

御所々御料高并御賄御定高其
外共覚書

広橋家家寄贈「広橋家文書」の
内

写

（（57（ 明 7（0 職員録　女房非常附等　嘉永
7年（月

広橋光成筆　広橋家寄贈「広
橋家之書」の内

（（57（ 明 7（（ 職員録　明治（年 明治官版　　広橋家文書の内 「藤波蔵書」印
（（5（0～
（（（（（

明 7（（ 広橋家文書　（～5（　5（-（・（　
5（～5（

広橋家寄贈「広橋家文書」の
内　原本・写本　

（（（（（～
（（（（（

明 7（（ 広橋胤光日記　（～（　慶応（
年正月～明治（年（月　明治（
年（月～（月　

広橋胤光記　自筆

（（（（（ 明 7（（ 広橋胤光日記　（0　東京参向
次第　慶応（年正月～明治（年
（月　明治（年（月～（月　

広橋胤光記　自筆　

（（（（（ 明 7（（ 廻文留　（～（　慶応（年正月
～（月　慶応（年（月・閏（月

広橋胤光写　広橋家寄贈「広
橋家文書」の内「廻文補遺」「廻
文留」「廻文之」

（（（（（ 明 7（5 宮司記　慶応（年（月（（日～（
月（（日

広橋胤光記・自筆　広橋家寄
贈「広橋家之書」の内

（（（（7 明 7（（ 詠史百首評論　 海上胤平詠　加藤千浪・深田
康守序・勘　海上胤平筆

（（（（（～
（（（50

明 7（7 平松時厚在職中日記　（～（　
慶応（年（月（日～明治（年5月
（（日

平松時厚記 昭和5年7月タイプ

（（（5（～
（（70（

明 7（（ 平戸史料年表　（～5（　天保
（（年～明治（（年

昭和孔版

（（70（～
（（7（（

明 7（（ 復古外記稿本　（～（0　東海
道戦記　

太政官編　底本・維新史料編
纂会所蔵

大正（（年（月写

（（7（（～
（（7（（

明 7（（ 復古外記稿本　（～（（　東山
道戦記　

太政官編　底本・維新史料編
纂会所蔵

大正（（年（月写

（（7（0～
（（75（

明 7（（ 復古外記稿本　（～（（　北陸
道戦記　

太政官編　底本・維新史料編
纂会所蔵

大正（（年（月写

（（75（～
（（757

明 （00 復古記綱文　巻（～巻（　慶応
（年（0月（（日～明治元年（月（（
日

太政官編 大正写

（（75（ 明 （0（ 福羽子爵談話要旨明治維新関
係　明治（（年

福羽美静談（明治（（年5月（日） 昭和（年写

（（75（ 明 （0（ 藤井右門伝 大正・昭和
（（7（0・
（（7（（

明 （0（ 権鍼博士藤木静顕御用日記抄
録　（～（　 安 政（年（月（日　
慶応（年　

藤木静顕記　底本・藤木経輝
蔵

昭和（年（月写

（（7（（ 明 （0（ 藤波言忠演説草稿　明治天皇
御事蹟　大正（（年於明治神宮　

大正写　藤波言忠書入

（（7（（ 明 （05 福沢門生猪飼等上書　明治（0
年7月（（日

福沢諭吉作　底本・須田辰次
郎所蔵

大正（（年（（月タイプ

（（7（（ 明 （0（ 藤井家記録写　安政～慶応 底本・雨森巌所蔵 大正（（年（月写
（（7（5 明 （07 伏見宮御達竝諸願伺届留抄録　

7・（　明治5・（年
底本・図書寮所蔵 大正写

（（7（（～
（（77（

明 （0（ 伏見宮日記抄本　慶応（年～
明治（年　明治（（年　明治（5
～（（年　

底本・伏見宮家所蔵（現・東京
大学史料編纂所所蔵）

昭和（～5年タイプ

（（77（ 明 （0（ フレデリック大王伝目次 カーライル著 大正写
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（（775 明 （（0 補略　明治（年 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写
（（77（ 明 （（（ 補略歴名　嘉永（・（年　安政（

年　文久（・（年　元治元年　
慶応元～（年　明治元年　明
治（（年

底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（777 明 （（（ 補略　嘉永（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（77（ 明 （（（ 補略　安政（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（77（ 明 （（（ 補略　文久（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（0 明 （（（ 補略　文久（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（（ 明 （（（ 補略　元治元年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（（ 明 （（（ 補略　慶応（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（（ 明 （（（ 補略　慶応（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（（ 明 （（（ 補略　明治元年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（5 明 （（（ 補略　明治元年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（（ 明 （（（ 補略　明治元年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（7 明 （（（ 補略　明治（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（（ 明 （（（ 補任歴名　慶応元年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（（ 明 （（（ 補任歴名　明治（年 底本・久世葉室中山勧修寺各
家　渡辺霞亭所蔵

大正（～（（年写

（（7（0 明 （（（ 補略　文久（年 葉室長順筆　大正5年葉室長
通より臨帝局に寄贈

（（7（（ 明 （（（ 補略　文久（年 葉室長順筆　大正5年葉室長
通より臨帝局に寄贈

（（7（（ 明 （（（ 補略　元治元年 葉室長順筆　大正5年葉室長
通より臨帝局に寄贈

（（7（（ 明 （（（ 米国艦隊遠征記抄訳 ホークス編 大正昭和写
（（7（（ 明 （（（ 明治十八年欧米出張中米国産

馬ニ就テノ報告
藤波言忠記　底本・内大臣府
所蔵

大正（年5月写

（（7（5 明 （（5 米国大統領会見始末　明治
（7・　（（年　（～（

金子堅太郎編　底本・金子堅
太郎所蔵

大正（年7月写

（（7（7 明 （（（ 米国の外交抄訳 ムーア著 大正写　本書は（（5～
（（（頁「米国と日本の開
国」の部分訳

（（7（（ 明 （（7 米布併合史 外務省編 昭和タイプ　本書は外
務省編「米布併合一件　
第八巻」に収載された
もの

（（7（（・
（（（00

明 （（（・
（（（

米布合併一件調査要綱 外務省編 昭和タイプ　本書は外
務省編「米布併合一件　
第八巻」に収載された
もの

（（（0（～
（（（0（

明 （（0 米布合併一件　第（～（巻抄　
第（巻抄　

外務省 昭和タイプ
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（（（05～
（（（07

明 （（（ 米布合併一件　第（巻～第（巻 外務省 昭和タイプ

（（（0（ 明 （（（ 北京籠城附警務衛門創設概要
報告草稿　明治（（年

底本・筆記者 昭和5年昭和タイプ

（（（0（ 明 （（（ 講和会談話筆記　（　北京籠
城　陸軍砲兵中佐柴五郎談話　
明治（（年

柴五郎談　底本・筆記者 昭和5年（（月タイプ

（（（（0 明 （（（ 講和会談話筆記　（　附図　
北京市街図・列国公使館籠城
之図・粛親王府防禦之図　明
治（（年

柴五郎談　底本・筆記者 昭和5年（（月タイプ

（（（（（ 明 （（（ ペリー艦隊動静日誌　全 大正頃写
（（（（（ 明 （（5 防穀事件覚書　明治（（～（5年 外務省編　底本・外務省所蔵 昭和（年
（（（（（～
（（（（5

明 （（（ 北条氏恭私記摘要　（～（　明
治（年（月～明治（（年（月　

北条氏恭記　原本

（（（（（～
（（（（（

明 （（7 北条氏恭日記　（～（　明治（7
年（月（日～明治（（年（（月（（日

北条氏恭記　原本 昭和5～（年写

（（（（（ 明 （（（ 放求　明治元年（壬生文書抄
録）

底本・京都大学附属図書館所
蔵

昭和（～5年

（（（（0～
（（（（7

明 （（（ 法令　官報切抜　（～（（　明
治（（年（月（日～明治（7年（（月
（（日

明治期版

（（（（（～
（（（（0

明 （（0 奉使日本三年間記　（（5（～
（（（（　（～（

英オールコック記　福地源一
郎訳　臨時帝室編修局補

大正（（年7月（日写

（（（（（ 明 （（（ 奉使欧米公書 伊藤博文記 昭和（（年（月（（日タイ
プ　※

（（（（（ 明 （（（ ポーツマス講和の真相　東京
朝日新聞切抜・大正（年（（月（（
日～大正（年（月（日

ヂョセフ・ピー・ビショップ記　

（（（（（ 明 （（（ 芳蘭帖五帳ノ内抜萃 伊藤博文ほか記　底本・土方
家所蔵

大正～昭和頃写

（（（（（ 明 （（（ 戊寅官遊記　明治（（年（月（0
日～（（月（日

藤波言忠記　底本・藤波家所
蔵

大正（年（（月写

（（（（5～
（（（（（

明 （（5 戊辰中立顚末　（～（ 外務省記録局編 大正（（年タイプ及び朱
筆補写

（（（（（ 明 （（（ 北海道御巡幸日誌　明治（（年
（月（0日～（月7日

開拓使本庁及び凾館支庁記 大正頃写

（（（50 明 （（7 北陸東海両道御巡幸日誌　明
治（（年（0月

底本・斎藤億右衛門所蔵 大正（年（月写

（（（5（ 明 （（（ 本邦ニ於ケル領事裁判権撤去
始末

外務省条約改正調査係編 大正（0年（0月写

（（（5（ 明 （（（ 本邦ニ於ケル最恵国約款ノ沿
革

川島領事官補編 昭和（年（月タイプ

（（（5（ 明 （（0 北米合衆国ニ於テ本邦人渡航
制限及排斥一件　明治（（年

外務省記録課編 大正期

（（（5（ 明 （（（ 葡国ノ兇変及政治ニ関スル報
告明治（（年

稲垣満次郎記 大正・昭和頃タイプ　
※

（（（55～
（（（0（

明 （（（ 佐々木高行日記抄　（～50　
慶応（年（月（日～明治（（年（月
（（日　

佐々木高行記　津田竹陽輯 大正期写及びタイプ

（（（05 明 （（（ 戊辰日記　慶応（年（月（日～（
月（日　（～5

松平慶永記 大正（年（月（（日写

（（（（0 明 （（（ 堀田家系譜　佐倉 底本・宗秩寮所蔵 大正（（年（（月写及びタ
イプ
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（（（（（ 明 （（5 正宗鍛刀記 川田剛記　底本・岩倉具栄所
蔵

昭和7年5月写

（（（（（ 明 （（（ 松方大蔵卿論策彙纂　第（部　　松方正義記 大正期写
（（（（（～
（（（（0

明 （（7 松方家文書　（～（ 底本は松方巌所蔵 昭和（～5年写及びタイ
プ

（（（（（～
（（（（（

明 （（（ 侯爵松方正義卿実記　巻（～
巻5（（欠（（・（（・50）

中村徳五郎編　底本・松方厳
所蔵

昭和（年（月タイプ

（（（（（ 明 （（（ 子爵松平信美所蔵文書 底本・松平信美蔵「嚶々集」よ
り抄録

昭和（年（月写

（（（70 明 （50 前田家御臨幸一件　明治（（年
（月

大正頃写

（（（7（ 明 （5（ 松田間宮両人カラフト見分申
上書

松田伝十郎・間宮林蔵記　底
本・北海道庁所蔵

大正（5年（月写

（（（7（ 明 （5（ 満洲鉄道ノ中立ニ関シ米国ヨ
リ提議一件大正・

底本外務省所蔵 大 正 昭 和 頃 写　 ※　
「臨時帝室編修局蔵」印
もあり

（（（7（ 明 （5（ 宮様御降誕御用私記祐宮　嘉
永5年

沢村寿栄記　底本・東辻清和
所蔵

大正（年（（月写　

（（（7（ 明 （5（ 迪宮御降誕書類 底本・図書寮蔵 大正（年（0月写
（（（75～
（（（7（

明 （55 三富道臣所蔵文書　（・（ 底本・三富道臣所蔵 昭和7年（月写

（（（77 明 （5（ 三宅宗淳上申書　股野琢宛 三宅宗淳記　原本 「淳」の印
（（（7（ 明 （57 水口御通輦之節御本陣御入用

調帳　明治元年　
底本・細野正所蔵 大正（0年（（月写

（（（7（ 明 （5（ 三井家勤王奉公事歴稿本 三井文庫編　底本・三井文庫
所蔵

大正（0年7月写　

（（（（0 明 （5（ 三井家奉公資料目録 大正（年（月写　本表紙
裏「三井文庫」印

（（（（（～
（（（（（

明 （（0 三井家勤王奉公史料　（～（ 大正（年（月（（日三井家より寄
贈

大正（年（月写　三井家
編纂室之印」印　

（（（（5～
（（（（5

明 （（（ 三井文庫所蔵文書　（～（（ 大正（0年（月（（日三井家より
寄贈　底本・三井文庫蔵

大正（年（月～（0年（月
写

（（（（（ 明 （（（ 妙法院縁起 底本・妙法院所蔵 昭和（年（月タイプ
（（（（7～
（7000

明 （（（ 陸奥伯爵家文書　（～（　伊藤
博文・松方正義・西園寺公望等
書翰意見書類

大正・昭和頃写

（700（ 明 （（（ 目賀田雅周所蔵文書 底本・目賀田周之助蔵 昭和（年（0月写及びタ
イプ

（700（ 明 （（5 名家書翰　小川又次・土方久
元・伊藤博文・平田東助等書翰

大正（5年

（700（～
（700（

明 （（（ 明山公遺績　（～（ 大正・昭和頃写　「臨時
編修局」印あり

（700（ 明 （（（ 明山公年譜 大正・昭和頃写　「臨時
編修局」印あり

（70（0 明 （（（ 明山公遺績 蝦夷韜晦の部 大正・昭和頃写　「臨時
編修局」印あり

（70（（ 明 （（7 明治天皇御事歴年譜資料 臨時帝室編修局編 大正期・カーボン印書　
（70（（ 明 （（（ 明治秘註　 桜井将監記（明治（5年（月） 大正・昭和頃タイプ　

※
（70（（ 明 （（（ 明治聖帝と新居 疋田櫃治記　底本・新居町役

場所蔵　
大正（（年（0写

（70（（ 明 （70 明治五年兵庫縣御巡幸一件雑
款

底本・兵庫県所蔵 大正（（年（（月写

（70（5 明 （7（ 明治五年西国中国御巡幸　 臨時帝室編修局編 大正（0年（写
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（70（（ 明 （7（ 明治五年御巡幸熊本縣下資料 底本・熊本県庁、阿蘇男爵家、
米村淳記各所蔵

大正（0年（写

（70（7 明 （7（ 明治九年奥羽地方御巡幸 臨時帝室編修局編 大正（0年（写
（70（（ 明 （7（ 明治十年西京記　 中山忠能記　底本・中山侯爵

家所蔵
昭和（年5月写

（70（（ 明 （75 明治十一年北陸東海両道御巡
幸供奉日誌　明治（（年（月（0
日～（（月（日　

大山巌記　底本・大山柏所蔵 昭和（タイプ

（70（0 明 （7（ 北陸東海両道御巡幸　明治（（
年

臨時帝室編修局編 大正（0年

（70（（ 明 （77 山梨三重京都御巡幸　明治（（
年

臨時帝室編修局編 大正（0年

（70（（ 明 （7（ 山形秋田両縣北海道御巡幸　
明治（（年

臨時帝室編修局編 大正（0年

（70（（ 明 （7（ 明治十五年朝鮮事件抄録 底本・外務省所蔵 昭和（年タイプ
（70（（・
（70（5

明 （（0 明治二十七八年戦役参考品明
細録　上・下

底本・侍従武官府所蔵 大正（年（月（0日写

（70（（ 明 （（（ 明治二十七八年戦役戦利品総
目録

底本・侍従武官府所蔵 大正（年（月（0日写

（70（7～
（70（0

明 （（（ 明治二十七八年戦役戦利品明
細録　（～（

陸軍の部　底本・侍従武官府
所蔵

大正（年（月（0日写

（70（（ 明 （（（ 明治三十七八年戦役戦利品明
細録抜萃　武官用

底本・侍従武官所蔵 大正（年（月（0日写

（70（（ 明 （（（ 明治三十七八年戦役陸軍衛生
史抜萃

大正・昭和頃タイプ

（70（（ 明 （（5 明治四十年晩香坡ニ於ケル邦
人排斥事件

底本・外務省記録課所蔵 大正・昭和頃タイプ　
※

（70（（ 明 （（（ 明治天皇御臨幸一件　浅野邸　
明治（（年7月（（日

昭和5年（月（日浅野家より寄
贈

昭和5年写

（70（5～
（70（（

明 （（7 明治天皇御製　（　甲・乙・丙・
丁　明治天皇御詠

底本・御歌所所蔵 大正期写

（70（（～
（7（（（

明 （（7 明治天皇御製　（～（0（　明治
天皇御詠　

底本・御歌所所蔵 大正期写

（7（（（・
（7（（（

明 （（（・
（（（

明治天皇御製数調 大正・昭和頃タイプ
（（（（）・大 正・昭 和 頃
カーボン写（（（（）

（7（（（ 明 （（0 明治天皇御遺跡　明治元年御
東行　明治三八年伊勢神宮御
参拝

大正・昭和頃写

（7（（5～
（7（7（

明 （（（ 軍事関係　明治天皇御伝記史
料　（～（5　慶応（年～明治（5
年　

竹内栄喜編・大島健一校 大正・昭和頃カーボン
写

（7（（0 明 （（（ 軍事関係　明治天皇御伝記史
料　日露開戦事情　慶応（年
～明治（5年

竹内栄喜編・大島健一校 大正・昭和頃カーボン
写

（7（（（ 明 （（（ 軍事関係　明治天皇御伝記史
料　慶応（年～明治（5年補修

竹内栄喜編・大島健一校 大正・昭和頃カーボン
写

（7（（（ 明 （（（ 軍事関係　明治天皇御伝記史
料　慶応（年～明治（5年目次　

竹内栄喜編・大島健一校 大正・昭和頃カーボン
写

（7（（（ 明 （（（ 明治天皇御料御保存御服目録 底本・侍従職所蔵 大正（5年（日写　
（7（（（ 明 （（（ 明治天皇御制定馬術章 底本・内大臣府所蔵 大正（年（月写　
（7（（5 明 （（（ 明治天皇御所用御号令詞 底本・東山御文庫所蔵 大正（年（0月写　
（7（（（ 明 （（5 明治天皇御事蹟回答抜萃　大

分愛媛広島群馬沖縄和歌山鹿
児島富山各県

大正末写
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（7（（7 明 （（（ 明治天皇御産殿調査報告書 上野竹次郎記　原本 大正（（年（月5日
（7（（（ 明 （（7 明治天皇御遺徳の一節　況翁

雑纂第5編
石黒忠悳談　底本・石黒忠悳
所蔵　

大正（年（月写　

（7（（（ 明 （（（ 明治天皇御製謡曲平壌　昭憲
皇太后御製謡曲成歓駅

底本・石山基陽所蔵 昭和（年5月透写

（7（（0 明 （（（ 京都御所内　明治宝庫御納之
御物目録　明治天皇御学問所
御座右御物目録　

底本・侍従職所蔵

（7（（（ 明 （00 明治二年御参拝記　伊勢神宮 藤枝氏命記　底本・神宮司庁
所蔵

大正（（年（月写

（7（（（ 明 （0（ 明治天皇御製昭憲皇太后御歌　
京都御所御文庫　

底本・東山御文庫所蔵 大正（年（0月写

（7（（（ 明 （0（ 明治天皇奥羽御巡幸記事概要　
明治（（年（月　

底本・青森県八戸田役場所蔵 大正（5年（月タイプ

（7（（（ 明 （0（ 明治天皇大阪行幸関係資料陳
列目録

底本・市立大阪市民博物館 大正（5年（（月タイプ

（7（（5 明 （0（ 明治天皇行幸記事　明治（（年　
柏崎　

底本・新潟県柏崎町役場所蔵 大正（（年（月写

（7（（（ 明 （05 明治天皇行幸其他御事蹟調査
書類　茨城県　明治（7年女化
原・明治（（年水戸行幸関係

底本・茨城県庁所蔵　 大正（（年（月写

（7（（7 明 （0（ 明治天皇御遺物贈賜原簿　大
正元年（（月

底本 / 宮内大臣官房庶務課所
蔵

大正（（年5月写

（7（（（ 明 （07 明治天皇滋賀縣下御事歴記要 底本・滋賀県庁所蔵 大正（（年写（（月写
（7（（（ 明 （0（ 明治天皇信濃御巡幸記　明治

（（年
底本・上田市役所大熊政五郎
所蔵

大正（（年（月写

（7（00 明 （0（ 明治天皇御遺蹟略記　成田町　
明治（（・（5年

底本・成田町役場所蔵　 大正（（年（月写

（7（0（ 明 （（0 孝明天皇・明治天皇御胞衣埋
納所修築ニ関スル書類

昭和（0年（月タイプ公
刊　※

（7（0（ 明 （（（ 明治天皇御服目録京都御所御
文庫御物目録抜萃

大正写

（7（0（ 明 （（（ 明治天皇宸翰其他雑々　昭憲
皇太后御筆目録　全

底本・侍従職所蔵 大正（（年（月写

（7（0（ 明 （（（ 明治天皇と帝国議会 渡辺幾治郎著 昭和初期タイプ
（7（05 明 （（（ 明治天皇北越御巡幸記　明治

（（年
底本・新潟県高田中学校内謙
信文庫所蔵

大正（（年（月写

（7（0（ 明 （（5 明治二十六年群馬縣行幸関係
書類

底本・前橋市役所、群馬県庁所
蔵

昭和（年写

（7（07 明 （（（ 北海道ニ関スル明治天皇御聖
徳講演筆記

藤波言忠講演（大正（年） 大正写

（7（0（ 明 （（7 明治天皇内廷御書類目録　第
（種件名目録

底本・内大臣府所蔵 昭和5年（（月タイプ

（7（0（ 明 （（7 明治天皇内廷御書類目録　第
（種件名目録

底本・内大臣府所蔵 昭和5年（（月タイプ

（7（（0 明 （（7 明治天皇内廷御書類目録　第
（種件名目録

底本・内大臣府所蔵 昭和5年（（月タイプ

（7（（（～
（7（（（

明 （（7 明治天皇内廷御書類目録　第
（種詳細目録　（～（（

底本・内大臣府所蔵 昭和5年（（月タイプ

（7（（（～
（7（（（

明 （（（ 内大臣府保管　明治天皇内廷
御書類目録　（～（

昭和（年5月タイプ　※

（7（（7～
（7（（（

明 （（（ 内大臣府保管　明治天皇内廷
御書類目録　（～（

昭和（年5月タイプ　※

（7（（0～
（7（（（

明 （（0 内大臣府保管　明治天皇内廷
御書類目録　（～（

昭和（年5月タイプ　※
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（7（（（～
（7（（5

明 （（（ 内大臣府保管　明治天皇内廷
御書類目録　（～（

底本・臨時帝室編修局作製副
本

昭和（年5月タイプ

（7（（（～
（7（（（

明 （（（ 明治天皇内廷御書類目録　（
（件名目録第（種）・（（件名目録
第（種）・（（件名目録第（種　）

昭 和5年（（月 タ イ プ　
※�「臨時帝室編修局」印
もあり

（7（（（～
（7（（（

明 （（（ 明治天皇内廷御書類目録　（
（件名目録第（種）・（（件名目録
第（種）・（（件名目録第（種　）

昭 和5年（（月 タ イ プ　
※�「臨時帝室編修局」印
もあり

（7（（（～
（7（5（

明 （（（ 内大臣府保管明治天皇内廷御
書類目録　（～（（　

大正写

（7（5（～
（7（55

明 （（5 内大臣府保管明治天皇内廷御
書類目録　（～（

昭和（年5月タイプ　※

（7（5（・
（7（57

明 （（（ 明治大正年間雇外国人教師人
名録　上・下

底本・文明協会所蔵　 昭和（（年（月タイプ　
※

（7（5（ 明 （（7 明治天皇御奉幣宣命写　菟足
神社　明治元年（月（0日

菟足神社所蔵 大正（年写

（7（5（ 明 （（（ 毛利家編輯所図書目録 毛利家編輯所所蔵・尾仁　 大正（（年写　「維新史
料編纂会」の方朱印

（7（（0 明 （（（ 元開拓使七重勸業試験場写真
説明

山重武記（大正7年） 大正（5年タイプ印書　
「維新史料編纂会」印

（7（（（ 明 （（0 森山多吉郎日記　安政（年正
月～（（月　

森山多吉郎記　維新史料編纂
会所蔵

大正（（年写　「維新史
料編纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 文部省雇外国人一覧　明治（
～（（年

大正ヵ写�「維新史料編
纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 元田侍講還暦之記抜萃　附古
稀之記抄

元田永孚記　元田男爵家所蔵 大正（年写　「維新史料
編纂会」印　

（7（（（ 明 （（（ 元田永孚上疏類抜萃 元田永孚記　元田男爵家所蔵 大正（年写　「維新史料
編纂会」印　

（7（（5 明 （（（ 元田男爵家文書目録 男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（（～
（7（（（

明 （（（ 元田男爵家文書　一ノ甲・乙・
丙・丁　還暦之記　（～（（（のみ
「還暦之記　古稀之記」と記す）

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（70 明 （（（ 元田男爵家文書　二　御講書
始進講草稿

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（7（ 明 （（（ 元田男爵家文書　三　進講草
稿

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（7（ 明 （（（ 元田男爵家文書　四　経筵講
義草稿其他

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（7（ 明 （（（ 元田男爵家文書　五　書経講
義

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（7（ 明 （（（ 元田男爵家文書　六　当官日
剳　附経筵進講論語子夏曰
賢々章講義

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（75 明 （（（ 元田男爵家文書　七　日記 男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（7（ 明 （（（ 元田男爵家文書　八　日録 男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（77 明 （（（ 元田男爵家文書　九　天恩略
記講筵余吟東埜一家言

男爵元田亨吉所蔵　 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（7（ 明 （（（ 元田男爵家文書　十　教育大
旨其他

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（7（ 明 （（（ 元田男爵家文書　十一　機密
御下問ニ謹答其他

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印
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（7（（0 明 （（（ 元田男爵家文書　十二　勤倹
ノ御沙汰其他

男爵元田亨吉所蔵　 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 元田男爵家文書　十三　教学
大意私議

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 元田男爵家文書　十四　為学
之要其他

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 元田男爵家文書　十五　元田
永孚意見書

男爵元田亨吉所蔵　 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 元田男爵家文書　十六　条約
改正関係書類

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（5 明 （（（ 元田男爵家文書　十七　元田
永孚手記　菊御作太刀関係書
類

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 元田男爵家文書　十八　帝室
典則　教育勅語関係書類　書
簡類　菊御作太刀関係書類

男爵元田亨吉所蔵 大正（（年写・タイプ印
書�「維新史料編纂会」印

（7（（7～
（7（（0

明 （（5 元田男爵家文書　複本　（の
甲・乙・丙・丁

元田永孚記 昭和（・5年　「維新史料
編纂会」印�

（7（（（ 明 （（（ 元田男爵家文書目録 昭和ヵタイプ　「維新
史料編纂会」印

（7（（（ 明 （（7 アルコックに現われたる森山
榮之助

アルコック記 大正ヵ写�「維新史料編
纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 長崎県浦上村耶蘇教徒一件関
係留

維新史料編纂会所蔵 大正（年写「維新史料編
纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 十五銀行株券ニ関スル柳原・
伊藤意見　明治（0年7月（（日
付岩倉具視宛柳原前光書簡

底本・市来正哉所蔵 大正（（年写　「維新史
料編纂会」印

（7（（5 明 （（0 彌彦行在所関係書類　明治（（
年御巡幸

行宮在営日記以下5点 大正（（年写　「維新史
料編纂会」印

（7（（（ 明 （（（ 山県有朋公遺墨展覧会陳列品
抄　昭和5年（月於青山会館

底本・伊藤家他所蔵 昭和5年写

（7（（7 明 （（（ 山県公爵家文書　明治（（～（（
年

昭和（・7年タイプ印書　
※

（（（（0～
（（（（5

明 （（（ 山県公爵家文書　明治（（年
（（（（（0）　 明 治 （7 ～ （（ 年
（（（（（（）　 明 治（（年（（（（（（）　
明治（（～（（年（（（（（（）　明治（（
年（（（（（（）　明治（（年（（（（（5）

昭和（・7年タイプ印書　
※

（7（（（～
（7（（（

明 （（（ 山県公爵家文書　（～（5　明
治（（～（（年

昭和（・7年タイプ印書

（7（（（ 明 （（（ 山県有朋手記　慶応（年（～（（
月

大正ヵ写

（7（（（ 明 （（5 山県有朋書翰　大山巌宛　明
治（7年（月（日

大山公爵家所蔵　昭和（（年 昭和（（年タイプ印書　
※

（7（（5 明 （（（ 山県有朋書翰　伊藤博文宛　
明治（7年

末松子爵所蔵 昭和（（年タイプ印書　
※

（7（（（～
（7（（（

明 （（7 山口正定日記　（～（（　明治（
～（5年（月

山口男爵家所蔵 大正7・（年写

（7（（0・
（7（（（

明 （（（ 山口正定日記　（～（　明治（
～同（0年

山口正定記 昭和写　※　「臨時帝
室編修局蔵」印もあり

（7（（（ 明 （（（ 山口正定日記抄　明治（7年（
月（（日～同（（年5月（0日

山口正定記 昭和写

（7（（（ 明 （50 山口正定京師行隨筆 山口正定記　底本・山口豊男
所蔵

大正5年（月写

（7（（（ 明 （5（ 山口正定西東一夕話 山口正定記　底本・山口豊男
所蔵

大正5年（月写
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（7（（5～
（7（75

明 （5（ 山田伯爵家文書　（～（（ 底本・山田英夫所蔵 大正（（年写

（7（7（ 明 （5（ 山内家譜抄　豊興～豊範 大正（（年（月写
（7（77 明 （5（ 山内勝明日記　明治（7・（（年 山内勝明記　底本・山内勝己

所蔵
昭和（年写

（7（7（ 明 （55 山内侯爵家図書目録抜抄 底本・山内豊景所蔵 大正（5年（（月写
（7（7（・
（7（（0

明 （5（ 山吹　上・下 立花壹岐著　底本・対山館文
庫所蔵

大正（（年（0月写

（7（（（ 明 （57 有爵者名簿　明治（7～（（年 大正（（年写
（7（（（ 明 （5（ 由比行在所写真説明書 底本・由比習治蔵 大正（（年タイプ　※　

「臨時帝室編修局蔵」印
もあり

（7（（（ 明 （5（ 夢のなこり　沢宣嘉公履歴 沢宣嘉記　佐田白芽記 大正頃写
（7（（（ 明 （（0 邀月楼存稿文鈔 股野琢作　底本・股野家所蔵 大正7年写
（7（（5 明 （（（ 用度司廻達 底本・田中森之助所蔵 大正（0年5月写
（7（（（ 明 （（（ 彦蔵の日記に現れたる横浜港

の状況
大正頃写

（7（（7 明 （（（ 嘉彰親王御入室御得度御記　
安政5年（月（日～（月（（日

底本・仁和寺所蔵 大正（0年（月写

（7（（（ 明 （（（ 芳川伯爵家所蔵文書 大正（（年（月写
（7（（（ 明 （（5 嘉彰親王履歴 大正頃写
（7（（0 明 （（（ 吉井友実書翰　大久保利通宛　

（（月（（日
底本・大久保利武所蔵 大正（（年（0月写

（7（（（ 明 （（7 吉井友実関係文書 底本・遠藤初治郎所蔵 昭和5年5月写
（7（（（ 明 （（（ 嘉言親王御履歴 大正頃写
（7（（（ 明 （（（ 四谷四郎所蔵文書 底本・四谷四郎所蔵 大正（（年写
（7（（（ 明 （70 落花流水 底本・明石元長所蔵 昭和（（年5月写　※
（7（（5 明 （7（ リーヅデール卿回想録抄訳 英・リーズデール記 大正頃写
（7（（（・
（7（（7

明 （7（ 柳營補任　巻（（　巻（0 大正（年（月写

（7（（（・
（7（（（

明 （7（ 柳營補任　増補�乾・坤 大正（年写

（7（00・
（7（0（

明 （7（・
（7（

留官職員明治（年 底本・渡辺霞亭所蔵 大正（（年写

（7（0（ 明 （75 陸海軍ニ賜ヒタル勅語ノ原稿
修正草稿及決定案　明治（5

底本・陸軍参謀本部所蔵 大正（年（月写

（7（0（ 明 （7（ 臨時帝室制度取調局書類 底本・参事官室 昭和（年（月写
（7（0（ 明 （77 皇室典範会議書類 底本・参事室 昭和（年（月写
（7（05 明 （7（ 琉球事件原委 中田敬義記（明治（（年（月）�底

本中田敬義蔵
大正（（年（月写

（7（0（ 明 （7（ 遼東半島還附一件抄録　明治
（（年談判筆記

底本・外務省所蔵 昭和（年（月タイプ

（7（07・
（7（0（

明 （（0 陵墓件進藤千尋先生手扣之写　
上・下

進藤千尋著　底本・下橋敬長
所蔵

大正（0年5月写

（7（0（ 明 （（（ 陵墓図量　乾・巽 下橋敬長記　底本・下橋敬長
所蔵

大正（0年5月写

（7（（（ 明 （（（ 臨幸記事　徳川慶勝邸　明治
（年（月（日

大正頃写�「臨時編修局」
印もあり

（7（（（ 明 （（（ 臨幸記事　元老院　明治（年5
月　

大正頃写

（7（（（ 明 （（（ 臨幸記事　明治（年5月　元老
院

底本・金子堅太郎所蔵 大正（年（（月写

（7（（（ 明 （（5 慶応四年戊辰三月以来臨時御
祈祷巻数案

東寺所蔵 大正（年（月写
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（7（（5 明 （（（ ルーズヴェルト書翰　金子堅
太郎宛　大正7年（（月（日

米・Roosevelt記　底本・金子堅
太郎蔵

大正昭和頃写（訳文）・
タイプ（英文）

（7（（（ 明 （（7 連光寺村兎狩行幸資料　明治
（（年～大正（年

底本・富沢政賢所蔵 大正（（年5月写

（7（（7 明 （（（ 露国皇太子御遭難一件書　明
治（（年5月

底本・滋賀県〔庁〕所蔵 昭和（年（月タイプ

（7（（（ 明 （（（ 露国使節フーチャチン来航記　
嘉永（年～安政元年

ゴンチャローフ記　底本・維
新史料編纂会所蔵

大正（（年タイプ

（7（（（ 明 （（0 露国皇太子御遭難記事　明治
（（年（・5月

底本・滋賀県〔庁〕所蔵 昭和（年（月タイプ

（7（（0・
（7（（（

明 （（（ 露国皇太子殿下御来京ニ係ル
日記草案　（～（

底本・京都府〔庁〕所蔵 昭和（年（月タイプ

（7（（（ 明 （（（ 露国皇太子殿下御遭難紀文 永井長助記（明治（（年7月）�底
本永井長助所蔵

昭和（年（月タイプ

（7（（（ 明 （（（ 露国皇太子御遭難之始末　明
治（（年5月　近江新報・第（0（
号付録

底本永井長助蔵 昭和（年（月タイプ

（7（（（ 明 （（（ 露国皇太子殿下御遭難ノ際ニ
於ケル向畑北賀市功績一件

底本・京都府〔庁〕所蔵 昭和４年（月写

（7（（5 明 （（5 祿券関係書　明治（年　巻末
書写校合奥書

底本・華族会館京都分局所蔵　 大正（年（0月写　

（7（（（ 明 （（（ 魯西亜人滞留ニ付諸役人方御
出張御名前

底本・勝呂弥三兵衛所蔵 大正（（年7月写

（7（（7 明 （（7 事変録 底本・滋賀県庁所蔵　 昭和（年（月タイプ
（7（（（ 明 （（（ 脇阪安宅日記鈔　（～（　弘化

（年5月（（日～安政（年（月（（日
脇阪安宅記　底本・福原八郎
所蔵

大正（0年（月写

（7（（（ 明 （（（ 鷲尾家高野山出張概略　慶応
（年（月～慶応（年正月

底本・鷲尾隆信所蔵 大正（年（月写

（7（（0 明 （000 鷲尾隆聚略歴 底本・鷲尾隆信所蔵 大正（年（月写
（7（（（ 明 （00（ ワシントン書翰　サミエル・

ハンチントン宛　（7（（年（寛
政元）（0月（日

米・ワシントン記 大正（（年写

（7（（（～
（7（（0

明 （00（ 談話集　第（～（編 原本（上田稔等筆） 大正

（7（（（・
（7（（（

明 （00（・
（00（

有馬良橘談話速記　昭和（年（
月（日

昭和（年（月タイプ

（7（（（・
（7（（（

明 （005・
（00（

伊東巳代治談話筆記　昭和（
年（月（日

昭和5年タイプ

（7（（5～
（7（（7

明 （007 石山基陽談話速記　第（回～
第（回　昭和（年5月

昭和（年5月タイプ

（7（（（～
（7（50

明 （00（ 石山基陽談話速記　第（回～
第（回　昭和（年5月

昭和（年5月タイプ

（7（5（・
（7（5（

明 （00（・
（0（0

上田兵吉談話速記　昭和（年7
月（（日

昭和（年7月タイプ

（7（5（ 明 （0（（ 大島健一談話速記　内題「明
治天皇御聖徳謹話速記」�大正
（（年（月（7日

大正（（年（月タイプ

（7（5（ 明 （0（（ 大原重朝談話 大正昭和頃タイプ写
（7（55～
（7（57

明 （0（（
～
（0（5

小笠原長生談話速記　昭和（
年（月（（日

昭和（年（月タイプ

（7（5（ 明 （0（（ 金子子爵謹話　大正（（年 金子堅太郎談 大正（（年タイプ
（7（5（ 明 （0（7 金子堅太郎談話　大正（（年 「談話集（編」より収録 大正（（年7月タイプ
（7（（0 明 （0（（ 金子総裁談話　大正（5年 金子堅太郎談 大正・昭和タイプ
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（7（（（・
（7（（（

明 （0（（ 川島令次郎談話速記　（～（　
第（（回　昭和（年（月

昭和（年（月タイプ　

（7（（（・
（7（（（

明 （0（0 川島令次郎談話速記　（～（　
第（（回　昭和（年（月

昭和（年（月タイプ　

（7（（5・
（7（（（

明 （0（（・
（0（（

工藤一記談話筆記　昭和（年 昭和タイプ

（7（（7 明 （0（（ 栗原廣太謹話 昭和写　※
（7（（（ 明 （0（（ 栗原廣太談話速記　昭和元年

（（月（0日
大正（5年タイプ

（7（（（・
（7（70

明 （0（5・
（0（（

西園寺公爵談話筆記　昭和（
年（0・（（月

西園寺公望談 昭和（年タイプ

（7（7（～
（7（7（

明 （0（7
～
（0（（

嵯峨仲子刀自談話筆記　昭和
（0年（（月7日

嵯峨仲子談 昭和（0年タイプ　※

（7（7（・
（7（75

明 （0（0・
（0（（

斎藤実談話速記　昭和（年（月
（7日

昭和（年タイプ

（7（7（・
（7（77

明 （0（（・
（0（（

沢宣元談話速記　昭和（年（月
7日

昭和（年タイプ　朱校
あり

（7（7（ 明 （0（（ 慈光寺仲敏談話速記　昭和（
年（月（（日

昭和（年タイプ　墨校
あり

（7（7（ 明 （0（5 生源寺伊佐雄刀自談話筆記　
昭和（年5月（日

原本 昭和（年タイプ

（7（（0 明 （0（（ 樹下範子外談話筆記　大正（5
年

大正（5年タイプ

（7（（（・
（7（（（

明 （0（7・
（0（（

白井二郎談話速記　昭和（年5
月（0日

昭和（年タイプ　墨校
正あり

（7（（（ 明 （0（（ 白杉精一談話筆記　昭和5年（
月5日

昭和5年写

（7（（（・
（7（（5

明 （0（0・
（0（（

鈴木愛之助談話速記　昭和（
年（月（（日

鈴木愛之助述 昭和タイプ

（7（（（・
（7（（7

明 （0（（・
（0（（

園池公致談話速記　昭和（年（
月（（日

園池公致述 昭和タイプ

（7（（（ 明 （0（（ 高橋義章・関野謙吉談話速記　
昭和（年（月（（日

高橋義章・関野謙吉述 昭和タイプ

（7（（（ 明 （0（5 高倉寿子談話筆記　大正（5年
7月（7日～同（5年（月（日

高倉寿子述 大正・昭和頃写

（7（（0・
（7（（（

明 （0（（・
（0（7

御歌所寄人千葉胤明談話速記 千葉胤明述 大正・昭和頃タイプ

（7（（（ 明 （0（（ 中山孝麿未亡人三千代刀自談
話筆記　昭和5年（（月（（日

中山三千代述　 昭和写

（7（（（ 明 （0（（ 長岡外史談話速記　大正5年
（（月（日

長岡外史述 昭和・大正頃写

（7（（（ 明 （050 条約改正関係ノ由来　昭和5
年（（月（5日　

金子堅太郎述 昭和（年（月タイプ

（7（（5 明 （05（ 西園寺公爵談話筆記　昭和（
年（0月（0日

西園寺公望談 昭和（年タイプ

（7（（（ 明 （05（ 長岡外史談話速記　大正5年
（（月（日

大正（5年

（7（（7・
（7（（（

明 （05（ 宸筆集　上・下 京都府編 大正5年7月（日コロタ
イプ

（7（（（～
（750（

明 （05（ 長崎省吾談話速記　第（回・第
（回・第（回

長崎省吾述（昭和（年（0月（（日
～（（月7日）

昭和タイプ

（750（ 明 （055 新山荘輔談話筆記 新山荘輔述（昭和（年（（月7日） 昭和タイプ
（750（ 明 （05（ 男爵西五辻文仲談話速記 西五辻文仲述（大正（5年（（月（

日）　
昭和タイプ
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（750（ 明 （057 八田裕二郎談話筆記 八田裕二郎述（昭和（年（月（
日）

昭和タイプ

（7505・
（750（

明 （05（・
（05（

御歌所寄人阪正臣談話速記 阪正臣述（昭和（年（月（（日） 昭和タイプ

（7507～
（75（0

明 （0（0
～
（0（（

子爵日野西資博談 日野西資博述（大正（5年7月（（
日～（月（日）�上野竹次郎記

大正・昭和写（（7507）�昭
和 タ イ プ（（750（～
（75（0）

（75（（ 明 （0（（ 子爵日野西資博　第（回談話
速記

日野西資博述（昭和（年5月（（
日・（（日）

昭和タイプ

（75（（・
（75（（

明 （0（（・
（0（5

子爵日野西資博　第（回談話
速記

日野西資博述（昭和（年5月（（
日・（（日）

昭和タイプ

（75（5 明 （0（（ 元侍医寮御用掛藤木経輝談話
筆記

藤木経輝述（昭和（年（月（（日）　
大原重明記

昭和タイプ

（75（（ 明 （0（7 伯爵万里小路通房談話筆記 万里小路通房述（昭和（年7月）�
大原重明等記

昭和タイプ

（75（7・
（75（（

明 （0（（ 松村龍雄　第（回・第（回談話
速記

松村龍雄述（昭和（年（月（（日・
（5日）

昭和タイプ

（75（（・
（75（0

明 （0（（ 松村龍雄　第（回・第（回談話
速記

松村龍雄述（昭和（年（月（（日・
（5日）

昭和タイプ

（75（（・
（75（（

明 （070・
（07（

伯爵壬生基義談話速記 王生基義述（昭和（年（月（（日） 昭和タイプ

（75（（ 明 （07（ 男爵目賀田種太郎談話　勝伯
爵家の事

目賀田種太郎・金子堅太郎述 昭和写

（75（（ 明 （07（ 目賀田万喜談話筆記 目賀田万喜述（昭和（年（0月（（
日）

昭和タイプ

（75（5・
（75（（

明 （07（
～
（075

子爵薮篤麿談話速記 薮篤麿述（昭和（年5月（（日） 昭和タイプ

（75（7～
（75（（

明 （07（
～
（07（

柳原愛子刀自談話筆記 柳原愛子述（昭和（年（月（（日）�
上野竹次郎記

昭和タイプ

（75（0 明 （07（ 亜夷一件　堀田備中守上京往
復留　安政5・（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（75（（～
（75（（

明 （0（0 飛鳥井雅典卿日記　元治元年
（月（（日～（（月（（日　（～（

飛鳥井雅典記　底本・川崎武
之助蔵

大正（（年5月写

（75（（・
（75（5

明 （0（（ 飛鳥井雅典卿日記抜萃　（～（　
文久（年（月（（日～（（月（7日

飛鳥井雅典記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年5月写

（75（（ 明 （0（（ 安政五年堂上建議アメリカ使
節より申出開港の件　近衛忠
熙等

底本・川崎武之助蔵 大正（（年（0月写

（75（7 明 （0（（ 安政年間書類　ねむりさまし　
天地人乾坤抜萃　三条実方等

底本・川崎武之助所蔵 大正（年（0月タイプ

（75（（ 明 （0（（ 安藤対馬守狙撃一件�文久（年 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写
（75（（ 明 （0（5 井伊大老執権始末 旧夢老人　底本・川崎武之助

所蔵
大正（（年（0月写

（75（0 明 （0（（ 石川清之助手帖・宮部鼎蔵踏
雪日録

石川清之助（中岡慎太郎）・宮
部鼎蔵記

大正（（年写

（75（（ 明 （0（7 石川清之助筆記　慶応元～（
年

石川清之助（中岡慎太郎）記　
底本・川崎武之助所蔵

大正（（年写

（75（（ 明 （0（（ 維新前国事聞書 橋本実梁記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（0月写

（75（（ 明 （0（（ 一条道香公日記抄　宝暦御所
騒動一件　宝暦（年5月（0日～
宝暦（0年5月（0日

一条道香〔記〕�底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和タイプ

（75（（ 明 （0（0 伊地知貞馨履歴 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月タイプ
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（75（5 明 （0（（ 伊藤参議在欧中岩倉公往復　
明治（5・（（年　伊藤博文等

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（75（（ 明 （0（（ 岩倉具綱関係文書　岩倉具視
等

底本・川崎武之助所蔵 大正写

（75（7～
（7（（（

明 （0（（ 岩倉家蔵書類　（～70 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年写

（7（（7 明 （0（（ 岩倉家蔵大久保卿来翰　明治
元年

大久保利通記　底本・川崎武
之助所蔵

大正写

（7（（（ 明 （0（5 岩倉家蔵木戸卿来翰　明治元
年　木戸孝允等

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年写

（7（（（ 明 （0（（ 岩倉家蔵三条公来翰　明治元
年

三条実美記　底本・川崎武之
助所蔵

大正写

（7（（0 明 （0（7 岩倉家蔵三条実美書翰 三条実美記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（0年タイプ

（7（（（ 明 （0（（ 岩倉公欧米巡回帝王大統領へ
口上扣

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（（ 明 （0（（ 岩倉公出師表　明治元年 岩倉具視記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（00 岩倉公造幣局臨検書翰案　明
治（年

岩倉具視記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（0（ 岩倉公秘事・天使浜園遊覧記 松平慶永記（明治（7年（月（7
日）　底本・川崎武之助所蔵

大正（（年5月写

（7（（5 明 （（0（ 岩倉贈太政大臣葬儀雑記　明
治（（年

底本・川崎武之助蔵 大正・昭和写

（7（（（ 明 （（0（ 右大臣公外交往復書類　岩倉
具視等　明治（0～（（年　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（7 明 （（0（ 浦上村耶蘇宗徒処分一件　明
治元～（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（05 浦靱負日記　文久（年 浦勒負記　底本・川崎武之助
所蔵

大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（0（ 雲上宙霽記 竜凮軒竹遊記（寛政元年（月） 大正・昭和タイプ
（7（（0 明 （（07 明治二年英国皇子来朝接伴記 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年5月写
（7（（（ 明 （（0（ 江川坦庵事蹟 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写
（7（（（ 明 （（0（ 越前松平慶永墨夷一件建議書　

嘉永（年
松平慶永記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年5月写

（7（（（ 明 （（（0 榎本武揚朝臣公信魯国軍律会
議ノ件　明治７年

榎本武揚・花房義質記　底本・
川崎武之助所蔵　

大正（（年（月写

（7（（（・
（7（（5

明 （（（（ 大久保家蔵小松帯刀書簡　
乾・坤

小松帯刀記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（（（ 大久保家蔵岩下方平書簡 岩下方平記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年5写

（7（（7 明 （（（（ 被仰出并言上文書　徳川慶喜
等　文久（年7月（日～（月（（日

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（（～
（7（（5

明 （（（（ 被仰出並諸向差出文書　（～（　
中西彦太郎等　文久（年（月（（
日～7月（（日　

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年タイプ・写

（7（（（ 明 （（（5 王政復古発令一件　慶応（年
（（月

底本・川崎武之助所蔵 大正・昭和写

（7（（7 明 （（（（ 大橋慎三書翰 大橋慎三記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年写

（7（（（～
（77（（

明 （（（7 孝明天皇紀　（～（（7　 徳大寺実則等編　明治（（年（0
月　活版　宮内省　（（（冊・１
帖

明治（（年

（77（5 明 （（（7 孝明天皇紀　（（（　附図　 徳大寺実則等編　明治（（年（0
月活版　宮内省　（（（冊・１帖

明治（（年　複製物
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（77（（・
（77（7

明 （（（7 孝 明 天 皇 紀 目 録　 上・下　
（（（・（（0

徳大寺実則等編　明治（（年（0
月活版　宮内省　（（（冊・１帖

明治（（年

（77（（～
（7770

明 （（（（ 長崎省吾談話速記　第（～（回 長崎省吾述（昭和（年（0月（（日
～（（月7日）

昭和タイプ

（777（ 明 （（（（ 浅野和泉守手控 浅野長祚記　底本・川崎武之
助蔵

大正（（年（0月写

（777（ 明 （（（0 大原重徳卿書牘　文久（年 大原重徳記　底本・川崎武之
助蔵

大正・昭和写

（777（ 明 （（（（ 大原重実記　文久（年～元治
元年

大原重徳記　底本・川崎武之
助蔵

大正・昭和写

（777（ 明 （（（（ 欧米大使全書　明治（年 底本・川崎武之助蔵 大正（（年写
（7775 明 （（（（ 大山格之助戦報　明治元年7

月
大山格之助記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年（月写

（777（ 明 （（（（ 義挙私記 小河一敏記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（0月写

（7777 明 （（（5 御清間年中行事　正月元日～
（（月晦日

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（777（ 明 （（（（ 皇国男子物語 落合直亮記（明治（年（月）�底
本・川崎武之助所蔵

大正・昭和写

（777（ 明 （（（7 小野組金穀御用一件　明治元
年洋銀相場一件

小野善右衛門記（明治（（年7
月）　底本・川崎武之助所蔵

大正（（年（月写

（77（0 明 （（（（ 阿蘭陀使節長崎へ渡来等合巻　
弘化元年5月～（（月

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ

（77（（ 明 （（（（ 海軍創建案勝兵部大丞提出 勝安芳記　底本・川崎武之助
所蔵

大正（（年（月写

（77（（ 明 （（（0 外交事件　米使応接等　嘉永
（年～安政（年　

土屋寅直等記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年（0月写

（77（（ 明 （（（（ 外国人所持二歩金引換一件　
明治（年（月（5日～明治（年（月
（（日

寺島陶蔵等記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年（0月写

（77（（ 明 （（（（ 外務卿輔英公使應接博覧会一
件　明治（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年5月写

（77（5 明 （（（（ 外務省記　日本新史抄訳・日
本古今事情節略

アランシス・アダムス等記　
底本・川崎武之助所蔵

大正（（年（月写

（77（（ 明 （（（（ 学習院国事御用帳　文久（年（
月（0日～（月（7日

底本・川崎武之助所蔵 大正タイプ

（77（7 明 （（（5 華族会館誌抜萃　明治（年～（
年

底本・川崎武之助所蔵 大正・昭和タイプ

（77（（ 明 （（（（ 華族会館誌附録抜萃　巻（～（ 底本・川崎武之助所蔵 大正・昭和タイプ
（77（（ 明 （（（7 勝海舟日乗抄　慶応（年（（月

（（日～明治元年5月（5日
勝安芳記　底本・川崎武之助
所蔵

大正（0年タイプ

（77（0 明 （（（（ 勝海舟日乗抄　文久（年正月（
日～明治（年（月（日

勝安芳記　底本・川崎武之助
所蔵

大正（0年タイプ

（77（（ 明 （（（（ 勝海舟日乗抄　大目附妻木頼
矩大坂城引渡一件　静寛院宮
退城一件

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（77（（ 明 （（（0 和宮儼儀御行列　京都町奉行　
附与力加納繁三郎申出書

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（77（（ 明 （（（（ 和宮御下向一件勅書並諸家書
簡類

岩倉具視等記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年写

（77（（～
（77（7

明 （（（（ 和宮降嫁一件　（～（　万延元
年（月（日～文久元年（（月（（日

坊城俊克記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（0年（0月写

（77（（ 明 （（（（ 和宮降嫁一件　上　安政（年
～文久元年　（

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年（0月～大正（（
年5月写・タイプ



「明治天皇紀」編修史料の一斑（堀口）69

（77（（ 明 （（（（ 和宮降嫁一件　安政（年～文
久元年　（

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年（0月～大正（（
年5月写・タイプ

（7（00 明 （（（（ 和宮降嫁一件　下　安政（年
～文久元年　（

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年（0月～大正（（
年5月写・タイプ

（7（0（ 明 （（（（ 和宮降嫁一件　所司代往復　
万延元年～文久元年　

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年（0月タイプ

（7（0（ 明 （（（5 和宮降嫁一件　万延元年（（月
（5日～文久元年（（月（日

千種有文記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年5月写

（7（0（～
（7（07

明 （（（（ 和宮降嫁記録　（～5　万延元
年～文久元年　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（7（0（ 明 （（（7 和宮上﨟玉島日記　明治元年
（月（日～（月（（日

玉島（山根氏）記　底本・川崎
武之助所蔵

大正（（年（月写

（7（0（ 明 （（（（ 桂氏記　安政5年（月（0日～（
月（5日

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年（0月タイプ

（7（（0 明 （（（（ 楫取素彦所蔵書類　文久元年
～（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（7（（（ 明 （（50 加茂行幸之留・石清水行幸之
雑誌　文久（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年（0月タイプ

（7（（（ 明 （（5（ 賀陽宮御不審一件　明治元
年・賀陽宮親話筆記

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（5（ 菅葉抜萃　安政5年正月（（日
～（（月（0日

五条為定説　底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和写

（7（（（ 明 （（5（ 成瀬正肥家記 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ
（7（（5 明 （（5（ 旧藩家老万石以上之輩華族ニ

列スル議　明治（（年（月（日　
岩倉具視記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年写

（7（（（ 明 （（55 義挙録�文久（年 小河一敏記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年5月写

（7（（7 明 （（5（ 議奏言渡抄　安政5年（月（日
～安政（年（（月（（日

底本・川崎武之助所蔵 大正・昭和写

（7（（（・
（7（（（

明 （（57 議奏言渡抄　乾・坤　安政（年
正月（日～慶応（年（月（5日

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写（乾）�大
正（（年（（月写（坤）

（7（（0～
（7（（（

明 （（5（ 議奏記録　（～（　嘉永（年（（
月（0日～安政（年（（月（0日　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（（月写

（7（（（～
（7（（（

明 （（5（ 木戸公日記抄　（～（0　明治
元年（月（（日～明治（0年5月（
日

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年7月写

（7（（（ 明 （（（0 木戸孝允奏議録　明治元～（
年

木戸孝允記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年7月写

（7（（（ 明 （（（（ 京都御所書類　安政5年～文
久（年　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（5 明 （（（（ 桐野利秋談話征韓討湾一件 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写
（7（（（ 明 （（（（ 禁中行事記聞　下巻　附録 高階経徳等記　底本・川崎武

之助所蔵
大正（（年（（月写

（7（（7 明 （（（（ 勤王志士小伝 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ
（7（（（～
（7（（（

明 （（（5 勤労事蹟　（～（ 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月タイプ

（7（（7～
（7（55

明 （（（（ 九条家内覧録　（～（　安政（
年～文久（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（（月写

（7（5（ 明 （（（7 日下部伊三次嘗膽録　巻四 日下部伊三次（信政）記　底
本・川崎武之助所蔵

大正（0年タイプ

（7（57 明 （（（（ 久世家蔵書牘瀉 底本・川崎武之助所蔵 大正・昭和写
（7（5（ 明 （（（（ 久世通凞卿議奏御役日記　文

久（年（月（日～（（月5日
久世通凞記　底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和写

（7（5（ 明 （（70 久世通凞卿議奏加勢日記　万
延元年（月（（日～（月（（日

久世通凞記　底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和写
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（7（（0 明 （（7（ 久世通凞卿国事日記　元治元
年（月（0日～慶応（年7月（（日

久世通凞記　底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和写

（7（（（～
（7（（（

明 （（7（ 久世通凞卿日記　（～（　文久
（年5月（（日～慶応（年（月（0日

久世通凞記　底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和写

（7（（5～
（7（（7

明 （（7（ 久世通凞卿日記抄　（～（　天
地人　嘉永七年～慶応元年

久世通凞記　底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和写

（7（（（ 明 （（7（ 久世通凞卿備忘　文久（年（0
月（（日～元治元年（月（0日

久世通凞記　底本・川崎武之
助所蔵

大正・昭和写

（7（（（ 明 （（75 黒田清綱所蔵秘牘写 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写
（7（70～
（7（（5

明 （（7（ 慶明雑録抄　慶応（年正月～
明治元年（月　（～（（

底本・川崎武之助蔵 大正・昭和写

（7（（（ 明 （（77 兼胤記抜抄　寛延（年（月（（日
～宝暦（（年（（月（5日

広橋兼胤記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（（月写

（7（（7 明 （（7（ 高知県斃難者履歴書抄録 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ
（7（（（～
（7（（7

明 （（7（ 甲東叢紙大久保利通宛書翰集　
（～（0

三条実美・岩倉具視等記　底
本・川崎武之助所蔵

大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（（0 公文録（岩倉具視葬儀関係）　
明治（（年

底本・川崎武之助所蔵 大正・昭和写

（7（（（・
（7（00

明 （（（（ 孝明天皇宸翰写　（・（ 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（0（ 明 （（（（ 高野山出張概略　慶応（年（月
～慶応（年（月

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月タイプ

（7（0（ 明 （（（（ 久我家日記抜抄　万延（年正
月～文久（年（（月

久我家家司記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（0年タイプ

（7（0（ 明 （（（（ 五ケ条御誓文并勅諭 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ
（7（0（ 明 （（（5 国事書記御用掛雑誌　文久（

年（月（（日～（月（5日
鴨脚光長等記　底本・川崎武
之助所蔵

大正タイプ

（7（05 明 （（（（ 国事文書　議奏書類　文久（
年7月（日～同年（月（日

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（（月写

（7（0（～
（7（0（

明 （（（7 国事要録　長州征伐　（～（　
慶応（年（月～（0月

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（7（（0 明 （（（（ 後光明帝外記　鳩巣小説宝暦
紀事山県大弐始仕置写

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（（（ 御沙汰書留写（男爵川崎武之
助所蔵文書）

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（7（（（ 明 （（（0 近衛忠凞内覧日記　文久（・（
年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年7月写

（7（（（ 明 （（（（ 櫻田事件 佐藤鉄三郎記 大正（（年（（月タイプ
（7（（（ 明 （（（（ 薩州御往反始末　文久（年 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写
（7（（5 明 （（（（ 雑書 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写
（7（（（ 明 （（（（ 薩藩鎌田出雲事蹟 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ
（7（（7・
（7（（（

明 （（（5 薩摩叛乱記　上・下 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（（（ 三条卿・沢朝臣以下書簡 三条実美・沢宣嘉等記　底本・
川崎武之助所蔵

大正（（年（0月タイプ

（7（（0 明 （（（7 三条家書翰類　乾・坤 大江敬親等記　底本・川崎武
之助所蔵

大正

（7（（（ 明 （（（（ 三条家書類　安政5年水戸勅
諚事件

三条実万等記 大正（（年写

（7（（（ 明 （（（（ 三条実万公武御用日記　嘉永
7年　安政（・（年　附公武御用
備忘　安政（年

三条実万等記 大正（（年写

（7（（（ 明 （（00 三条実万書牘写　安政5年 三条実万等記 大正（（年写
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（7（（（～
（7（5（

明 （（0（ 三条家蔵秘簡　（～（0　明治
元年～（（年

大正（0年写

（7（5（ 明 （（0（ 山陵御修補関係書類 嵯峨実愛等記 大正（（年タイプ
（7（55～
（7（57

明 （（0（ 修史局事蹟綴込　（～（ 大正（0年タイプ

（7（5（ 明 （（0（ 滋野井実在日記　天保（（年　
嘉永5・7年抜萃

滋野井実在記 大正（（年（月タイプ

（7（5（ 明 （（05 四条隆平日記抄　明治元年 四条隆平記 大正（（5月年写
（7（（0・
（7（（（

明 （（0（ 科戸の風　乾・坤 徳川斉昭記　 大正写

（7（（（ 明 （（07 島津左府板垣参議ノ三条相国
弾劾ノ件　明治（年　

島津久光等記 大正（（年（0月写

（7（（（ 明 （（0（ 島津左大臣二十条建議 島津久光等記 大正末写
（7（（（ 明 （（0（ 下之関事件 E・H・ハウス著／山内堤雲訳 大正（（年（（月
（7（（5 明 （（（0 下之関事件　鹿児島事件 E・H・ハウス著／八尾正文・立

嘉度訳
大正（（年（月写

（7（（（・
（7（（7

明 （（（（ 春嶽私記抜萃　（～（　慶応（
年（0～（（月

松平慶永記　中根師質編　 大正末写

（7（（（～
（7（7（

明 （（（（ 唱義聞見録　（～（ 世古延世編 大正（（年（0月写

（7（7（・
（7（7（

明 （（（（ 諸家日記抜萃　慶応元年　
上・下

土方久元等記　 大正（（年（0月タイプ

（7（7（ 明 （（（（ 諸家履歴　修史局所蔵本抜萃 河田景興等記　　 大正（（年写
（7（75 明 （（（5 諸士小伝並碑文 川田剛等撰 大正（0年写
（7（7（～
（7（（7

明 （（（（ 処蕃始末　（～（（　明治（～（（
年

大正（（年（月写

（7（（（ 明 （（（7 諸文書維新前後要件 松平慶永等記 大正（（年（0月写
（7（（（ 明 （（（（ 新伊勢物語　弘化（年～嘉永（

年　（
徳川斎昭編 大正末写

（（000・
（（00（

明 （（（（ 新伊勢物語　弘化（年～嘉永（
年　（　上・下

徳川斎昭編 大正末写

（（00（・
（（00（

明 （（（（ 新伊勢物語　弘化（年～嘉永（
年　（　上・下

徳川斎昭編 大正末写

（（00（・
（（005

明 （（（（ 新伊勢物語　弘化（年～嘉永（
年　（　上・下

徳川斎昭編 大正末写

（（00（ 明 （（（（ 新伊勢物語　弘化（年～嘉永（
年　　5

徳川斎昭編 大正末写

（（007 明 （（（（ 水府一件　勅書並諸家書簡類　
安政5年～文久元年

（（通 大正（（年（0月写

（（00（ 明 （（（0 杉浦弘蔵戊辰日記　明治元年
正月～明治（年（月

杉浦弘蔵記 大正（（年（0月写

（（00（ 明 （（（（ 補正　征西史料　巻（・（ 大正（0年タイプ
（（0（0 明 （（（（ 静寛院宮日誌　自明治元年正

月至（（月　静寛院宮日記　静
寛院宮上臈土御門藤子筆記抄　

静寛院宮日記　親子内親王記 大正（（年正月写　

（（0（（・
（（0（（

明 （（（（ 世古家記抄　（・（　元治元年 大正（（年（0月タイプ　　

（（0（（ 明 （（（（ 接韓記事 佐田白茅記 大正（（年（0月写
（（0（（～
（（0（（

明 （（（5 遭遇時事記　安政（年～慶応（
年　（～5

福羽美静編 大正末タイプ

（（0（（～
（（0（（

明 （（（（ 中山侯爵家文書　（～（（　安
政５―明治元

底本・川崎武之助所蔵 大正頃写・タイプ

（（0（7・
（（0（（

明 （（（7 中山家国事書類幕府達書等　
（・（

底本・川崎武之助所蔵 大正頃写
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（（0（（ 明 （（（（ 鍋島直正卿家記 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ
（（050 明 （（（（ 日本鉄道会社創立記　明治（（

年
底本・川崎武之助所蔵 大正（5年正月写　

（（05（ 明 （（（0 二条家内内番所日記抄　寛
政・文化・文久・元治・慶応

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（（月写　

（（05（ 明 （（（（ 贈太政大臣岩倉具視薨去ニ付
官報各新聞抜抄　明治（（年7
月

底本・川崎武之助所蔵 大正写

（（05（・
（（05（

明 （（（（ 贈相国公維新前手書日次　文
久（年（月～慶応（年7月（有欠）�
乾・坤

岩倉具視記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（月写

（（055 明 （（（（ 副島種臣建言　明治（5年（月
（（日

副島種臣記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（0年（0月写

（（05（ 明 （（（（ 副島大使適清概略　明治（年 鄭永寧編　底本・川崎武之助
所蔵

大正（（年5月写

（（057～
（（0（（

明 （（（5 尊攘堂書類額・巻物・屏風・小
屏風・襖・折本（諸家書状類）�（
～5

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（（0（（ 明 （（（（ 太政類典抜萃熊本秋月萩暴動
始末　明治（年　

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年タイプ印書

（（0（（ 明 （（（7 高橋俊璹東行日記　安政5年
（（月～安政（年（0月

高橋俊璹記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年5月写

（（0（（ 明 （（（（ 高橋俊璹日記　安政5年（（月
～安政7年正月　

高橋俊璹記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（0月写

（（0（5 明 （（（（ 鷹司関白幕府へ廷臣賜祿交渉
ノ件・東幸儀衛図讃詞・松平春
嶽侯安政戌年登営記事

鷹司政通記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年写

（（0（（ 明 （（（0 竹内式部糺問次第　宝暦（年（
月～宝暦（年5月

竹内敬持記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（月写

（（0（7 明 （（（（ 宙齋記 龍鳳軒竹遊子撰　底本・川崎
武之助所蔵

大正写・タイプ

（（0（（ 明 （（（（ 忠成公手牘 三条実万記等　底本・川崎武
之助蔵

大正写　

（（0（（ 明 （（（（ 忠成公幽居日記抄　安政（年
正月～（月

三条実万手記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年（0月

（（070 明 （（（（ 地所賣買解禁地券發行之件　
明治5～（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年5月写

（（07（ 明 （（（5 長行始末 岡谷繁実記（元治元年5月）�底
本・川崎武之助所蔵

大正（（年（0月写

（（07（ 明 （（（（ 長藩長井雅楽周旋一件　文久
元年5月～文久（年（月

長井隆尚記　毛利家編輯所編　
底本・川崎武之助所蔵

大正写

（（07（ 明 （（（7 朝鮮国交通概略　慶応（年～
明治（年　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年7月写

（（07（～
（（07（

明 （（（（ 附武士送翰抄　安政元年～慶
応（年　（～（

底本・川崎武之助所蔵 大正（（～（（年写　

（（077～
（（0（0

明 （（（（ 伝奏坊城俊克公武御用雑誌草　
（～（　安政（年（月～万延元年
7月（抜萃）

坊城俊克記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（0年タイプ

（（0（（ 明 （（50 東京設置詔書写　明治元年7
月

底本・川崎武之助所蔵 大正写

（（0（（ 明 （（5（ 東山道総督府諸達留　明治元
年正月～5月

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月タイプ　

（（0（（～
（（0（（

明 （（5（ 東山道督府書類　（～（（　明
治元年　

底本・川崎武之助所蔵 大正写
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（（0（（～
（（0（（

明 （（5（ 東山道征討記稿　（～（　明治
元年正月（日～5月（（日　

修史局編　底本・川崎武之助
所蔵

大正（（年（月タイプ

（（（00 明 （（5（ 東山道総督府日記　明治元年
正月～（月

総督府本陣書記記　底本・川
崎武之助所蔵

大正（（年（月タイプ

（（（0（ 明 （（55 東征総督記抄　明治元年（月
～（（月

底本・川崎武之助所蔵　原本・
修史〔局〕尚蔵

大正（0年タイプ

（（（0（～
（（（07

明 （（5（ 徳大寺公純卿日記　（～（　安
政（年正月～安政（年（（月

徳大寺公純記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年7月写

（（（0（ 明 （（57 徳川慶喜処分答議　明治元年
（月

岩倉具視等記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年（0月写

（（（0（ 明 （（5（ 徳川慶勝卿家記　文政7年（月
～明治元年（月

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月タイプ

（（（（0 明 （（5（ 徳川脱籍人ニ付英佛ニ公使往
復の件　明治（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（（0 徳大寺公城卿日記抄　宝暦御
所騒動一件　寛延（年7月～宝
暦（年（（月

徳大寺公城記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（（（ 徳大寺公城卿備忘録　宝暦７
年～天明元年

徳大寺公城記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年7月写

（（（（（ 明 （（（（ 徳大寺実堅武家伝奏記録抜萃　
弘化（年（月～弘化（年（（月

徳大寺実堅記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年

（（（（（・
（（（（5

明 （（（（ 富山藩主前田正甫利保利寛�
上・下

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（（（ 長井雅楽書牘　文久元年頃　
毛利家書類之内　

長井隆尚記　底本・川崎武之
助所蔵

大正写

（（（（7 明 （（（5 長門人義挙日記　元治元年（
月

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年7月写

（（（（（～
（（（（0

明 （（（（ 中御門家書類　天・地・人　文
久（～明治（

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（（月写

（（（（（ 明 （（（7 中御門経之卿諒闇中備忘　弘
化（年正月～（月

中御門経之記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年タイプ

（（（（（～
（（（（0

明 （（（（ 中御門家記録　（～（（　文久（
～明治（7

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年写

（（（（（～
（（（5（

明 （（（（ 二条家日記　（～（（　文久（年
（月～慶応（年（（月　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（（月～大正（（
年（月写

（（（（0 明 （（70 本途帳勘使方（文久（年）�御賄
方（天保（年）

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年5月写

（（（（（ 明 （（7（ 萩熊本秋月暴徒口供判決　明
治（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写　

（（（（（ 明 （（7（ 博愛社創立協賛始末・雅楽道
保存之件・能楽社設立之件　
全　明治（0年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（7（ 一橋慶喜卿以下奏請増貢米及
十八箇条　元治元年４月

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（（（（（ 明 （（7（ 橋本実梁日記　慶応（年正月
～5月

底本・川崎武之助所蔵 大正頃写

（（（（5～
（（（（（

明 （（75 早川勇書取類　（～（ 底本・川崎武之助所蔵 大正頃タイプ

（（（（（ 明 （（7（ 早川勇手記　嘉永～慶応元年 早川勇記　底本・川崎武之助
所蔵

大正頃タイプ

（（（70 明 （（77 早川勇国事関係書　元治元年
7月～慶応元年（月

早川勇記　底本・川崎武之助
所蔵

大正（（年（0月タイプ

（（（7（ 明 （（7（ 林友幸所蔵書牘 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写
（（（7（ 明 （（7（ 東久世通禧卿西溟日録　慶応

元年
東久世通禧〔記〕　底本・川崎
武之助所蔵

大正（（年正月写
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（（（7（ 明 （（（0 西航日記　文久（年～慶応（年 東久世通禧〔記〕　底本・川崎
武之助所蔵

大正（（年正月写

（（（7（ 明 （（（（ 東久世通禧日記　万延元年・
文久（年

東久世通禧〔記〕　底本・川崎
武之助所蔵

大正（（年正月写

（（（75～
（（（7（

明 （（（（ 東坊城聰長卿日録抄　（～（　
嘉永（年～安政5年　

東坊城聰長記　底本・川崎武
之助所蔵

大正頃写

（（（7（ 明 （（（（ 東坊城家蔵異船一件帳　安政
（・（年

底本・川崎武之助蔵 大正（（年写

（（（（0～
（（（（（

明 （（（（ 公武御用日記　（～（　嘉永（
年・安政（～5年

東坊城聰長記　底本・川崎武
之助所蔵

大正頃写　

（（（（（ 明 （（（5 広島藩紀事要領　文久（年～
明治（年

橋本素助編（明治（（年）�底本・
川崎武之助所蔵

大正頃タイプ

（（（（0 明 （（（（ 広島藩定方要旨　慶応（年 底本・川崎武之助所蔵 大正頃写
（（（（（～
（（（（（

明 （（（7 広島藩事蹟要録　（～（　文久
（年～明治（年

底本・川崎武之助所蔵 大正頃写

（（（（7 明 （（（（ 復古外記　北陸道戦記 太政宮編　底本・川崎武之助
所蔵

大正頃タイプ

（（（（（ 明 （（（（ 復古擥要　慶応（年～明治（年 太政宮編　底本・川崎武之助
所蔵

大正（0年（0月タイプ

（（（（（～
（（（0（

明 （（（0 復古事蹟　（～（ 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月タイプ

（（（0（ 明 （（（（ 藤井右門一件 底本・川崎武之助所蔵 大正頃タイプ
（（（0（ 明 （（（（ 文久癸亥鎖港談判一件　駐日

外交官書翰等
底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（（（0（ 明 （（（（ 岩倉公ヨリ薩藩堀小郎ニ与フ
書

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写　

（（（05 明 （（（（ 米国前大統領グラント氏来朝
記　明治（（～（5年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写　

（（（0（ 明 （（（5 米国前大統領謁見諸式　明治
（（年

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写　

（（（07 明 （（（（ 百兒利日本紀行　（（5（～（年 万延元年・村上恒夫訳　底本・
川崎武之助所蔵

大正（（年（0月タイプ

（（（0（～
（（（（（

明 （（（7 辨事五辻安仲在職中記　朝臣
手記　（～（　明治元（年　

五辻安仲記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年

（（（（（ 明 （（（（ 坊城俊克卿公武御用雑誌抄　
文久元年～（年抄

坊城俊克記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年5月タイプ

（（（（（ 明 （（（（ 宝暦紀事　加茂川騒動物語　
曙物語

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月写

（（（（（～
（（（（（

明 （（00 宝暦事件　（～（（　近衛内前・
一条道香等

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（（（（7 明 （（0（ 戊午密勅　安政5年　周布政
之助日記

周布政之助記　底本・川崎武
之助蔵

大正（（年（0月写

（（（（（ 明 （（0（ 戊辰中立顚末抜抄 底本・川崎武之助蔵 大正（（年（0月写
（（（（（～
（（（（（

明 （（0（ 堀田備中守正睦日記　（～（　
安政（年（0月～安政（年（（月

堀田正睦記　底本・川崎武之
助所蔵

大正写　

（（（（7 明 （（0（ 堀河康親・親賀両卿手記抄　
天保（年～明治（年

堀河康親・親賀記　底本・川崎
武之助所蔵

大正（（年（月写

（（（（（ 明 （（05 松前家記　外国部　阿部正外
家譜　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（（月写

（（（（（～
（（（（5

明 （（0（ 三浦七兵衛所司代酒井忠義家
来蔵書類　（～7

千種有文・長野義言等記　底
本・川崎武之助所蔵

大正（（年（0月写

（（（（（～
（（（5（

明 （（07 三国幽眠国事手記　（～（　弘
化４年～元治元　

三国直準記　底本・川崎武之
助所蔵

大正頃写

（（（55 明 （（0（ 水戸烈公斉昭親製地球儀由来　
水戸家江勅語彙纂　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（0月タイプ
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（（（5（ 明 （（0（ 三吉慎蔵日記抄　坂本竜馬之
件　慶応（年～明治元年

三吉愼蔵記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（月写

（（（57 明 （（（0 禁中秘記　御内用応答備忘　
安政5年～文久（年

千種有文記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（0月写

（（（5（～
（（（（0

明 （（（（ 銘肝録　（～（　安政（～（年 世古延世記　底本・川崎武之
助所蔵

大正（（年（0月写

（（（（（ 明 （（（（ 明治十一年斬姦状　明治十一
年近衛兵暴動始末

島田一郎等作　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年5月写

（（（（（ 明 （（（（ 明治二年会計書類 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年5月写
（（（（（、
（（（（（～
（（（（（

明 （（（（ 明治二年三件合併諸藩勅答　
（～（　版籍奉還　外交・貨幣

底本・川崎武之助所蔵 大正頃タイプ

（（（（（～
（（（（（

明 （（（5 明治二年版籍之儀諸藩勅答　
（～（

底本・川崎武之助所蔵 大正（0年タイプ�

（（（70 明 （（（（ 薬師寺筑前守内密言上書　幕
末水戸藩事�

薬師寺元真記　底本・川崎武
之助所蔵

大正（（年写

（（（7（ 明 （（（7 諸県夢中遊歴記 矢野真与記（明治初年）�底本・
川崎武之助所蔵

大正（0年（0月タイプ

（（（7（ 明 （（（（ 山岡銕太郎周旋尽力手記 山岡銕太郎記（明治（5年（月）�
底本・川崎武之助所蔵

大正（（年（0月写

（（（7（ 明 （（（（ 横濱駐在英佛兵隊引払一件　
明治（～（年　

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（（（7（ 明 （（（0 吉田松陰回顧録　蓮田一五郎
幽因記事　福羽氏菊字帖

底本・川崎武之助所蔵 大正（（年写�

（（（75～
（（（7（

明 （（（（ 吉井伯爵家蔵書簡写　（～（ 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写

（（（7（ 明 （（（（ レーベンヤッパン　完 底本・川崎武之助所蔵 大正（（年（月写
（（（（0 明 （（（（ 烈公行実 会沢安等撰（文久元年5月）�底

本・川崎武之助所蔵
大正（（年（0月写

（（（（（ 明 （（（（ 露国皇帝皇后両陛下戴冠式ニ
関スル諸儀式

底本・川崎武之助所蔵 大正写

（（（（（ 明 （（（5 脇坂家記　外交部類 底本・川崎武之助所蔵 大正（0年（0月タイプ
（（（（（ 明 （（（（ 大宮御所保存及取解地図　百

五十分一
底本・内匠寮所蔵 大正（（年（月（0日透写

（一部彩色）　単位は舗
（（（（（ 明 （（（7 京都大宮御所旧図 底本・内近寮所蔵 大正（（年（月（0日透写

（彩色）　単位は舗
（（（（5 明 （（（（ 京都御所之図　明治5年 底本・内近寮所蔵 大正（（年（月（0日透写

（彩色）　単位は舗
（（（（（ 明 （（（（ 京都御所図　安政度 底本・東山御文庫所蔵　 大正（年（（月写（彩色）

単位は舗
（（（（7 明 （（（0 西京御所之図　明治（（年改正

図
底本・内匠寮所蔵 大正（（年（月（0日透写

（彩色）�単位は舗
（（（（（ 明 （（（（ 西京御所之図不用建物下賜色

分図　明治（（年
底本・内匠寮所蔵 大正（（年（月（0日透写

（彩色）　単位は舗
（（（（（ 明 （（（（ 皇宮新古合図　明治（0年（月

調
底本・内匠寮所蔵 大正（（年（月（0日透写

（彩色）　単位は舗
（（（（0 明 （（（（ 御齒固図類従雑要抄 底本・東山御文庫本 大正（年（0月透写　
（（（（（ 明 （（（（ 天皇御元服紫宸殿図　明治天

皇
底本・東山御文庫本 大正（年（0月透写　

（（（（（ 明 （（（5 天明度仮皇居図聖護院　内題
｢天明八年度当門仮皇居之図｣

大正写　

（（（（（ 明 （（（（ 女御入内夜御殿図藤原夙子　
嘉永元年

底本・東山御文庫所蔵 大正（年（0月透写

（（（（（ 明 （（（7 聖護院図現今 寺地境内総坪数および内訳坪
数と記す

大正写
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（（（（5 明 （（（（ 倚慮殿図　慶応（年立起図 底本・東山御文庫所蔵 大正（年（0月透写（彩
色）

（（（（（ 明 （（（（ 赤坂仮皇居之図　明治（（年測
量　二千分一

大正（年写（彩色）

（（（（7・
（（（（（

明 （（（0
・
（（（（

赤坂仮皇居並青山御所図　
乾・坤　千二百分一

大正（年写（彩色）

（（（（（ 明 （（（（ 明治天皇御座船推定図　新居
～舞坂　明治元年（0月（日　

牧野甚八画（大正（年（（月）�原
本

大正（年

（（（00 明 （（（（ 明治十年熊本城籠城之図　四
千分一

木村猶平画（明治（（年（月（0
日）

大正（年（月透写（彩色）

（（（0（ 明 （（（（ 二条城建物古図　天明（年以
前

大正（（年（月（0日透写
（彩色）

（（（0（ 明 （（（5 東京宮城御構内外総図　明治
（（年作図　八百分一

底本・内匠寮所蔵 大正（0年（月写（彩色）

（（（0（～
（（（（（

明 （（（（ 赤坂仮皇居並青山御所建物指
図　（～（0（（5・（分冊）

底本・内匠寮所蔵 大正（年写

（（（（（ 明 （（（7 赤坂仮皇居図 底本・内匠寮所蔵 大正写
（（（（5 明 （（（（ 赤坂仮皇居図　最古六百分一 内匠寮所蔵 大正（年透写（彩色）
（（（（（ 明 （（（（ 赤坂仮皇居図　六百分一　明

治（（年改製　
内匠寮所蔵 大正（年写

（（（（7 明 （（50 赤坂仮皇居図　六百分一　明
治（0年（月調製　

内匠寮所蔵 大正（年透写（彩色）

（（（（（ 明 （（5（ 赤坂仮皇居図　六百分一 内匠寮所蔵 大正（年透写（彩色）
（（（（（ 明 （（5（ 大地球儀　東半球　明治元年

御即位御所用　
徳川斉昭献上 大正（0年（0月写（彩写）

（（（（0 明 （（5（ 大地球儀　西半球　明治元年
御即位御所用　

徳川斉昭献上 大正（0年（0月写（彩写）

（（（（（ 明 （（5（ 清涼殿図　弘化三年御凶事 底本・中院家本 大正写
（（（（（ 明 （（5（ 泉涌寺図　慶応三年御凶事 底本・中院家本 大正写
（（（（（ 明 （（55 泉山御陵図　慶応三年御凶事 底本・中院家本 大正写
（（（（（ 明 （（5（ 泉山龕前堂法会図　慶応三年

御凶事
底本・中院家本 大正写

（（（（5 明 （（57 内宮御参拝之図　明治（年（月
（（日

大正写

（（（（（ 明 （（5（ 旧岩倉邸之図　立面五十分
一・平面百分一　明治（（年7月
行幸

大正（月5月（（日作図

（（（（7 明 （（5（ 四日市本陣黒川家絵図　五十
分一　明治元年・（年行在所

吉田瑞芝作図（明治（7年（月） 大正（（年（月透写（彩
色）�

（（（（（ 明 （（（0 姫路偕行社之図　明治（（年行
幸行在所

底本・姫姫偕行社所蔵 大正（（年（0月透写

（（（（（ 明 （（（（ 山口県輦道略図　明治（（年7
月

底本・山口県庁所蔵 大正（（年（月透写（淡
彩）

（（（（0 明 （（（（ 南多摩郡蓮光寺村御獵場全図 底本・主猟寮所蔵　 大正（年（月透写（彩色）�
複製物

（（（（（ 明 （（（（ 千葉県下習志野原御獵場全図 底本・主猟寮所蔵　 大正（年（月透写（彩色）�
複製物

（（（（（ 明 （（（（ 明治天皇利根川御渡船之図　
明治（年（月（日

底本・池田義郎所蔵 昭和（年（月写（彩色）

（（（（（ 明 （（（5 対鴎荘見取図旧三条実美別邸　
明治（年（（月（（日行幸

昭和（年（月（（日作図 昭和（年　複製物

（（（（（ 明 （（（（ 東山御文庫地球儀寸法図　臨
時帝室編修局作図　

原本 大正



「明治天皇紀」編修史料の一斑（堀口）77

（（（（5 明 （（（7 皇后方服制図　明治（年調制 底本・山本黙夫所蔵 大正（年（月写（彩色）　
複製物

（（（（（ 明 （（（（ 山陵以下諸処行幸図　明治元
年

底本・京都大学所蔵壬生家本 大正写

（（（（7 明 （（（（ 江次第　宴会敷設図 底本・主殿寮京都出張所所蔵 大正（年（0月写（一部彩
色）

（（（（（ 明 （（70 長崎製鐵所旧図　明治5年行
幸

底本・長崎県立図書館所蔵 大正（0年写（淡彩）

（（（（（ 明 （（7（ 長崎立山役所絵図　明治5年
行幸

底本・長崎県立図書館所蔵 大正（0年写（彩色）

（（（50 明 （（7（ 京都内裏之図禁中行事新聞附
図

大正写（彩色）

（（（5（ 明 （（7（ 二条離宮之図　三百分一 大正写（彩色）
（（（5（ 明 （（7（ 二条離宮本丸宮殿御常御殿之

図
大正写

（（（5（ 明 （（75 大宮御所之図　三百分一　明
治（（年以降の図

大正写（彩色）

（（（5（ 明 （（7（ 桂離宮之図　三百分一 大正写（彩色）
（（（55 明 （（77 修学院離宮之図　三百分一 大正写（彩色）
（（（5（ 明 （（7（ 賀茂御祖神社之図　三百分一 大正写（彩色）
（（（57 明 （（7（ 京都御所之図　三百分一 明治（（年以降
（（（5（ 明 （（（0 二条城附近之図　文明（年 底本・下橋敬長所蔵 大正（年（月透写
（（（5（ 明 （（（（ 服忌略例明治 底本・山下篤信所蔵本 大正（（年（月写
（（（（0 明 （（（（ 飛香舎代御車附所図　藤原夙

子入内　嘉永元年
底本・内閣文庫所蔵 大正（年（（月（7日写

（（（（（ 明 （（（（ 飛香舎之図　藤原夙子着帯　
嘉永（年

底本・内閣文庫所蔵 大正（年（（月（7日写

（（（（（ 明 （（（（ 二条御城内図　寛延（年以前 底本・山本臨乗所蔵 大正（年（月5日透写（彩
色）

（（（（（ 明 （（（5 立后本宮図藤原祺子　弘化（
年（月

底本・内閣文庫所蔵 大正（年（（月（7日写（一
部彩色）�単位は舗

（（（（（ 明 （（（（ 住吉神社正印殿境内并津守神
主屋敷絵図　明治元年（月行
事

大正（年7月（日住吉神社宮司
津守国栄寄贈

大正写　単位は舗

（（（（5 明 （（（7 内侍所仮殿　盛泉寺図　明治
元年（月大阪行幸

底本・盛泉寺所蔵 昭和（年写5月透写　単
位は舗

（（（（（ 明 （（（（ 延遼館其他共地之間図　二百
分　（　明治（（年（月（（日製図

底本・内匠寮所蔵 大 正（0年（月（0日 写　
単位は舗

（（（（7 明 （（（（ 碧海郡全図　四万分一 大正7年（月（0日銅版　
単位は舗

（（（（（ 明 （（（0 西本願寺大阪津村別院境内平
面図　二百分一　明治元年・5
年行幸

底本・西本願寺大阪津村別院
所蔵

大正（年（月模写（彩色）�
単位は舗

（（（（（ 明 （（（（ 吹上御苑諏訪御茶屋図　明治
（（年（月御治定

底本・侍従職所蔵 大正（（年写（彩色）　単
位は舗

（（（70 明 （（（（ 江戸本丸絵図 底本・盛泉寺所蔵 大正（（年（0月写　複製
物　単位は舗

（（（7（ 明 （（（（ 江戸城営中絵図　文化度 明治・大正写（彩色）複
製物　単位は舗

（（（7（ 明 （（（（ 江戸城本丸全図　弘化度 明治・大正写（彩色）複
製物　単位は舗

（（（7（ 明 （（（5 江都御殿之図　元治度 明治・大正写（彩色）複
製物　単位は舗

（（（7（ 明 （（（（ 住吉神社境内之古図 大正写（彩色）
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（（（75 明 （（（7 飛香舎代御構図藤原夙子入内　
嘉永元年

底本・内閣文庫所蔵 大 正（年（（月（7日 写　
単位は舗　

（（（7（ 明 （（（（ 二条城太政官代図　明治元年 大正（年（月写　単位は
舗

（（（77 明 （（（（ 四方拝之図諸儀式図　第二抄
出

底本・内閣文庫所蔵 大 正（年（（月（7日 写　
単位は帖

（（（7（ 明 （（00 外宮御参拝之図　明治（年（月
（（日

大正写　単位は鋪　

（（（7（～
（（（（（

明 （（0（ 在横浜瑞西公使宛諸書翰　（
～（0　慶応（～明治（年　

三条実美・寺島陶蔵等 原本複製物　単位は鋪

（（（（（ 明 （（0（ 御築地内図　寛政度　全 江戸末期板（寿徳堂）
（彩色）�単位は鋪

（（（（0 明 （（0（ 文久改正新選京絵図　文久（
年

文久（年（（月板（竹原好
兵衛）（彩色）単位は鋪

（（（（（ 明 （（0（ 明治元年辨事史官氏名東京詰
京都詰

大原重明寄贈　原本　 大正（0年（0月　単位は
通

（（（（（ 明 （（05 明治二年在東京公卿氏名 大原重明寄贈　原本　 大正（0年（0月　単位は
通

（（（（（ 明 （（0（ 岩倉具視書翰　大原重朝宛　
明治（（年

岩倉具視記（明治（（年（0月（（
日）・自筆

単位は通

（（（（（ 明 （（07 丸亀行在所附近図　明治5年
行幸

大正写　単位は鋪

（（（（5 明 （（0（ 下関市御上陸地附近平面図　
下関市役所製図

大正（0年（月（（日写（淡
彩）　単位は鋪

（（（（（ 明 （（0（ 由比町行在所図　明治（（年行
幸　イ・ロ

（鋪（綴　由比習治作図・記　
原本

明治（（年

（（（（（ 明 （（0（ 由比町行在所図　明治（（年行
幸説明

（鋪（綴　由比習治作図・記　
原本

明治（（年

（（（（（～
（（（00

明 （（（0 明治十年役　熊本籠城両軍配
備図　（～（

第六師団司令部作図 大正（年（（月版　単位
は鋪

（（（0（ 明 （（（（ 明治天皇御座船推定図　新居
～舞坂　明治元年（0月（日

底本・安間亦右衛門所蔵 大正（年（月（（日写　単
位は鋪

（（（0（ 明 （（（（ 大阪陸軍糧秣支廠構内配置要
図　六百分一

大正（5年（0月（（日大阪陸軍糧
秣支廠寄贈

大正（（年（（月5日青写
真

（（（0（ 明 （（（（ 敗笠ノ手水鉢実測図　十分一　
大正（0年（月実測　

市川之雄寄贈 大 正（0年（月 青 写 真　
単位は舗

（（（0（～
（（（07

明 （（（（ 明治五年行幸六連島関係図　
（～（　六連島関係図　

底本・六連島灯台事務所蔵 大正（0年（月（（日写（彩
色）　単位は舗

（（（0（ 明 （（（5 下関港修築工事計画平面図�
東部・西部�二千分一　下関市
港湾改良及市区改正調査係製
図

単位は舗

（（（0（ 明 （（（（ 馬関御駐蹕中行在所　伊藤久
三宅図　明治5年行幸

底本・六連島灯台事務所蔵 大正青写真　単位は舗

（（（（0・
（（（（（

明 （（（7 諸公事御装束図　上・下 底本・主殿寮京都出張所所蔵

（（（（（～
（（（（（

明 （（（（ 為家卿素服御用記附図　（～5　
孝明天皇殯宮図

冷泉為理画 大正写　単位は舗

（（（（7～
（（（（（

明 （（（（ 京都御所平面図　百分一　（
～7　大正（年（月調　　副本

大正青写真　単位は舗　

（（（（（・
（（（（5

明 （（（0 東京宮城奥宮殿平面図　百分
一　其一・二　（・（　　大正（0
年（月調

大正青写真　単位は舗　

（（（（（ 明 （（（（ 東京宮城表宮殿平面図　百分
一　大正（年（月調　

大正青写真　単位は舗　
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（（（（7 明 （（（（ 北海道御通輦沿道略図　明治
（（年行幸　参謀本部附陸軍編
修

大正（（年（0月（5日参謀本部附
陸軍編修伴三千雄贈

大正（（年　開拓使・明
治銅板（彩色）　単位は
帖

（（（（（ 明 （（（（ 新居駅行在所平面図 明治　単位は舗
（（（（（ 明 （（（（ 西丸絵図 大正　複製物　単位は

舗

史料②

識別番号 資　料　名 注　記 作成年・形態・
蔵書印など

（（00（ 綾小路有長日記稿本　一
（（00（ 綾小路有長日記稿本　二止
（（00（ 土方久元関係文書 守屋荒美雄所蔵
（（005 三国干渉ニ関スル原稿
（（00（ 条約改正関係ノ由来 稿本
（（007 大隈外務大臣時代　条約改正問題一件　独国之

部
（（00（ 大隈外務大臣時代　条約改正問題一件　仏国之

部上
（（00（ 大隈外務大臣時代　条約改正問題一件　仏国之

部下
（（0（0 大隈外務大臣時代　条約改正問題一件　一般的

経過
（（0（（ 大隈外務大臣時代　条約改正問題一件　米国之

部
（（0（（ 大隈外務大臣時代　条約改正問題一件　英国之

部
（（0（（ 大隈外務大臣時代　条約改正問題一件　露国之

部
（（0（（ 内大臣府文書ノ内ヨリ採集　寺内統監上奏書
（（0（5 京都御所干支宸翰　十三年 （（件　清書済
（（0（（ 京都御所三十三年宸翰　十三年　 （5件　清書済
（（0（7 京都御所引継宸翰　十三年夏　 （件　清書済
（（0（（ 四谷四郎所蔵巻物　十三年夏　 （（件　清書済
（（0（（ 檪原新輔所蔵文書　一
（（0（0 檪原新輔所蔵文書　二
（（0（（ 御巡幸記事　明治五、九、十一年 明治5・（・（（

年
（（0（（ 御巡幸記事　十三年、十四年
（（0（（ 資料蒐集録　甲　旧堂上華族旧諸侯新華族資料

所有見込ノ人
（（0（（ 明治天皇御紀ニ要する資料蒐集録　乙
（（0（5 資料採訪録　上　其他華族皇族
（（0（（ 資料採訪録　下　各府県
（（0（7 明治天皇御事蹟調一　自嘉永五年至安政五年
（（0（（ 明治天皇御事蹟調二　自安政六年至文久三年
（（0（（ 明治天皇御事蹟調三　自元治元年至慶応三年
（（0（0 明治天皇御事蹟調四　慶応三年
（（0（（ 明治天皇御事蹟調五　維新前
（（0（（ 明治天皇御事蹟調六　維新前
（（0（（ 明治天皇御事蹟調七　明治元年
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（（0（（ 明治天皇御事蹟調八　明治元年
（（0（5 明治天皇御事蹟調九　明治元年
（（0（（ 明治天皇御事蹟調十　明治元年
（（0（7 明治天皇御事蹟調十二　明治二年
（（0（（ 明治天皇御事蹟調十三　明治三年
（（0（（ 明治天皇御事蹟調十五　明治五年
（（0（0 明治天皇御事蹟調二十三　明治十三年
（（0（（ 明治天皇御逸事目録
（（0（（ 明治天皇皇后行幸啓及御馬ニ関スル記事
（（0（（ 明治天皇皇后御逸事　其他　雑記
（（0（（ 昭憲皇太后御事蹟調査　雑記
（（0（5 資料雑記　一
（（0（（ 資料雑記　二
（（0（7 資料雑記　三
（（0（（ 資料雑記　四
（（0（（ 資料雑記　五
（（050 資料雑記　六
（（05（ 資料雑記　七
（（05（ 資料雑記　八
（（05（ 資料雑記　九
（（05（ 資料雑記　十
（（055 資料雑記　十一
（（05（ 資料雑記　十二
（（057 資料雑記　十三
（（05（ 資料雑記　十四
（（05（ 資料雑記　一号　 藤波言忠用
（（0（0 資料雑記　二号　 藤波言忠用
（（0（（ 資料雑記　三号　 藤波言忠用
（（0（（ 資料雑記　四号　 藤波
（（0（（ 資料雑記　五号　 藤波言忠用
（（0（（ 資料雑記　六号　大正八年八月ヨリ　 藤波所蔵
（（0（5 資料雑記　七号　大正八年十月ヨリ　 藤波言忠所蔵
（（0（（ 資料雑記　八号　 藤波言忠用
（（0（7 資料雑記　九号　 藤波所蔵
（（0（（ 資料雑記　第十号　 藤波言忠所蔵
（（0（（ 資料雑記　十一号　 藤波言忠用
（（070 資料雑記　十二号　 藤波言忠所蔵
（（07（ 資料雑記　十三号　 藤波言忠所蔵
（（07（ 資料雑記　十四号　 藤波言忠用
（（07（ 資料雑記　十五号 藤波言忠所蔵
（（07（ 米国大統領会見始末　第一
（（075 米国大統領会見始末　第二
（（07（ 日露戦役米国滞留記　第一編
（（077 日露戦役米国滞留記　第二編
（（07（ 日露戦役米国滞留記　第三編
（（07（ 日露戦役米国滞留記　第四編
（（0（0 日露戦役米国滞留記　第五編
（（0（（ 日露戦役米国滞留記　第六編
（（0（（ 枢密院会議筆記　上　皇室典範草案
（（0（（ 枢密院会議筆記　中　憲法草案
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（（0（（ 枢密院会議筆記　下　議院法草案
（（0（5 条約改正関係の由来
（（0（（ 元老院国憲取調委員国憲取調書類　四
（（0（7 子爵金子堅太郎談話　一
（（0（（ 子爵金子堅太郎談話　二
（（0（（ 伊藤家文書　金子堅太郎書簡　一
（（0（0 伊藤家文書　金子堅太郎書簡　二止
（（0（（ 金子堅太郎書翰（滞英中及滞米中ヨリノ通信）
（（0（（ 内大臣府保管　明治天皇内廷御書類目録　一
（（0（（ 内大臣府保管　明治天皇内廷御書類目録　二
（（0（（ 内大臣府保管　明治天皇内廷御書類目録　三止
（（0（5 日露戦役遣米始末
（（0（（ 日本憲法制定の由来
（（0（7 渡米記事　明治三十二年五月 明治（（年
（（0（（ 地久節の歌の翻訳に就いて
（（0（（ 大正天皇崩御紀事
（（（00 大正十五年十二月　聖上陛下崩御紀事 大正（5年
（（（0（ 政治論略
（（（0（ 談話筆記　制度調査局設置及明治十八年官制改

正ノ件　伊藤公トカブール伝
　

（（（0（ 国憲草案始末
（（（0（ 衆議院議員選挙法会議筆記　明治二十一年自十

一月二十六日至十二月十七日
原本・枢密院所蔵 明治（（年

（（（05 明治以前皇親称謂索引　一　上
（（（0（ 明治以前皇親称謂索引　一　下
（（（07 明治以前皇親称謂索引　二全　大尾
（（（0（ 伊藤博文伯ニ提出セシ書類
（（（0（ 伊藤博文伯ニ提出セシ書類
（（（（0 伊藤博文伯ニ提出セシ書類
（（（（（ 議奏記録
（（（（（ 孝明天皇宸翰御詠草
（（（（（ 山田顕義宛書翰
（（（（（ 明治天皇陛下崩御紀事　朝見式拝訣式ニ列スル

ノ記　明治天皇陛下表御座所拝観記
（（（（5「枢密院改善」の不言実行
（（（（（ 勤王証書口書
（（（（7 明治天皇紀中抜粋
（（（（（ 明治天皇御逸事
（（（（（ エドマンド・バーク氏政治論　 「明治天皇御手文庫に御保存あら

せられたる也」
（（（（0 憲法典範議院法選挙法会計法再審会議筆記　明

治二十二年自一月十六日至二月五日
明治（（年

（（（（（ 貴族院組織令会議筆記　自明治二十一年十二月
三日至同年同月十七日

明治（（年

（（（（（ 山科言成卿記抄出
（（（（（ 盤錫録旧佐治次太郎筆記
（（（（（ 中山家文書
（（（（5 中山権典侍御着帯並ニ御産所
（（（（（ 即位新式抄
（（（（7 京都御所取調書　上
（（（（（ 京都御所取調書　下
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（（（（（ 日露戦役遣米始末　原稿
（（（（0 明治天皇紀中抜萃
（（（（（ 新議事堂落成記念議会今昔座談会 東京日日新聞連載（昭和（（年（0月

（7日以降）
昭和（（年

（（（（（ 子爵斎藤実ニ贈リタル同子爵談話ヲ願ヒタキ事
項ノ原稿

（（（（（ 明治天皇皇后御物宸翰及御写真ノ記事
（（（（（ 御紀資料見出雑記
（（（（5 明治元年　奥羽地方御巡幸
（（（（（ 明治十四年　山形秋田両県北海道御巡幸 明治（（年
（（（（7 明治十一年　北陸東海両道御巡幸 明治（（年
（（（（（ 明治十三年　山梨三重京都御巡幸 明治（（年
（（（（（ 明治天皇馬ニ関スル記事
（（（（0 武事　明治天皇御世御乗馬観兵式観鑑式御練兵

大演習他　文久三年ヨリ明治十五年ニ至ル
明治（5年

（（（（（ 武事　明治天皇御乗馬観兵式観鑑式御練兵他　
明治二十五年ヨリ

明治（5年

（（（（（ 武事　明治天皇御乗馬観兵式観鑑式御練兵他
（（（（（ 資料雑記　二十　女嬬已下の役め他
（（（（（ 明治帝御逸事ニ入ル原稿　廿一
（（（（5 明治帝御逸事ニ入ル原稿　二十二
（（（（（ 雑記　二十三号　大正十二年四月五月京都ニ於

取調スルモノ
大正（（年

（（（（7 御逸事　二十四号　曽我子爵談　内大丞ノ書類
他

（（（（（〔御逸事〕二十五号　皇室御経済概要
（（（（（ 御日記稿要壱
（（（50 御日記稿要弐
（（（5（ 京都御文庫取調雑記 藤波言忠所蔵 大正（（年　
（（（5（ 御逸事ノ原稿
（（（5（ 明治天皇御逸事及雑件　草稿　第壱号　大正十

四年
大正（（年

（（（5（ 明治天皇御逸事及雑件　第弐号　大正十四年一
月

大正（（年

（（（55 御逸事及雑件　第三号　大正十四年一月 大正（（年
（（（5（ 明治天皇御逸事　四　自明治四十五年至大正二

年
明治（5～大正
（年

（（（57 御逸事及雑件　第四号　王政復古　大正十四年
二月

大正（（年

（（（5（ 御逸事及雑件　第五号　藤波言忠草稿　大正十
四年二月

大正（（年

（（（5（ 御逸事雑件　第六号　藤波言忠草稿　大正十四
年二月

大正（（年

（（（（0 御逸事及雑件　第七号　大正十四年二月 大正（（年
（（（（（ 明治大帝御逸事　三十号　大正十四年七月 大正（（年
（（（（（ 明治帝御逸事　第三十一号　大正十四年七月 大正（（年
（（（（（ 御巡幸下関本陣之図　明治五年 明治5年
（（（（（ 御巡幸下関市御道筋図　明治五年 明治5年
（（（（5 明治天皇火之山御駐輦記念碑之図　明治三十五

年
明治（5年

（（（（（ 春帆楼間取見取図　大正十三年十一月 大正（（年
（（（（7 春帆楼附近平面図　大正十三年十一月 大正（（年
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（（（（（ 御紀資料稿本小引総目次　自嘉永五年至慶応二
年

（（（（（ 御紀資料稿本小引総目次　自慶応三年正月至明
治元年八月

（（（70 御紀資料稿本小引総目次　自明治元年八月二十
七日至同年十月三十日

（（（7（ 御紀資料稿本小引総目次　自明治元年十一月一
日至同二年五月二十九日

（（（7（ 御紀資料稿本小引総目次　自明治二年六月一日
至同年十二月二十九日

（（（7（ 御紀資料稿本小引総目次　自明治三年正月元日
至同年七月三十日

（（（7（ 御紀資料稿本小引総目次　自明治三年八月二日
至同四年三月二十九日

（（（75 御紀資料稿本小引総目次　自明治四年四月一日
至同年十二月三十日

（（（7（ 御紀資料稿本小引総目次　自明治五年一月一日
至同年十二月二日

（（（77 御紀資料稿本小引総目次　自明治六年一月一日
至同年十二月三十一日

（（（7（ 御紀資料稿本小引総目次　自明治七年一月一日
至同年十二月三十一日

（（（7（ 明治天皇紀凡例原稿
（（（（0 明治天皇御即位式御用地球儀写真　明治元年 明治（年
（（（（（ 明治天皇横須賀行幸写真複写
（（（（（ 孝明天皇宸筆御名字写真
（（（（（ 明治天皇御幼時（御画）宸筆
（（（（（ 明治天皇御幼時宸筆（御書）写真
（（（（5 明治天皇桂宮臨幸御座所写真　明治五・十年 明治5・（0年
（（（（（ 明治天皇宸筆御短冊写真
（（（（7 明治天皇宸翰写真
（（（（（ 昭憲皇太后御筆御短冊
（（（（（ 昭憲皇太后御筆御歌色紙
（（（（0 明治天皇宸翰写真
（（（（（ 明治天皇宸筆御短冊写真
（（（（（ 明治天皇御東幸船橋及渡船図写真
（（（（（ 明治天皇宸筆御短冊
（（（（（ 明治天皇御料馬車写真
（（（（5 明治天皇御料馬写真
（（（（（ 明治天皇御料鞍写真
（（（（7 明治天皇宸筆御短冊写真
（（（（（ 昭憲皇太后御筆御短冊写真
（（（（（ 昭憲皇太后御筆御短冊写真
（（（00 昭憲皇太后御筆御短冊写真
（（（0（ 昭憲皇太后御筆御短冊写真
（（（0（ 旧岩倉邸写真
（（（0（ 明治天皇御製写真
（（（0（ 昭憲皇太后御歌写真
（（（05 明治天皇御乗用輦台写真
（（（0（ 明治天皇御花押写真
（（（07 明治天皇宸翰
（（（0（ 日清講和談判当時写真
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（（（0（ 明治天皇御真影
（（（（0 明治天皇御真影
（（（（（ 西郷隆盛辞表並批紙写真
（（（（（ 明治天皇御真影
（（（（（ 有栖川宮始内外文武官三十三名写真　明治二十

三年
明治（（年

（（（（（ 諸官印印影写真
（（（（5 明治天皇大学南校へ臨御写真
（（（（（ 討幕密勅・会桑二藩誅罰御沙汰書・三条実美書

翰・中山忠能書翰写真
（（（（7 大村永敏書翰写真
（（（（（ 明治天皇宸翰御辞令写真
（（（（（ 明治天皇宸翰御感状写真
（（（（0 御旗写真
（（（（（ 御馬標写真
（（（（（ 御陣羽織写真
（（（（（ 御直垂写真
（（（（（ 黒絨御直垂写真
（（（（5 皇族大礼服写真
（（（（（ 陸軍御正服並夏御軍服写真
（（（（7 明治天皇御宸翰写真
（（（（（ 明治天皇御宸翰写真
（（（（（ 六連島灯台
（（（（0 明治天皇崩御当時表御座所ニ置カレタル御物
（（（（（ 硝子製切子形御菓子器並縹色捺染絨卓子被
（（（（（ 鹿児島写真
（（（（（ ジョウジ・ワシントン書簡写真
（（（（（ 布哇国皇帝ニ御贈進ノ御親書
（（（（5 東京横浜間鉄道開業式写真他 複製物
（（（（（ 旧鹿児島紡績所内建物
（（（（7 鹿児島島津家磯別邸・鹿児島島津家磯別邸ヨリ

桜島ヲ望ム写真
（（（（（ 西郷隆盛像・西郷隆盛絶筆書状
（（（（（ 函館市街写真他
（（（（0 明治天皇御真影（御軍服）・昭憲皇太后御真影 複製物
（（（（（ 横井小楠筆蹟・勝海舟筆蹟写真
（（（（（ 伊藤博文上奏案写真他
（（（（（ 松平石見守一行二十四人真影
（（（（（ 写真四十種
（（（（5 明治天皇宸筆御短冊写真
（（（（（ 明治天皇宸翰写真
（（（（7 近衛機動演習
（（（（（ 山口県防府町行在所写真
（（（（（ 元開拓使七重勧業試験場写真他
（（（50 西城ヨリ吹上ヘ掛ル所釣橋写真他
（（（5（ 対鴎荘写真（旧三条実美公別荘） 複製物
（（（5（ 天覧黄海海戦模擬写真
（（（5（ 元治元年下関砲戦写真他
（（（5（ 神戸大本営図写真
（（（55 大演習ノ際御下問ヲ受ケタル兵士写真等
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（（（5（ 春日奉賀大婚廿五年盛典詠鶯花契万春歌懐紙写
真

（（（57 露国皇太子休憩セシ太物商永井長助商舗写真 複製物
（（（5（ 明治天皇聖蹟写真 複製物
（（（5（ 明治天皇佐世保軍港御発艦
（（（（0 岩倉具視公写真
（（（（（ ペリー書翰・アボット書翰写真
（（（（（ 天保山海軍叡覧之図
（（（（（ 三井八郎右衛門高福駕輿丁装束姿写真　三井八

郎右衛門高福風折帽子素襖着用姿写真　三井次
郎右衛門高朗風折帽子素襖着用姿写真

大正（0年（月（（日三井男爵家寄贈 大正（0年

（（（（（ 御花押写真（勅封）
（（（（5 明治五年鉄道開通ニ於テ明治天皇御召椅子　大

正十一年
大正（（年　複
製物

（（（（（ 旧伏見奉行所内碑
（（（（7 旧伏見奉行所内碑文拓本写真
（（（（（ 明治天皇新津行在所写真他　明治十一年　 明治（（年
（（（（（ 明治天皇黒井御野立所
（（（70 山口県下関市火之山御駐輦記念碑他 大正（（年
（（（7（ 鹿児島田植踊写真他
（（（7（ 明治十一年　北陸東海御巡幸毘行在所 大正（（年
（（（7（ 明治十一年　北陸東海御巡幸由比行在所 大正（（年
（（（7（ 明治天皇大嘗祭御斎田主基ノ地写真他 複製物
（（（75 新訂万国全図縮写真 大正（（年
（（（7（ 新訂万国全図縮写真 大正（（年
（（（77 惜陰尋常高等小学校旧校舎全景 大正（5年
（（（7（ 惜陰尋常高等小学校旧校舎全景 大正（5年
（（（7（ 明治天皇駐蹕之遺跡（惜陰尋常高等小学校）
（（（（0 明治天皇駐蹕之遺跡（惜陰尋常高等小学校）
（（（（（ 明治天皇御遺跡写真
（（（（（ 明治天皇御駐蹕之地写真他
（（（（（ 明治天皇天覧馬匹写真 大正（5年
（（（（（ 明治天皇御駐輦之碑写真他
（（（（5 千葉県我孫子行在所御産所写真他
（（（（（ 明治天皇御召換所跡写真（山口県佐波郡右田村）
（（（（7 天覧富田踊写真 明治（0年
（（（（（ 山県有朋書翰・嘉彰親王御写真
（（（（（ 明治天皇御駐輦五十年記念絵葉書
（（（（0 天覧一日市村稲刈之図写真他 明治（（年
（（（（（ 明治天皇御巡幸行在所（山形県酒田）
（（（（（ 弘前行在所御座所建築物最近写真他 複製物
（（（（（ 寺島宗則伯七回忌法要会参会者写真他 明治（（年
（（（（（ 明治天皇行在所図面写真 昭和（年
（（（（5 富山県高岡育英小学校々舎写真
（（（（（ 清国へ派遣使節一行写真 明治（年
（（（（7 侯爵徳川篤敬邸臨幸 明治（（年　複

製物
（（（（（ 明治天皇御親署写真
（（（（（ 明治天皇御親書（仏文）・鮫島公使解任状写真 明治7年
（（（00 青木公使信任状写真
（（（0（ 明治天皇崩御ノ際弔辞ニツキ英国上院議事筆記
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（（（0（ 明治天皇宸筆御短冊・菊花御紋章付銀香炉・金
龍置物・菊花御紋章付五条袈裟写真

昭和（年

（（（0（ Inscription�on�instrument.�For�the�Emperor�of�
Japan�Emperor�of�Japan

（（（0（ Copy�of�foreign�relations�of�the�United�States�
of�America

（（（05 Henry�Adams
（（（0（ William�H.�Taft
（（（07 Strives�after�Peace
（（（0（ M.Serge�Yulieich�Witte
（（（0（ H.J.M.�The�German�Emperor
（（（（0 赤坂離宮裏門・徳川慶喜邸写真
（（（（（ 翁媼を憐み給ふ御製の意写真
（（（（（ 増上寺山門・某地全景・某寺院写真
（（（（（ 宮城内壕（三宅坂附近）
（（（（（ 北海道庁所蔵写真
（（（（5 明治天皇御宸翰・斬姦状
（（（（（ 明治天皇御尊影
（（（（7 明治天皇御胞衣奉埋写真・春日大婚廿五年盛典

を賀奉りて詠鶯花契万春歌写真
（（（（（ 天覧黄海海戦模擬写真・伊藤博文書翰写真
（（（（（ 樺太境界条約全権委任状写真
（（（（0 ペリー書翰、アボット書翰
（（（（（ 元治元年下関砲戦写真・招魂社物産会陳列品写

真・砲台写真
（（（（（ 明治天皇御製
（（（（（ 五ヶ条御誓約奉対書写真
（（（（（ 明治天皇御用独逸書　明治天皇御宸翰（いろは）　

明治天皇宸翰（朕惟フニ維新以来）　明治天皇宸
翰（明治）

（（（（5 宮城内壕写真（三宅坂附近）
（（（（（ 宮城内壕写真（三宅坂附近）
（（（（7 宮城内壕写真（三宅坂附近）
（（（（（ 宮城内壕写真（三宅坂附近）
（（（（（ 宮城内壕写真（三宅坂附近）
（（（（0 宮城内壕写真（三宅坂附近）
（（（（（ 明治丸御座所写真 全（枚 複製物
（（（（（ 昭憲皇太后御筆短冊写真
（（（（（ 明治天皇宸筆御感状写真
（（（（（ 明治天皇御物写真
（（（（5 明治天皇御物写真
（（（（（ 明治天皇宸筆御短冊写真
（（（（7 横須賀行幸御写真
（（（（（ 明治天皇行幸ノ川合小学校全影写真他
（（（（（ 陸地測量部寄贈写真
（（（（0 昭憲皇太后御寄進紅梅写真
（（（（（ 孝明天皇御詠草写真
（（（（（ 伊藤博文書翰（解説添）写真
（（（（（ 明治天皇御真影
（（（（（ 明治天皇御真影
（（（（5 土方久元写真
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（（（（（ 杉孫七郎写真
（（（（7 杉孫七郎写真
（（（（（ 香川敬三写真
（（（（（ 近藤久敬写真
（（（50 山県有朋写真
（（（5（ 井上馨写真
（（（5（ 氏名未詳写真
（（（5（ 大山巌写真
（（（5（ 栃木県下ニ於ケル近衛師団小機動演習
（（（55 股野琢写真
（（（5（ 氏名未詳写真
（（（57 写真帖　一 複製物
（（（5（ 写真帖　二
（（（5（ 写真帖　三
（（（（0 写真帖　四
（（（（（ 写真帖　五
（（（（（ 写真帖　六
（（（（（ 写真帖　七
（（（（（ 写真帳　八
（（（（5 写真帳　九
（（（（（ 写真帳　十
（（（（7 五条御誓約奉対書写真　一
（（（（（ 五条御誓約奉対書写真　四～七
（（（（（ 明治天皇御懐紙　昭憲皇太后御懐紙
（（（70 宮城写真 複製物
（（（7（ 京都御所写真�乾
（（（7（ 京都御所写真�坤
（（（7（ 九州御巡幸写真　二 複製物
（（（7（ 二条・桂両離宮写真
（（（75 修学院離宮写真
（（（7（ 九州御巡幸写真　一 複製物
（（（77 未使用アルバム
（（（7（ 未使用アルバム
（（（7（ 明治九年同十四年　奥羽御巡幸行在所並御小休

所
（（（（0 明治天皇御印並諸官印印影写真帖
（（（（（ 五条御誓約奉対書写真　二・三
（（（（（ 一切経音義写真
（（（（（ 一切経音義写真
（（（（（ 一切経音義写真
（（（（5 一切経音義写真
（（（（（ 一切経音義写真
（（（（7 一切経音義写真
（（（（（ 明治初年二重橋写真他
（（（（（ 奥羽御巡幸写真 複製物
（（（（0 三重県鳥羽町常安寺写真
（（（（（ 英照皇太后御肖像　姉小路公知肖像　明治天皇

宸筆御短冊
複製物

（（（（（ 昭憲皇太后御筆御短冊写真
（（（（（ 孝明天皇並諸官印印影写真
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（（（（（ 明治廿四年五月十七日大津事件ニ関シ松方総理
大臣ニ贈ラレタル伊藤博文書翰写真

明治（（年

（（（（5 樺太境界条約全権委任状写真
（（（（（ 岩倉具視ヨリ浅野長勲ヘ贈ル食器写真　御宸筆

「習志野ノ原」及説明書写真
（（（（7 明治天皇徳川邸臨幸写真 複製物
（（（（（ 開成学校写真・開成学校行幸写真
（（（（（ 明治十八年御巡幸姫路行在所本徳寺　侍講元田

永孚像　明治天皇正条御小休所写真
明治（（年

（（（00 鴈宿山写真　天皇駐蹕碑写真　明治天皇御行在
所建札写真　明治天皇御行在所建札竹柵写真

（（（0（ 明治天皇宸筆御短冊御題冬眺望　昭憲皇太后御
筆御短冊御題柳写真

（（（0（ 大阪市浪華小学校長松本朝吉氏写真
（（（0（ 明治五年横浜駅開通式場ノ図写真他 明治5年
（（（0（ 明治天皇追分行在所写真他
（（（05 石動行在所写真他
（（（0（ 市川之雄寄贈吹上御苑之部写真他
（（（07 三田尻問屋口行幸記念会館写真他
（（（0（ 牡丹蒔絵卓並ニ銀孔雀置物写真他
（（（0（ 十一面観世音菩薩像写真他
（（（（0 Gerge�Von�Meyer�（VOL 写真他
（（（（（ 明治廿三年四月廿六日　明治天皇佐世保軍港御

発艦写真
明治（（年

（（（（（ 日清戦役講話談判記念写真
（（（（（ 瘞御馬銘御馬銘碑写真（花鳥の碑）他
（（（（（ 明治天皇御遺物御引手写真他
（（（（5 日清両国講和条約　於春帆楼写真
（（（（（ 久邇宮四殿下御宿泊　日清講和席上紀念写真　

於下関春帆楼　
（（（（7 明治天皇麓御小休所写真他
（（（（（ 明治四十三年大演習ノ際岡山市ヨリ献納ノ品写

真
明治（（年

（（（（（ 子爵斉藤実氏談話速記原稿
（（（（0 子爵栗野慎一郎談話速記録 大正（（年
（（（（（ 子爵石黒忠悳講演筆記 大正（（年
（（（（（ 栗野子爵第二回講演速記録　初稿 大正（（年
（（（（（ 栗野子爵第二回講演速記録　第二稿 大正（（年
（（（（（ 栗野子爵談話速記録　初稿 大正（（年
（（（（5 子爵栗野慎一郎談話速記録　第二稿 大正（（年
（（（（（ 工藤一記談話筆記原稿
（（（（7 男爵上田兵吉氏談話速記原稿
（（（（（ 伯爵壬生基義氏談話速記原稿
（（（（（ 海軍中将松村龍雄氏第二回談話速記原稿
（（（（0 海軍中将松村龍雄氏第二回談話速記原稿
（（（（（ 宮中顧問官長崎省吾氏第三回談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 宮中顧問官長崎省吾氏第三回談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 宮中顧問官長崎省吾氏第三回談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 御歌所寄人阪正臣氏談話速記原稿 昭和（年
（（（（5 子爵藪篤麿氏談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 白井二郎氏談話速記原稿 昭和（年
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（（（（7 御歌所寄人千葉胤明氏談話速記原稿 大正（5年
（（（（（ 陸軍中将大島健一氏談話速記原稿 大正（（年
（（（（（ 男爵澤宣元氏談話速記原稿 昭和（年
（（（（0 石山基陽氏第二回談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 石山基陽氏第三回談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 男爵西五辻文仲氏談話速記原稿 大正（5年
（（（（（ 栗原廣太氏談話速記原稿 大正（5年
（（（（（ 陸軍中将高橋義章氏　海軍中将関野謙吉氏談話

速記原稿
昭和（年

（（（（5 鈴木愛之助氏談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 慈光寺仲敏氏談話速記原稿 昭和（年
（（（（7 石山基陽氏第一回談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 川島令次郎氏第二回談話速記原稿 昭和（年
（（（（（ 川島令次郎氏第一回談話速記原稿 昭和（年
（（（50 子爵日野西資博氏第一回談話速記原稿 昭和（年
（（（5（ 子爵日野西資博氏第二回談話速記原稿 昭和（年
（（（5（ 長岡外史氏談話速記原稿 大正（5年
（（（5（ 海軍大将有馬良橘氏談話速記原稿 昭和（年
（（（5（ 子爵園池公致氏談話速記原稿 昭和（年
（（（55 子爵小笠原長生氏談話速記原稿 昭和（年
7（（0（ 明治天皇御紀附図稿本　巻一 55（－（（（　全（点のうち　二世五

姓田芳柳筆・編明治天皇御紀附図
稿本

昭和（年　複
製物

7（（0（ 明治天皇御紀附図稿本　巻二 55（－（（（　全（点のうち　二世五
姓田芳柳筆

昭和（年　複
製物

7（（（0 明治天皇御紀附図稿本　説明控 55（－（（（　全（点のうち　二世五
姓田芳柳筆・編

昭和（年

（（（（（ 京都御所取調書　一　上 （7（－（7（　（冊　藤波言忠　昭和
タイプ　臨時帝室編修局用箋

（（（（（ 京都御所取調書　二　下 （7（－（7（　（冊　藤波言忠　昭和
タイプ　臨時帝室編修局用箋

（5（（（ 明治大嘗祭図　上 箱入　墨書 複製物　「臨
時帝室編修局
蔵」

（5（（7 明治大嘗祭図　下 箱入　墨書 複製物　「臨
時帝室編修局
蔵」

（5（（（ 日本ニ於ケル米人ノ最初ノ上陸（絵） 大正（（年7月（5日海軍卿デンビー
寄贈� 識別番号（5（（（ ～ （5（55　
大型帙入

（5（（（ ポーツマス会議写真　自明治卅八年八月九日至
同年九月五日ノ内　

明治神宮奉賛会寄贈　　識別番
号（5（（（ ～ （5（55　大型帙入

（5（50 鉄道開業式横浜鉄道館式場写真　明治五年九月
十二日　

大正（0年（月（（日神奈川県知事井
上孝哉寄贈　識別番号・（5（（（ ～
（5（55　大型帙入

複製物

（5（5（ Japanese�gunboat�FUJIYAMA（写真） 大正（（年7月（5日海軍卿デンビー
寄贈　識別番号・（5（（（ ～ （5（55　
大型帙入

（5（5（ 行幸高崎行在所写真中島伊平宅　明治二十六年
十月二十二日　

臨幸記文写真添　昭和（年撮影　
高崎市役所寄贈（昭和（年（0月）　
識別番号・（5（（（ ～ （5（55　大型
帙入
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（5（5（ JAPAN�SOCIETY 写真（葉添付�大正（（年7月（5日海
軍卿デンビー寄贈　　識別番号
（5（（（ ～ （5（55　大型帙入

（5（5（ The�Saratoga（写真） 大正（（年7月（5日海軍卿デンビー
寄贈　識別番号（5（（（ ～ （5（55　
大型帙入

（5（55 JAPAN�EXPEDITION 大正（（年7月（5日海軍卿デンビー
寄贈　識別番号・（5（（（ ～ （5（55　
大型帙入

（5（（0 維新当時錦絵 箱入・軸物「東京林縫之助蔵書」
消印

昭 和 （（ 年　
「臨時帝室編
修局蔵」印　
複製物�

（5（（（ 京都大火図其他絵図 箱入・軸物　「東京林縫之助蔵書」
消印

昭 和 （（ 年　
「臨時帝室編
修局蔵」印　
複製物

（5（（（ 戊辰戦記画巻上 箱入・軸物�「東京林縫之助蔵書」
消印

昭和（（年「臨
時帝室編修局
蔵」印

（5（（（ 戊辰戦記画巻下 箱入・軸物　 昭和（（年�「東
京林縫之助蔵
書」消印�「臨
時帝室編修局
蔵」印

（5（（（ 熊本籠城之図　明治十年　 箱入・絹本（未装）
（5（（5 横須賀行幸　明治四年十一月 台紙付（畳紙入） 「臨時帝室編

修局蔵」印　
複製物

（5（（（ 福島県管下写真 （（枚（帙入）　目次付
（5（（7 明治天皇宸影 箱入・（幅　彩色（立纓御袍）�旧包

紙「原本大原伯爵家蔵」
複製物

（5（（（ 明治天皇御肖像 額付写真　額の貼紙に「柘植秀峰
謹画」と記す　昭和7年（月（日伯
爵清水谷實英寄贈�

「臨時帝室編
修局蔵」印

（5（（（ ペリー真筆書翰　壱枚 大正（（年7月（5日海軍卿デンビー
寄贈

「臨時帝室編
修局蔵」印

（5（（0 御東幸御行列之図　明治元年　 子爵藤波言忠寄贈 「臨時帝室編
修局蔵」印　
複製物

（57（（ 孝明天皇宸筆（御名字）　明治天皇宸筆（御幼時
御畫）保管委託ニ関スル原議

昭和（年　公
刊明治天皇御
紀編修委員会

（57（（ 孝明天皇宸筆御名字（睦仁）（博經）（親子） 箱入、大正5年（（月（日伯爵葉室長
通より臨時編修局御用掛藤波言
忠を経て寄贈

「臨時帝室編
修 局 蔵 」印　
複製物

（57（（ 明治天皇油絵御肖像 八木熊次郎謹写　大正（年5月（（
日寄贈

大正（年


